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31．
宇治山哲平
《やまとごころ》
昭和61（1986）年
大分県立美術館

24．
宇治山哲平
《華厳》 
昭和59（1984）年
油彩・画布  162.3×131.0
大分県立美術館

18．
宇治山哲平
《王朝（絵画№313）》
昭和48（1973）年
油彩・画布  110.2×182.4
大分県立美術館



７．
宮崎県宮崎市 青島
鬼の洗濯板

11．
宇治山哲平
《石の華》
昭和36（1961）年
油彩・画布  82.0×136.5
日田市

６．
宇治山哲平
《素描№100－岩礁》
昭和33（1958）年
大分県立美術館

10．
宇治山哲平
《冬山》
昭和14（1939）年
油彩・画布  91.5×91.5
日田市

１．
宇治山哲平
《石と卓》
昭和27（1952）年
油彩・画布  91.0×136.4
大分県立美術館 寄託

９．
宇治山哲平
《山腹》
昭和14（1939）年
油彩・画布  72.8×91.2
大分県立美術館

13．
宇治山哲平
《素描№155－切り花》
昭和36（1961）年
鉛筆、水彩、紙  38.0×54.4
大分県立美術館

４．
宇治山哲平
《地表（古代賛）》
昭和34（1959）年頃
油彩・画布  73.0×91.0
大分県立美術館

８．
宇治山哲平
《絵画№１》
昭和37（1962）年
油彩・画布  113.0×73.0
大分県立美術館



22．23．
大超寺（大分県日田市丸の内町）
本堂の襖絵
昭和57（1982）年

16．
宇治山哲平
《凛》
昭和48（1973）年
油彩・画布
130.0×89.0

14．
宇治山哲平
《素描№145－石と切り花》
昭和36（1961）年
インク、墨、水彩、紙
50.0×34.0

17．
宇治山哲平
《アッシリア幻想》
昭和40（1965）年
油彩・画布
80.5×65.5
大分県立美術館

19．
常栄寺 雪舟庭　冬

20．21．
常栄寺 雪舟庭　夏

25．
富貴寺大堂原寸大模型内陣
大分県立歴史博物館

26．
内陣長押・鴨居　宝相華文様（復元・部分）
大分県立歴史博物館

29．30．
照蓮寺（大分県日田市川原町）
本堂の欄間に描いた「蓮」
昭和31（1956）年



３．
福田平八郎
《花菖蒲》（B）
1939（昭和14）年
49.2×72.8 ㎝
平八郎・桂華二人展
大分県立美術館

18.
福田平八郎
《ひよ鳥》
1939（昭和14）年
43.5×57.0 ㎝
平八郎・桂華二人展
大分県立美術館



５．
福田平八郎
《花菖蒲》（D）
1944（昭和19）年
106.5×55.5 ㎝
奉祝京都市展
大分県立美術館寄託

７－１．
福田平八郎
《竹》下絵
1939（昭和14）年頃
140.8×42.4 ㎝
大分県立美術館

６．
福田平八郎
「花菖蒲の写生」
1951（昭和26）年
39.5×53.0 ㎝
大分県立美術館

10.
福田平八郎
《竹》
1941（昭和16）年
55.0×72.0 ㎝
京都国立近代美術館

９.
福田平八郎
《竹》
1940（昭和15）年
166.5×184.5 ㎝
紀元2600年奉祝美術展

11.
福田平八郎
《写生帖》「竹」
1941（昭和16）年
21.2×29.0 ㎝
大分県立美術館

12.
福田平八郎
《青柿》
1938（昭和13）年
59.8×87.4 ㎝
第２回新文展
京都市美術館

bijyutsu15
長方形

bijyutsu15
長方形

bijyutsu15
長方形



16.
福田平八郎
《鴨》
1935（昭和10）年
44.5×58.0 ㎝
大分県立美術館

19.
福田平八郎
《鳩》
1940（昭和15）年
58.2×72.0 ㎝
宇佐神宮

35.
福田平八郎
《鯉（春水）》
1940（昭和15）年
44.5×72.3 ㎝
第６回春虹会展
蘭島閣美術館

29.
福田平八郎
《鮎》
1940（昭和15）年
67.9×93.5 ㎝
紀元2600年奉祝日本画大展
山種美術館

bijyutsu15
長方形

bijyutsu15
長方形

bijyutsu15
長方形



17.
福田平八郎
《雉子》
1938（昭和13）年
134.0×42.2 ㎝
東西名家新作表装展観
大分市美術館

24.
福田平八郎
《写生帖》「鴛鴦」
1942（昭和17）年
20.3×31.0 ㎝
大分県立美術館

23.
福田平八郎
「鴛鴦下絵」
1938（昭和13）年頃
55.1×73.0 ㎝
大分県立美術館

27.
福田平八郎
《鮎習作三題　淵　瀬　瀞》のうち《瀞》
1934（昭和９）年
144.0×50.6 ㎝
第３回六潮会展
《瀞》は敦井美術館

37.
福田平八郎
《清晨》
1935（昭和10）年
141.5×51.0 ㎝
五葉会展
京都国立近代美術館

36.
福田平八郎
《初冬》
1935（昭和10）年
134.0×41.0 ㎝
第４回六潮会展

bijyutsu15
長方形

bijyutsu15
長方形

bijyutsu15
長方形

bijyutsu15
長方形



山本常一アトリエ制作風景
1963年頃

オンドリ
1958（昭和33）年

幼からす
1951（昭和26）年

とり
1962（昭和37）年

ハゲコウ
1956（昭和31）年

夜の証
1974（昭和49）年

ふくろ
1952（昭和27）年

bijyutsu15
長方形

bijyutsu15
長方形

bijyutsu15
長方形

bijyutsu15
長方形

bijyutsu15
長方形

bijyutsu15
長方形

bijyutsu15
長方形

bijyutsu15
長方形

bijyutsu15
長方形

bijyutsu15
長方形
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三
│
八
、「
や
ま
と
ご
こ
ろ
」

一
、
宇
治
山
絵
画
が
追
求
し
た
も
の
：
や
ま
と
ご
こ
ろ

○
△
□
の
シ
ン
プ
ル
な
形
と
鮮
や
か
な
色
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
独
自
の
抽
象
絵
画

作
品
を
生
み
出
し
、近
代
日
本
美
術
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
宇
治
山
哲
平（
一
九
一
〇

│
一
九
八
六
）。
四
角
い
色
面
に
鮮
や
か
な
色
の
○
△
□
な
ど
が
描
か
れ
る
画
面
は
、

子
ど
も
の
お
も
ち
ゃ
箱
や
万
華
鏡
が
映
す
像
の
よ
う
に
も
感
じ
る
、
ど
こ
か
楽
し
そ
う

な
印
象
を
覚
え
る
も
の
や
、
色
や
か
た
ち
が
躍
動
し
た
り
、
音
を
奏
で
た
り
す
る
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
宇
治
山
哲
平
が
画
業
を
通
し
て
追
い
続
け
た

の
は
、
最
晩
年
の
絵
画
シ
リ
ー
ズ
の
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
た
「
や
ま
と
ご
こ
ろ
」、
つ

ま
り
、
日
本
の
姿
、
和
の
心
で
あ
り
、
人
々
の
暮
ら
し
や
生
き
方
だ
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
こ
の
論
考
で
は
、宇
治
山
の
画
業
の
足
跡
、特
に「
絵
画
シ
リ
ー
ズ
」を
辿
っ

て
い
き
な
が
ら
、
画
業
を
通
し
て
追
い
求
め
た「
や
ま
と
ご
こ
ろ
」に
迫
っ
て
み
た
い
。

尚
、
本
論
考
に
お
い
て
は
、
関
連
す
る
宇
治
山
哲
平
の
絵
画
作
品
や
事
物
の
画
像
、

参
考
文
献
に
加
え
、宇
治
山
自
身
の
言
葉
を
西
日
本
新
聞
の
記
者
が
聞
き
書
き
し
た〝
西

日
本
新
聞
朝
刊
の
『
聞
き
書
き
シ
リ
ー
ズ 

沸
々
た
る
静
謐 

宇
治
山
哲
平
（
画
家
）』（
59

回
連
載
、
１
９
８
４
年
６
月
７
日
〜
８
月
５
日
掲
載
）〞
を
参
照
し
た
。
宇
治
山
哲
平

自
身
が
発
し
た
貴
重
な
言
葉
で
も
あ
る
た
め
、
解
釈
の
齟
齬
が
な
い
よ
う
、
原
文
の
ま

ま
、
な
か
に
は
、
長
め
に
引
用
し
た
。

二
、
宇
治
山
哲
平
の
略
歴

宇
治
山
哲
平
。
明
治
四
十
三
（
一
九
一
〇
）
年
、
大
分
県
日
田
市
に
生
ま
れ
、
生
涯
、

－ 11 －－ 11 －



九
州
を
拠
点
に
活
躍
し
た
洋
画
家
で
あ
る
。
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
頃
か
ら
、
本
格

的
に
版
画
制
作
に
取
り
組
み
、
国
画
会
展
（
国
典
）
等
で
作
品
を
発
表
、
昭
和
十
四

（
一
九
三
九
）
年
か
ら
は
洋
画
に
転
向
、
抽
象
化
さ
れ
た
形
態
と
洗
練
さ
れ
た
色
面
の

静
物
や
風
景
が
評
価
を
得
、
次
代
を
担
う
画
家
の
一
人
と
目
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
抽
象

の
度
が
増
さ
れ
、
特
に
昭
和
三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
、
新
設
さ
れ
た
大
分
県
立
芸
術

短
期
大
学
（
当
時
）
の
教
授
に
招
か
れ
て
か
ら
は
、
色
鮮
や
か
な
幾
何
学
文
様
が
画
面

に
散
り
ば
め
ら
れ
る
独
自
の
抽
象
ス
タ
イ
ル
を
確
立
す
る
。
昭
和
四
十
六（
一
九
七
一
）

年
に
は
、
毎
日
芸
術
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
美
術
界
で
高
い
評
価
を
受
け
た
。
同
年
、

大
分
県
立
芸
術
短
期
大
学
の
二
代
目
の
学
長
に
も
就
き
、
教
育
者
と
し
て
、
後
進
の
育

成
と
地
域
の
芸
術
文
化
の
振
興
に
も
大
き
く
貢
献
し
た
。

三
、
宇
治
山
の
作
品
分
析

三
│
一
、「
絵
画
シ
リ
ー
ズ
」

「
絵
画
シ
リ
ー
ズ
」
と
は
、
宇
治
山
哲
平
が
昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）
年
に
発
表
し

た
《
絵
画
№
１
》
以
降
に
発
表
さ
れ
た
タ
イ
ル
に
「
絵
画
№
」
の
文
言
を
付
し
た
五
百
点

以
上
の
抽
象
絵
画
の
作
品
群
を
指
す
も
の
で
あ
る
（
後
年
に
一
部
、「
絵
画
№
」
が
記
さ

れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
）。

そ
れ
以
前
の
作
品
も
、
抽
象
性
の
高
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
以
前
の
作
品
は
、
描
い

て
い
る
時
か
、
別
の
時
か
は
あ
る
と
し
て
も
、
物
理
的
な
風
景
や
静
物
を
目
に
し
、
対

象
物
を
画
面
に
描
き
出
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
絵
画
シ
リ
ー
ズ
は
、
物
理
的
な

対
象
物
を
目
の
前
に
し
て
描
く
の
で
は
な
く
、
目
の
前
に
は
物
理
的
な
手
が
か
り
は
何

も
設
け
ず
、
真
っ
白
な
キ
ャ
ン
バ
ス
に
、
作
家
の
中
に
あ
る
思
想
や
哲
学
を
、
絵
筆
を

通
し
て
、
象
徴
と
し
て
現
出
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
作
家
自
ら
も
以
下
の
よ
う
に
語
っ

て
い
る
。

今
日
ま
で
長
い
美
へ
の
遍
歴
を
つ
づ
け
て
き
た
私
が
い
ま
さ
ら
こ
ん
な
こ
と
を
い

う
の
も
変
で
す
が
、
改
め
て「
絵
と
は
何
か
」と
自
問
自
答
し
た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、

絵
画
表
現
は「
色
」と「
形
」の
二
要
素
し
か
な
い
こ
と
を
悟
っ
た
の
で
す
。

自
然
を
凝
視
し
て
一
切
の
夾
雑
物
を
は
ぎ
取
っ
て
、
そ
の
本
質
を
把
握
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
絵
画
と
は「〝
色
〞と〝
形
〞で
自
己
の
思
想
を
表
現
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
」

と
い
う
極
め
て
当
た
り
前
の
原
点
を
再
確
認
し
た
こ
と
で
す
。

（
中
略
）

太
陽
、
風
、
石
、
山
脈
、
凍
土
、
動
植
物
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
自
然
の
リ
ズ
ム
や
形

象
を
、
極
め
て
単
純
な
記
号
の
よ
う
な
原
形
に
ま
で
抽
象
化
し
て
生
気
を
よ
み
が
え

ら
せ
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
画
面
の
な
か
の
形
象
の
存
在
は
、
宇
宙
に
お
け
る
天

体
の
存
在
の
ご
と
き
も
の
で
し
ょ
う
。

私
は
壮
大
な
秩
序
と
リ
ズ
ム
を
絵
画
に
夢
み
て
い
ま
す
。
私
が
い
ま
制
作
中
の
作

品
に
あ
え
て
「
絵
画
」
と
題
名
し
た
の
は
、
絵
画
空
間
の
み
の
持
つ
造
形
の
響
き
を

打
ち
た
て
た
い
と
い
う
念
願
か
ら
で
す
。
形
象
と
色
彩
に
よ
っ
て
抜
き
さ
し
で
き
な

い
象
徴
の
世
界
を
…
…
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
身
の
ほ
ど
知
ら
ず
の
は
る
か
な

る
あ
ま
り
に
も
は
る
か
な
る
祈
願
で
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

（
註
１
）

│
│
。

三
│
二
、《
石
と
卓
》、《
地
表（
古
代
賛
）》

で
は
、
記
念
す
べ
き
「
絵
画
シ
リ
ー
ズ
」
の
一
作
目
と
な
っ
た
《
絵
画
№
１
》
は
、
宇

治
山
の
ど
の
よ
う
な
思
想
や
哲
学
が
描
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

そ
の
作
家
の
意
図
を
読
み
解
く
手
が
か
り
と
し
て
、「
絵
画
シ
リ
ー
ズ
」
を
描
き
始

め
る
前
の
次
の
二
つ
の
作
品
、《
石
と
卓
》（
昭
和
二
十
七〔
一
九
五
二
〕年
）（
図
一
）、《
地

表（
古
代
賛
）》（
昭
和
三
十
四〔
一
九
五
九
〕年
頃
）（
図
四
）を
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

宇
治
山
は
、
美
術
の
デ
ッ
サ
ン
に
よ
く
使
わ
れ
る
古
代
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
石
膏
像
な
ど
、
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内
部
が
空
洞
状
に
な
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
何
万
年
も
の
月
日
を
経
て
堆
積
さ
れ
、
さ

ら
に
川
の
上
流
か
ら
流
れ
に
揉
ま
れ
な
が
ら
流
れ
着
い
た
、
時
の
流
れ
を
内
包
す
る
よ

う
な
硬
い
石
を
ア
ト
リ
エ
な
ど
の
身
近
に
置
く
こ
と
を
好
ん
だ
。

《
石
と
卓
》
に
も
宇
治
山
が
好
ん
だ
丸
い
石
が
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
の
中
央
に
は

ど
っ
し
り
と
し
た
横
長
の
テ
ー
ブ
ル
が
配
さ
れ
、
そ
の
上
に
は
、
二
つ
の
石
が
左
右
に

並
び
、そ
の
前
に
、同
時
期
の
静
物
画《
レ
モ
ン
と
硝
子
鉢
》（
昭
和
二
十
七〔
一
九
五
二
〕

年
）（
図
二
）
な
ど
に
時
折
描
か
れ
て
い
る
、
レ
モ
ン
と
思
わ
れ
る
も
の
が
三
つ
、
右
側

の
石
の
右
手
に
は
、《
石
と
水
差
し
》（
昭
和
二
十
八〔
一
九
五
三
〕年
）（
図
三
）に
描
か

れ
て
い
る
水
差
し
の
胴
体
部
に
似
た
三
角
錐
状
の
も
の
が
置
か
れ
て
い
る
。
テ
ー
ブ
ル

の
天
板
に
は
、
い
ち
ば
ん
手
前
の
レ
モ
ン
の
影
が
薄
黒
く
円
を
映
し
て
い
る
が
、
そ
の

他
の
面
は
三
角
形
や
四
角
形
な
ど
の
色
面
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
テ
ー
ブ
ル
の
背
景
や
床

も
上
部
の
横
長
の
楕
円
状
の
も
の
を
除
け
ば
、
直
線
で
囲
わ
れ
た
色
面
が
配
さ
れ
て
い

る
。
石
や
レ
モ
ン
は
、
そ
の
も
の
に
近
い
色
を
使
い
抽
象
化
さ
れ
た
フ
ォ
ル
ム
で
描
か

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
、
明
度
や
彩
度
の
異
な
る
紫
色
の
色
面
を
基
調
に
、

類
似
色
で
あ
る
青
系
や
対
象
色
で
あ
る
黄
系
の
色
面
が
配
さ
れ
て
い
る
。
三
角
形
の
色

面
が
多
く
使
わ
れ
、
加
え
て
、
テ
ー
ブ
ル
の
左
右
に
大
き
く
広
が
る
床
板
か
ら
伸
び
上

が
る
左
右
の
三
角
形
の
脚
、
そ
れ
に
連
な
る
よ
う
に
上
部
に
頂
点
を
向
け
て
伸
び
上
が

る
黒
い
色
面
に
よ
る
一
連
の
流
れ
が
、
見
る
者
を
画
面
下
か
ら
上
部
中
央
へ
誘
う
。
そ

の
一
方
で
、
画
面
上
部
に
並
ぶ
重
量
感
の
あ
る
二
つ
の
丸
い
石
、
三
つ
の
レ
モ
ン
、
三

角
錐
状
の
物
体
は
、
重
力
の
働
き
を
受
け
な
が
ら
も
、
分
厚
い
テ
ー
ブ
ル
の
天
板
に
支

え
ら
れ
、
静
止
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
色
や
形
、
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
画
面
に
、
力
強
い

緊
張
感
や
統
一
感
を
与
え
る
。
さ
ら
に
は
、
ア
ト
リ
エ
に
あ
る
実
在
の
も
の
を
描
き
な

が
ら
も
、
天
地
創
造
や
宇
宙
の
成
り
立
ち
を
も
思
念
さ
せ
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
《
地
表
（
古
代
賛
）》（
図
四
）
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
作
品
は
、
宇
治
山
が
昭
和

三
十
三（
一
九
五
八
）年
頃
に
宮
崎
市
の「
鬼
の
洗
濯
板
」（
図
七
）と
呼
ば
れ
る
場
所
を

訪
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
つ
く
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
。「
鬼
の
洗
濯
板
」
と
は
、
青

島
か
ら
南
の
巾
着
島
ま
で
の
八
㎞
程
の
海
岸
線
に
見
ら
れ
る
波
状
岩
で
、
七
百
万
年
程

前
に
海
中
で
で
き
た
水
成
岩
（
固
い
砂
岩
と
軟
ら
か
い
泥
岩
が
繰
り
返
し
積
み
重
な
っ

た
地
層
）
が
隆
起
し
、長
い
間
、波
に
洗
わ
れ
、固
い
砂
岩
層
だ
け
が
板
の
よ
う
に
積
み

重
な
っ
て
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
宇
治
山
は
、
こ
の
悠
久
の
時
を
経
て

図一 宇治山哲平《石と卓》
 昭和27（1952）年
 油彩・画布  91.0×136.4
 大分県立美術館 寄託

図三 宇治山哲平《石と水差し》
 昭和28（1953）年
 油彩・画布  38.0×45.5
 大分県立美術館

図二 宇治山哲平《レモンと硝子鉢》
 昭和27（1952）年
 油彩・画布  72.4×90.6
 大分県立美術館

図四 宇治山哲平《地表（古代賛）》
 昭和34（1959）年頃
 油彩・画布  73.0×91.0
 大分県立美術館
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生
み
出
さ
れ
た
自
然
の
造
形
物
の
美
し
さ
や
自
然
が
生
み
出
す
美
の
神
秘
を
目
の
当
た

り
に
し
、そ
の
姿
を
次
々
と
ス
ケ
ッ
チ（
図
五
、六
）し
て
い
っ
た
。
そ
の
感
動
が
そ
の
ま

ま
キ
ャ
ン
ヴ
ァ
ス
に
現
れ
た
の
が
こ
の
作
品
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
形

状
や
大
き
さ
の
異
な
る
多
く
の
薄
茶
色
の
ざ
ら
ざ
ら
と
し
た
質
感
を
伴
う
線
形
が
、
付

か
ず
離
れ
ず
画
面
の
中
に
、
地
上
絵
の
よ
う
に
描
か
れ
、
そ
の
中
に
薄
い
茶
色
の
色
面

が
配
さ
れ
て
い
る
。
作
品
名
に
「
古
代
賛
」
と
あ
る
が
、
悠
久
の
時
と
自
然
が
生
み
出

し
た
美
や
神
秘
さ
へ
の
畏
敬
の
念
を
込
め
、
そ
の
名
を
付
け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
《
石
と
卓
》、《
地

表
（
古
代
賛
）》
の
二
つ
の
作
品
は
、
い
ず

れ
も
実
在
す
る
題
材
を
も
と
に
描
か
れ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
表
現
に
は
、
簡
略
化

や
抽
象
化
の
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

ど
の
作
品
も
、
作
家
が
対
象
物
と
向
き
合

い
、
作
家
の
筆
を
通
し
て
そ
の
姿
を
画
面

に
表
出
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。《
地
表（
古

代
賛
）》
の
題
材
が
そ
う

日
常
的
に
目
に
す
る
も
の

で
な
い
た
め
、
第
三
者
に

は
や
や
想
起
し
に
く
い
こ

と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、《
石
と
卓
》
は
何
が

描
か
れ
て
い
る
の
か
は
概

ね
認
識
で
き
る
。
そ
し
て
、

も
う
一
段
、
目
を
凝
ら
し
、

画
面
に
描
か
れ
た
も
の
と
の
対
話
を

試
み
て
み
る
と
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ

た
作
家
の
思
い
や
哲
学
が
見
え
て
く

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
宇
治
山

も
眼
前
の
も
の
を
見
つ
め
、
そ
の
姿

を
キ
ャ
ン
ヴ
ァ
ス
に
描
き
出
し
な
が

ら
、
自
身
の
思
想
や
哲
学
を
表
現
し

よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。

三
│
三
、《
絵
画
№
１
》

こ
こ
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
、
改
め
て
、《
絵
画
№
１
》（
図
八
）
を
見
て
い
く
こ
と

と
し
よ
う
。
前
述
の
宇
治
山
の
言
葉
に
あ
っ
た
よ
う
に
、こ
の
作
品
に
は
、「
色
」と「
形
」

の
二
要
素
し
か
存
在
し
て
い
な
い
。
も
う
少
し
言
い
方
を
変
え
る
と
、
先
に
見
た
二
つ

の
作
品
は
、
作
家
が
何
か
し
ら
の
実
在
の
事
物
を
現
前
に
し
、
描
い
た
た
め
、
第
三
者

の
目
か
ら
も
何
が
描
か
れ
て
い
る
の
か
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

作
品
は
、
作
家
が
実
在
の
事
物
を
画
面
に
描
く
こ
と
を
一
切
せ
ず
、「
色
」
と
「
形
」
の

二
要
素
の
み
を
使
っ
て
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ま
で
宇
治
山
が
使
っ

て
い
た
、対
象
物
の
姿
を
利
用
し
な
が
ら
、実
は
そ
の
姿
を
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
活
用
し
、

自
ら
の
思
想
や
哲
学
を
表
現
す
る
手
法
を
手
放
し
、「
色
」
と
「
形
」
と
い
う
無
機
質
で

あ
り
、
そ
れ
自
体
に
意
味
を
内
包
す
る
も
の
で
は
な
い
も
の
の
み
を
使
っ
て
、
自
ら
の

思
想
や
哲
学
を
表
現
す
る
、
よ
り
難
易
度
の
高
い
手
法
へ
舵
を
切
っ
た
の
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
こ
の
手
法
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
高
い
抽
象
度
で
思
想
や
哲

学
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
う
確
信
し
て
い
た
か
ら
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

で
は
、
こ
の
作
品
は
具
体
的
に
は
何
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
？　

こ
の

作
品
に
は
、
ま
さ
に
前
述
の
宇
治
山
の
言
葉
そ
の
も
の
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
込
め
ら

図五 宇治山哲平《素描№95－岩礁》
 昭和33（1958）年
 鉛筆、パステル、紙  38.0×54.4
 大分県立美術館

図七 宮崎県宮崎市 青島
 鬼の洗濯板

図六 宇治山哲平《素描№100－岩礁》
 昭和33（1958）年
 鉛筆、パステル、紙  54.4×38.0
 大分県立美術館
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れ
て
い
る
と
読
む
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
半
世
紀
程

使
っ
て
き
た
や
り
方
と

決
別
し
、
よ
り
困
難
を

極
め
る
道
を
進
む
こ
と

に
は
な
る
が
、
さ
ら
な

る
高
み
を
目
指
し
、
そ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
そ
の
思
い
を
宣
言
し
、
画
面
に
描

き
出
し
た
よ
う
に
、
私
に
は
感
じ
る
の
で
あ
る
。

三
│
四
、《
石
の
華
》

引
き
続
き
、「
絵
画
シ
リ
ー
ズ
」の
考
察
を
進
め
て
い
く
が
、そ
の
前
に
、こ
の
タ
ー
ニ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
を
迎
え
る
背
景
に
あ
っ
た
ひ
と
つ
の
出
来
事
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

宇
治
山
は
、
二
十
歳
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
、
美
術
協
会
展
や
国
展
な
ど
に
木
版
画
作
品

を
発
表
す
る
。
二
十
五
歳
（
昭
和
十
〔
一
九
三
五
〕
年
）
の
時
に
国
展
で
初
入
選
を
果
た

す
と
、
二
十
八
歳（
昭
和
十
三〔
一
九
三
八
〕年
）ま
で
毎
年
入
選
し
続
け
る
。

昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
四
月
、
宇
治
山
は
自
分
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
国

展
会
場
に
足
を
運
ん
だ
。
初
め
て
国
展
を
見
る
喜
び
と
自
身
の
入
選
作
品
を
確
認
し
た

い
思
い
で
、
胸
を
弾
ま
せ
な
が
ら
会
場
に
向
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
目
に
し
た
も

の
は
あ
ま
り
に
も
悲
惨
な
情
景
だ
っ
た
。

油
絵
は
各
室
の
壁
面
に
ゆ
っ
た
り
と
展
示
さ
れ
て
い
る
の
に
、
版
画
の
部
は
小
さ

な
一
室
を
あ
て
が
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
し
た
。
い
か
に
も
虐
待
さ
れ
て
い
る
感
じ
を

受
け
ま
し
た
。

自
作
の
「
錦
渓
」
も
入
り
口
横
に
目
立
つ
こ
と
な
く
掛
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
二

段
掛
け
と
い
う
惨
め
さ
で
す
。
つ
ま
り
片
隅
の
存
在
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。
正

直
い
っ
て
、
非
常
に
物
足
り
な
い
思
い
が
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
比
べ
て
油
絵
は
、
例

え
ば
庫
田

の
作
品
は
五
点
、
第
一
室
の
広
い
部
屋
に
掛
け
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
は

見
事
な
陳
列
で
し
た
。

「
版
画
は
生
涯
を
か
け
る
の
に
、
ふ
さ
わ
し
く
な
い
の
で
は
…
…
」
と
い
っ
た
疑

問
が
頭
を
も
た
げ
ま
し
た
。
版
画
「
錦
渓
」
は
仕
事
の
ひ
ま
を
み
つ
け
て
、
筑
紫
耶

馬
渓
に
行
っ
て
物
し
た
作
品
で
す
。
版
木
も
五
枚
ほ
ど
使
っ
て
八
号
の
板
に
彫
っ
た

も
の
で
、
色
も
十
色
ぐ
ら
い
使
っ
た
極
彩
色
。
自
信
作
で
し
た

（
註
２
）。

こ
の
出
来
事
を
き
っ
か
け
に
、
宇
治
山
は
油
絵
に
転
向
し
た
の
で
あ
る
。

油
絵
に
転
向
し
た
宇
治
山
は
、
翌
年
の
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
、
早
速
、
油
彩

画
の《
山
腹
》（
図
九
）と《
冬
山
》（
図
十
）の
二
作
品
を
国
展
に
出
品
。
幸
運
に
も
、
そ

の
二
作
品
は
見
事
に
入
選
を
果
す
。
二
点
の
う
ち
、《
山
腹
》
は
審
査
員
の
全
員
一
致

で
入
選
。
も
う
一
点
の
《
冬
山
》
は
美
術
評
論
家 

福
島
繁
太
郎
の
目
に
留
ま
り
、「
責

任
支
持
」で
入
選
す
る
。

当
時
、
福
島
先
生
は
美
術
界
の
指
導
的
位
置
に
あ
り
、
そ
の
す
ぐ
れ
た
審
美
眼
と

卓
見
は
、
多
く
の
人
の
尊
敬
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ル
オ
ー
、
マ
チ
ス
、
ピ

カ
ソ
、
ド
ラ
ン
な
ど
の
作
品
収
集
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
福
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
梅
原
竜
三
郎
の
親
密
な
友
人
と
い
う
関
係
か
ら
、
国
画
会
の
会
員
で
は
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
国
展
の
審
査
に
も
出
席
、
大
き
な
発
言
力
を
持
っ
て
い
た
の
で

す
。
当
時
、
審
査
員
が
一
人
二
点
ま
で
入
選
も
れ
の
作
品
の
な
か
か
ら
、
自
分
の
好

む
作
品
を
推
薦
す
る
こ
と
が
で
き
る〝
責
任
支
持
〞と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
し
た
。

私
が
こ
の
〝
責
任
支
持
〞
を
得
た
の
で
、
言
う
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
審
査
員

図八 宇治山哲平《絵画№１》
 昭和37（1962）年
 油彩・画布  113.0×73.0
 大分県立美術館
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が
一
人
で
も
支
持
す
れ
ば
入
選
と
し
た
制
度
の
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
美
術
の
世
界
で
は
、
多
数
決
主
義
や
最
大
公
約
数
の
方
式
で
通
用

し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
作
家
の
資
質
や
天
性
が
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
時

代
や
流
行
と
懸
け
離
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
ゴ
ッ
ホ
に
し
て
も
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
に
し
て

も
、
生
前
に
は
名
声
を
得
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
と
き
の
、
つ
ま
り
責
任
支
持
を
得
た
と
き
の
様
子
は
、
い
ま
で
も
現
代
美
術

史
の
一
コ
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
逸
話
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

三
月
下
旬
の
あ
る
日
、
第
十
四
回
国
画
会
の
審
査
会
は
数
時
間
の
討
論
の
あ
と
、

夕
方
で
い
っ
た
ん
終
わ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
や
っ
と
お
茶
に
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
時
で
す
。
突
然
、
審
査
席
か
ら
福
島
氏
が
立
ち
上
が
り
「
ど
う
も
大
事
な

作
品
を
落
と
し
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」
と
言
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
改
め
て
落

選
作
品
群
を
見
直
し
て「
冬
山
」を
拾
い
出
し
た
│
│
と
伝
え
聞
い
て
い
ま
す
。

「
山
腹
」
は
す
で
に
入
選
し
て
い
た
と
は
い
え
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
見
直
し
で

し
た
。
油
絵
が
は
じ
め
て
入
選
し
た
だ
け
で
も
う
れ
し
い
の
に
、
そ
れ
以
上
に
福
島

先
生
が
責
任
支
持
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
非
常
な
感
激
で
し
た
。
福
島
先
生
に
認

め
ら
れ
た
と
い
う
思
い
で
、
胸
は
少
年
の
よ
う
に
い
つ
ま
で
も
高
鳴
り
ま
し
た
。

い
ま
、
見
ま
す
と
普
通
に
入
選
し
た「
山
腹
」よ
り
も
、
責
任
支
持
を
受
け
た「
冬

山
」の
ほ
う
が
ず
っ
と
よ
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

し
か
も
、
こ
の
二
点
は
「
独
特
の
絵
だ
」
と
い
う
こ
と
で
、
い
き
な
り
第
一
室
中

央
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
私
は
先
生
を
師
表
と
仰
ぎ
ま
し
た
。
毎
年
、
先
生
の
期
待
に
添
い
た
い

と
い
う
気
持
ち
で
絵
筆
を
握
り
ま
し
た
。
ま
た
迷
い
や
疑
問
が
あ
れ
ば
、
先
生
に
率

直
に
尋
ね
て
教
え
を
受
け
ま
し
た
。
先
生
か
ら
も
批
評
や
意
見
を
い
た
だ
き
、
励
み

に
な
り
ま
し
た
。

先
生
は
パ
リ
に
留
学
中
、
美
術
雑
誌「
フ
ォ
ル
ム
」を
出
版
。
戦
後
は
銀
座
に「
東

京
・
フ
ォ
ル
ム
画
廊
」
を
構
え
ま
す
が
、
先
生
の
ご
厚
情
で
二
十
六
年
か
ら
私
は
こ

こ
で
毎
年
一
回
個
展
を
開
き
ま
し
た

（
註
３
）。

こ
う
し
て
宇
治
山
は
、
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
か
ら
福
島
を
師
と
仰
ぎ
、
画
業

に
取
り
組
む
。
そ
の
福
島
が
昭
和
三
十
五
（
一
九
六
〇
）
年
に
亡
く
な
る
。
福
島
の
死

は
、
宇
治
山
が
後
に
語
る
よ
う
に
大
き
な
心
の
支
え
と
目
標
を
同
時
に
失
う
も
の
で
あ

り
、
茫
然
自
失
す
る
よ
う
な
出
来
事
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
こ
の
福
島
の

死
が
、
宇
治
山
を
「
絵
画
シ
リ
ー
ズ
」、
す
な
わ
ち
、
独
自
の
抽
象
絵
画
の
世
界
へ
と

大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
さ
せ
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

生
前
、
福
島
は
、「
絵
画
と
は
具
象
を
旨
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
具
象
に
こ
そ
そ
の

真
価
が
発
揮
さ
れ
る
、
安
易
に
抽
象
に
走
っ
て
は
な
ら
ぬ
」
と
い
う
こ
と
を
こ
と
あ
る

ご
と
に
宇
治
山
に
語
っ
て
い
た
。
元
来
、
宇
治
山
の
創
作
は
、
表
現
の
手
法
こ
そ
抽
象

化
を
伴
う
も
の
で
は
あ
る
が
、
対
象
物
を
注
視
し
、
そ
れ
ら
を
画
面
上
に
描
く
こ
と
を

通
じ
て
、
思
想
や
哲
学
を
照
射
さ
せ
る
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
。
表
現
手
法
の
変
化
は
あ

る
と
し
て
も
、
対
象
物
を
通
じ
た
具
象
表
現
に
よ
っ
て
画
業
を
推
し
進
め
て
い
く
の
か
、

そ
れ
と
も
、
こ
れ
ま
で
試
み
て
こ
な
か
っ
た
抽
象
の
世
界
に
新
た
な
活
路
を
見
出
し
て

い
く
の
か
、
福
島
か
ら
の
提
言
は
受
け
な
が
ら
も
、
宇
治
山
の
心
の
中
で
は
大
き
な
葛

図十 宇治山哲平《冬山》
 昭和14（1939）年
 油彩・画布  91.5×91.5
 日田市

図九 宇治山哲平《山腹》
 昭和14（1939）年
 油彩・画布  72.8×91.2
 大分県立美術館
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藤
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
福
島
と
い
う
大
き
な
支
え
と
目
標
を
失
く
し
て

し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
自
分
以
外
に
何
も
頼
る
も
の
も
、
指
し
示
め
さ
れ
る

標
も
な
く
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
残
り
の
画
業
に
お
い
て
、
抽
象
＝
「
絵
画
シ
リ
ー
ズ
」

と
い
う
未
知
の
世
界
に
踏
み
出
す
大
き
な
決
断
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

《
石
の
華
》（
図
十
一
）
は
、
昭
和
三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
の
国
画
展
に
「
福
島
繁
太

郎
氏
に
捧
ぐ
」
と
付
し
出
品
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
石
に
咲
き
出
し
た
花
を
描
い
た
も

の
で
あ
る
が
、
評
論
家
の
海
上
雅
臣
は
、
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
い
や
花
で
は
あ
る
ま
い
。
花
の
気け

と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
石
の
生

気
が
聊
斎
志
異
の
中
の
チ
ミ
モ
ウ
リ
ョ
ウ
の
よ
う
に
、
し
か
も
そ
れ
が
跳
梁
し
て
い

る
か
の
よ
う
に
、
花
の
怪
と
し
て
、
あ
り
得
べ
か
ら
ざ
る
香
気
を
放
っ
て
い
る

（
註
４
）」

昭
和
三
十
五
（
一
九
六
〇
）
年
か
ら
昭
和
三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
に
か
け
て
、
宇
治

山
は
花
や
石
の
素
描
を
多
く
描
い
て
い
る
。
庭
な
ど
に
咲
く
花
だ
け
を
描
い
て
い
る
も

の（
図
十
二
、十
三
）も
あ
れ
ば
、
石
と
花

が
画
面
の
上
下
に
あ
る
も
の（
図
十
四
）

や
、
な
か
に
は
、
石
と
福
島
が
か
け
て
い

た
も
の
と
同
じ
よ
う
な
丸
眼
鏡
が
上
下
に

置
か
れ
て
い
る
も
の（
図
十
五
）も
あ
る
。

悠
久
の
時
を
刻
む
石
を
身
近
に
置
き
、

好
ん
で
描
い
た
宇
治
山
。
静
謐
な
黒
緑
の

空
間
に
浮
か
び
上
が
る
、
幾
層
の
肌
合
い

を
重
ね
る
黒
い
石
、
そ
の
石
に
妖
艶
と
も

思
え
る
よ
う
な
華
が
咲
き
、
仄
か
な
し
か

図十一 宇治山哲平《石の華》
 昭和36（1961）年
 油彩・画布  82.0×136.5
 日田市

図十三 宇治山哲平《素描№155－切り花》
 昭和36（1961）年
 鉛筆、水彩、紙  38.0×54.4
 大分県立美術館

図十二 宇治山哲平《素描№154－切り花》
 昭和36（1961）年
 鉛筆、水彩、紙  38.0×54.4
 大分県立美術館

図十四 宇治山哲平
 《素描№145－石と切り花》
 昭和36（1961）年
 インク、墨、水彩、紙
 50.0×34.0
 大分県立美術館

図十五 宇治山哲平
 《素描№152－石とメガネ》
 昭和36（1961）年
 鉛筆、インク、パステル、紙
 29.2×20.2
 大分県立美術館

－ 17 －－ 17 －



し
清
ら
か
な
光
を
湛
え
る
《
石
の
華
》。
美
術
を
愛
し
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
世
に
知

ら
し
め
る
と
と
も
に
、
後
進
の
育
成
に
も
力
を
注
い
だ
福
島
。
そ
の
福
島
の
姿
を
石
と

華
に
重
ね
、
描
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
福
島
に
捧
げ
る
と
と
も
に
、
具
象
と
の
決

別
へ
の
誓
い
を
告
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
│
五
、「
絵
画
シ
リ
ー
ズ
」│ 《
ア
ッ
シ
リ
ア
幻
想（
絵
画
№
86
）》

 

《
凜（
絵
画
№
３
０
５
）》

再
び
、「
絵
画
シ
リ
ー
ズ
」
に
戻
り
、
考
察
を
続
け
た
い
。
宇
治
山
の
絵
画
シ
リ
ー

ズ
の
作
品
に
は
、
絵
画
ナ
ン
バ
ー
（
№
）
の
ほ
か
に
名
前
＝
副
題
が
添
え
ら
れ
て
い
る

も
の
が
多
い
。

№
１
か
ら
は
じ
ま
り
確
実
に
番
号
№
５
０
０
近
く
ま
で
は
つ
け
て
い
た
の
で
す
が
、

最
近
は
怠
け
て
つ
け
て
い
ま
せ
ん
。
も
と
も
と「
絵
画
」そ
の
も
の
が
題
名
な
の
で
す
。

№
は
私
自
身
の
作
品
の
記
録
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

な
か
に
は
「
絵
画
№
12
（
裸
の
太
陽
）」「
絵
画
№
91
（
オ
リ
エ
ン
ト
夜
曲
）」「
絵
画

№
１
９
４
（
響
）」
と
い
っ
た
名
前
を
つ
け
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
副
題

で
す
。
副
題
は
完
成
後
、
絵
の
感
じ
に
よ
っ
て
つ
け
て
い
ま
す
。
鑑
賞
者
に
と
っ
て

副
題
が
つ
い
て
い
る
こ
と
は
理
解
し
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
の
場
合
、
描
い

た
あ
と
絵
を
じ
っ
と
み
つ
め
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
絵
の
方
か
ら
あ
る
感
じ

を
私
に
働
き
か
け
る
の
で
す
。

別
な
い
い
方
を
す
れ
ば
第
三
者
の
よ
う
な
気
持
ち
で
眺
め
て
い
る
の
で
す
。
だ
か

ら
副
題
は
そ
の
作
品
の
感
じ
か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
描
い

て
い
る
途
中
で
副
題
が
決
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

（
註
５
）。

こ
の
宇
治
山
の
言
に
よ
る
と
、副
題
、つ
ま
り
、作
品
の
テ
ー
マ
を
予
め
決
め
、描
き
始

め
る
の
で
は
な
く
、
描
き
終
わ
っ
た
後
、
ま
た
は
、
創
作
の
終
盤
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
、

そ
の
作
品
か
ら
感
じ
ら
れ
る
な
に
か
を
も
っ
て
、
副
題
と
し
て
つ
け
る
、
と
い
う
よ
う
に

も
と
れ
る
。
制
作
順
は
逆
に
な
る
が
、
作
品
と
そ
の
副
題
と
い
う
観
点
か
ら
、
次
の
二
つ

の
作
品
、《
凜（
絵
画
№
３
０
５
）》（
昭
和
四
十
八〔
一
九
七
三
〕年
）（
図
十
六
）と《
ア
ッ

シ
リ
ア
幻
想（
絵
画
№
86
）》（
昭
和
四
十〔
一
九
六
五
〕年
）（
図
十
七
）を
観
て
み
た
い
。

《
凜
（
絵
画
№
３
０
５
）》
は
次
章
で
取
り
上
げ
る
「
王
朝
」
シ
リ
ー
ズ
の
中
の
作
品
で

あ
る
。
白
地
を
基
調
に
し
た
色
面
に
三
角
や
丸
な
ど
の
か
た
ち
が
配
置
さ
れ
る
。
右
側

を
頂
点
と
す
る
青
み
が
か
っ
た
濃
い
グ
レ
ー
の
色
面
に
漆
黒
の
鱗
文
様
を
持
つ
三
角
形

の
躯
体
が
画
面
上
部
に
風
に
た
な
び
く
よ
う
に
あ
り
、
そ
の
右
下
、
画
面
ほ
ぼ
中
央
に

は
同
じ
ほ
ど
の
広
さ
の
ほ
ぼ
正
方
形
の
黒
い
四
角
、
そ
の
内
側
の
左
下
方
に
は
レ
モ
ン
、

緑
青
、
柚
子
色
を
し
た
大
中
小
の
正
円
が
連
な
る
。
そ
の
下
に
は
紫
や
鶯
、
朱
、
空
色

な
ど
で
斜
め
市
松
文
様
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
小
さ
な
正
方
形
が
四
つ
並
ぶ
。
そ
の
ほ
か
に

小
さ
め
の
四
つ
の
正
円
や
画
面
ほ
ぼ
中
央
の
四
角
の
一
辺
と
ほ
ぼ
同
じ
長
さ
の
細
い
横

線
が
四
本
、
カ
ー
ブ
す
る
短
い
線
が
一
本
描
か
れ
て
い
る
。
四
本
の
横
線
と
そ
の
下
に

並
ぶ
黒
い
正
円
、
そ
の
間
に
曲
が
る
短
い
曲
線
は
、
人
の
顔
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
そ

の
上
に
あ
る
、
小
さ
な
四
つ
の
正
円
と
黒
い
四
角
は
帽
子
の
よ
う
で
も
、
そ
の
上
の
三

角
は
た
な
び
く
旗
を
連
想
さ
せ
る
。
画
面
の
多
く
を
占
め
る
白
地
に
配
さ
れ
る
こ
れ
ら

の
形
や
色
は
、
一
つ
ひ
と
つ
が
我
先
に
と
主
張
、
強
調
す
る
こ
と
な
く
、
分
を
弁
え
、

調
和
し
合
い
、
佇
み
、
そ
の
全
体
か
ら
静
謐
で
澄
明
な
空
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
。
宇
治
山
が
こ
の
作
品
に
「
凛
」
と
い
う
副
題
を
つ
け
た
の
に
は
、
こ

の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
、《
ア
ッ
シ
リ
ア
幻
想（
絵
画
№
86
）》を
観
て
み
よ
う
。
ア
ッ
シ
リ
ア
や
中
東
は
、

宇
治
山
が
幼
少
の
頃
か
ら
憧
れ
た
土
地
で
あ
る
。
日
本
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る
昭
和

三
十
九
（
一
九
六
四
）
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
に
日
本
中
が
沸
き
立
つ
中
、
旅
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立
ち
、
半
年
程
こ
の
土
地
で
過
ご
し
た
。
こ
の
作
品
は
、
そ
の
中
東
か
ら
帰
国
し
た
翌

年
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

や
や
緑
み
を
帯
び
た
ベ
ー
ジ
ュ
の
色
面
が
背
景
に
敷
き
詰
め
ら
れ
る
な
か
、
下
方
に

は
深
緑
色
の
木
臼
を
縦
に
輪
切
り
に
し
た
断
面
に
も
似
た
か
た
ち
が
あ
る
。
そ
の
上
部

に
正
円
に
近
い
横
長
の
大
き
な
黒
い
円
が
載
り
、
そ
の
上
に
は
、
黒
い
円
の
半
分
程
の

臙
脂
と
朱
の
円
が
続
く
。
画
面
上
部
に
は
、
中
央
の
臙
脂
か
ら
両
端
の
朱
色
が
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
を
織
り
成
す
「
へ
」
の
字
に
曲
が
っ
た
か
た
ち
。「
へ
」
の
字
の
左
下
方
に

は
目
の
よ
う
な
小
さ
め
の
黒
い
丸
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
淡
い
黒
の
縁
。「
へ
」
の
字
の

左
側
に
は
、
間
の
開
い
た
ヘ
ア
ピ
ン
の
よ
う
な
線
が
二
本
載
り
、
右
下
方
に
は
小
ぶ
り

な
円
の
輪
郭
が
縦
に
三
つ
並
ぶ
。

地
の
ベ
ー
ジ
ュ
は
砂
漠
を
表
す
の
か
、
深
緑
色
は
砂
漠
の
中
の
樹
木
の
葉
な
の
か
、

そ
れ
と
も
、
イ
ス
ラ
ム
教
を
象
徴
す
る
グ
リ
ー
ン
な
の
か
。「
へ
」
の
字
は
サ
ー
ベ
ル
な

の
か
、
そ
れ
と
も
、
ト
ル
コ
な
ど
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
国
の
国
旗
に
描
か
れ
る
三
日
月
か
、

黒
い
丸
は
月
か
、
朱
の
円
は
太
陽
か
。
は
た
ま
た
、
こ
の
画
面
全
体
は
イ
ス
ラ
ム
の
兵

士
の
横
顔
の
よ
う
に
も
見
え
る
か
。

《
凜（
絵
画
№
３
０
５
）》は
、
宇
治
山
が
言
う
よ
う
に
、
描
き
終
わ
っ
た
後
、
ま
た
は
、

創
作
の
終
盤
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
作
品
か
ら
感
じ
ら
れ
る
な
に
か
を
も
っ
て
、

副
題
を
つ
け
た
と
い
う
の
も
頷
け
る
。
し
か
し
、《
ア
ッ
シ
リ
ア
幻
想（
絵
画
№
86
）》は
、

描
き
た
い
テ
ー
マ
が
先
に
あ
り
、
そ
れ
を
色
と
形
を
使
い
表
現
し
た
よ
う
に
思
う
。
画

面
の
色
や
形
と
副
題
が
あ
ま
り
に
も
符
合
し
過
ぎ
て
い
る
た
め
、
具
体
的
な
テ
ー
マ
や

意
図
は
持
た
ず
に
、
描
き
進
め
て
い
っ
た
後
に
、
感
じ
た
も
の
か
ら
つ
け
た
と
は
、
な

か
な
か
考
え
づ
ら
い
。

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
の
よ
う
に
、
宇
治
山
が
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ズ
ム（
自
動
記
述
）

を
行
お
う
と
し
た
訳
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
画
面
に
向
か
う
前
に
構
想
や
イ
メ
ー
ジ

が
何
も
無
い
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
後
に
、「
王
朝
」「
華
厳
」「
や
ま
と

ご
こ
ろ
」
と
題
し
た
絵
画
シ
リ
ー
ズ
の
作
品
が
つ
く
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
あ

る
程
度
の
テ
ー
マ
や
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
な
が
ら
創
作
に
取
り
か
か
っ
た
も
の
と
考
え
て

よ
い
の
だ
ろ
う
。
宇
治
山
の
言
う
「
描
き
終
わ
っ
た
後
、
ま
た
は
、
創
作
の
終
盤
を
迎

え
た
と
こ
ろ
で
つ
け
た
」
と
い
う
の
は
、
作
品
の
テ
ー
マ
や
イ
メ
ー
ジ
は
創
作
に
取
り

か
か
る
時
に
は
、
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
ケ
ー
ス
や
あ
る
程
度
明
確
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
な
ど
、
そ
の
時
々
で
異
な
る
が
、
描
き
終
わ
っ
た
後
、
ま
た
は
、
創
作
の
終
盤
を
迎

え
た
と
こ
ろ
で
は
、
描
い
た
も
の
が
自
身
の
中
で
明
確
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
れ
を
副
題
と
し
て
付
け
た
と
い
う
意
味
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

図十六 宇治山哲平《凛》
 昭和48（1973）年
 油彩・画布
 130.0×89.0
 大分県立美術館

図十七 宇治山哲平
 《アッシリア幻想》
 昭和40（1965）年
 油彩・画布
 80.5×65.5
 大分県立美術館

－ 19 －－ 19 －



「
郷
土
が
生
ん
だ
有
名
な
作
家
で
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
宇
治
山
の

絵
は
何
な
の
か
？　

何
を
描
い
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
？
」
と
い
う
声
を
時
々

耳
に
す
る
。「
絵
画
シ
リ
ー
ズ
」に
移
る
前
の
作
品
は
そ
う
で
も
な
い
が
、「
絵
画
シ
リ
ー

ズ
」
に
な
る
と
途
端
に
わ
か
り
づ
ら
く
な
る
と
い
う
声
だ
。
宇
治
山
の
「
絵
画
シ
リ
ー

ズ
」を
観
る
時
、
副
題
を
手
が
か
り
に
し
て
み
る
の
は
、
ひ
と
つ
有
効
な
手
段
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
宇
治
山
が
、
描
き
終
わ
っ
た
後
、
ま
た
は
、
創
作
の
終
盤
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
、

何
か
し
ら
の
感
じ
を
受
け
取
っ
た
よ
う
に
、
観
る
側
も
、
副
題
を
手
が
か
り
に
し
な
が

ら
、
描
か
れ
て
い
る
も
の
か
ら
何
か
を
感
じ
て
み
る
。
宇
治
山
と
同
じ
よ
う
に
、
副
題

に
つ
け
ら
れ
た
よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
全
く
別
の
も
の
を
感
じ
る

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
は
、
あ
ま
り
何
も
感
じ
る
も
の
が
な
い
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
そ
れ
は
そ
れ
で
よ
い
。
作
品
を
観
る
こ
と
は
、
受
験
の
数
学
の
問
題
を
解
く
の

と
は
違
う
。
作
家
が
感
じ
た
も
の
、
描
い
た
も
の
が
正
解
と
い
う
こ
と
だ
け
で
も
な
い
。

作
品
が
媒
介
と
な
り
、思
想
や
表
現
が
広
が
る
、高
ま
る
、昇
華
す
る
。
そ
の
方
が
ず
っ

と
創
造
的
で
あ
り
、
魅
力
的
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

話
が
少
し
外
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
宇
治
山
の
「
絵
画
シ
リ
ー
ズ
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
作

品
に
は
、
あ
る
も
の
や
気
配
、
思
い
や
思
想
な
ど
が
、
○
△
□
な
ど
の
無
機
質
な
幾
何

学
文
様
と
色
を
使
い
な
が
ら
、
描
か
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
そ
う
思
っ
て
、「
絵
画
シ
リ
ー

ズ
」を
今
一
度
ご
覧
頂
き
た
い
。

三
│
六
、「
王
朝
」シ
リ
ー
ズ

昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
〕
年
に
発
表
し
た
《
絵
画
№
１
》
以
降
、
昭
和
四
十
六

（
一
九
七
一
）
年
頃
ま
で
の
「
絵
画
シ
リ
ー
ズ
」
の
作
品
は
、
絵
画
№
に
加
え
、
個
別
の

副
題
が
付
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
作
品
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。
一

方
、
そ
の
後
に
発
表
に
な
っ
た
《
正
》（
昭
和
四
十
六
〔
一
九
七
一
〕
年
）
や
《
貴
》（
昭
和

四
十
七
〔
一
九
七
二
〕
年
）、《
王
朝
》（
昭
和
四
十
八
〔
一
九
七
三
〕
年
）、《
凛
》（
昭
和

四
十
八〔
一
九
七
三
〕年
）、《
絢
》（
昭
和
四
十
八〔
一
九
七
三
〕年
）、《
想
》（
昭
和
五
十

〔
一
九
七
五
〕
年
）、《
希
》（
昭
和
五
十
一
〔
一
九
七
六
〕
年
）
な
ど
、
乳
白
色
の
色
面
が

広
く
画
面
の
大
部
分
を
占
め
、
そ
の
中
に
鮮
麗
な
色
面
を
も
つ
幾
何
学
模
様
が
散
在
す

る
作
品
群
が「
王
朝
」シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
「
王
朝
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
私
の
郷
土
日
田
盆
地
に
立
ち
込
め
る
底
霧
。
そ

の
幽
遠
、
清
澄
な
美
し
さ
が
着
想
の
基
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
私
は
平
安
・
藤
原
時
代
の
繊
細
で
優
麗
な
、
そ
し
て
情
感
あ
ふ
れ
る
仏
画
や

絵
巻
物
の
美
し
さ
に
強
く
ひ
か
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
二
つ
の
イ
メ
ー
ジ
が
重

な
っ
て
、
制
作
し
た
も
の
で
す
。
簡
潔
、
優
雅
な
世
界
を
志
向
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
一
連
の
作
品
に
は
、
私
の
美
意
識
が
素
直
に
自
然
に
現
れ
ま
し
た
。
私
自

身
、
好
き
な
作
品
が
多
い
の
で
す

（
註
６
）。

こ
う
宇
治
山
が
語
る
よ
う
に
、「
王
朝
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
極
彩
色
を
使
い
、
形
と
色

が
画
面
上
に
所
狭
し
と
描
か
れ
る
、
続
く
シ
リ
ー
ズ
の
「
華
厳
」
と
は
趣
を
異
に
す
る
。

こ
こ
で
は
、《
王
朝
（
絵
画
№
３
１
３
）》（
昭

和
四
十
八
〔
一
九
七
三
〕
年
）（
図
十
八
）
を

例
に
と
り
、
観
て
い
っ
て
み
よ
う
。

白
い
地
色
が
横
長
の
画
面
の
か
な
り
多
く

の
面
積
を
占
め
る
。
左
下
に
は
、
床
に
置
い

た
茶
杓
を
横
か
ら
見
た
よ
う
な
線
が
伸
び
、

茶
杓
の
持
ち
手
の
上
下
に
そ
れ
ぞ
れ
小
ぶ
り

な
正
円
が
あ
る
。
画
面
左
右
中
央
付
近
上
部

に
は
、
大
き
め
の
円
の
輪
郭
線
が
、
そ
の
右

に
は
、
薄
茶
色
の
正
方
形
が
配
さ
れ
て
い
る
。

図十八 宇治山哲平《王朝（絵画№313）》
 昭和48（1973）年
 油彩・画布  110.2×182.4
 大分県立美術館
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そ
の
正
方
形
の
右
下
に
、
一
面
黒
、
彩
度
の
異
な
る
二
色
の
紫
の
斜
め
市
松
、
薄
青
と

白
の
斜
め
市
松
模
様
の
三
つ
の
小
ぶ
り
な
正
方
形
、
そ
こ
か
ら
や
や
下
方
の
位
置
に
、

霞
色
の
真
四
角
、
右
隣
に
朱
と
銅
褐
色
の
三
連
円
が
描
か
れ
て
い
る
。

配
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
色
と
形
。
こ
れ
ら
の
色
と
形
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
務
め
、

ま
た
、
他
を
邪
魔
す
る
こ
と
な
く
、
静
謐
で
清
澄
な
世
界
を
画
面
に
創
り
出
し
て
い
る
。

宇
治
山
は
、一
九
六
九
年
に
山
口
市
に
あ
る
常
栄
寺
の
雪
舟
遺
庭（
図
十
九
、
二
十
、

二
十
一
）を
訪
れ
、
以
下
の
文
章
を
残
し
て
い
る
。

本
堂
の
縁
側
か
ら
、
ち
ら
と
見
え
た
石
庭
は
衝
撃
で
あ
っ
た
。
す
べ
て
は
、
こ
の

一
瞬
に
煌
め
い
た
。

常
栄
寺
の
雪
舟
遺
庭
を
訪
れ
た
の
は
、
雪
雲
り
の
午
后
で
あ
っ
た
。
桜
並
木
の
大

通
り
の
彼
方
、
深
い
緑
の
山
懐
か
ら
、
大
き
な
瓦
屋
根
と
一
文
字
の
白
い
土
塀
が
浮

か
び
上
が
っ
て
き
た
。
山
門
を
く
ぐ
り
、
玄
関
か
ら
本
堂
の
裏
側
に
廻
っ
た
。
一
瞬
、

息
づ
ま
る
緊
張
に
お
の
の
い
た
。

そ
こ
に
は
、
凛
然
と
静
か
な
世
界
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
私
は
、
た
だ
黙
然
と
凝

視
、
張
り
つ
め
た
沈
想
の
時
が
流
れ
た
。
心
の
中
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
想
念
が
通
り
に

ぬ
け
て
い
っ
た
。

私
は
、
鋭
く
風
を
切
る
颯
々
た
る
音
色
を
感
じ
た
。
こ
れ
は
、
頸
々
た
る
石
組
み

の
壮
絶
な
リ
ズ
ム
の
響
き
か
、
石
は
、
青
く
白
く
冴
え
て
凍
天
を
突
き
、
飛
雪
の
ひ

ら
め
き
も
、
凝
結
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
空
間
が
あ
っ
た
。
ま
わ
り
の
幽
林
に
抱
か
れ

た
絶
好
の
地
形
を
生
か
し
て
、
こ
の
石
と
芝
の
平
庭
は
、
き
び
し
く
爽
や
か
で
あ
る
。

暗
い
重
さ
な
ど
、
微
塵
も
感
じ
さ
せ
な
い
端
正
な
格
調
は
素
晴
ら
し
い
。

私
は
、
庭
を
囲
む
樹
林
の
中
の
小
径
を
一
巡
し
た
。
霏
々
と
雪
は
湧
く
ご
と
く
泉

池
の
上
を
舞
っ
て
い
た
。
冬
林
の
中
は
深
山
の
感
、
小
径
は
濡
れ
て
所
々
に
氷
雪
が

残
っ
て
い
た
。
凍
っ
た
池
の
中
に
は
、
全
く
動
か
ぬ
錦
鯉
と
朱
と
金
、
こ
の
池
の
水

は
、
異
様
な
ほ
ど
碧
緑
色
に
澄
み
き
っ
て
い
た
。
紅
紫
の
水
蓮
の
小
さ
な
葉
と
細
い

茎
が
幽
か
な
生
き
も
の
の
よ
う
で
、
そ
れ
が
、
奇
妙
に
も
幻
想
の
世
界
に
蠱
誘
さ
せ

て
く
れ
る
。
こ
の
細
微
微
妙
な
冬
林
の
中
で
、
私
は
茫
然
と
、
竹
の
葉
が
み
る
み
る

白
く
な
っ
て
ゆ
く
の
を
、
い
つ
ま
で
も
見
つ
め
て
い
た
。

庭
の
裏
側
に
廻
る
と
、
一
そ
う
寂
寥
の
感
が
深
く
、
暗
い
樹
林
の
間
か
ら
、
凍
池

が
い
ぶ
し
銀
に
沈
ん
で
見
え
る
。
そ
し
て
、
大
樹
の
根
元
に
は
、
雪
舟
の
小
さ
な
筆

塚
が
蒼
く
濡
れ
て
い
た

（
註
７
）。

私
は
、「
王
朝
」
シ
リ
ー
ズ
、
特
に
、
こ
の
《
王
朝
（
絵
画
№
３
１
３
）》
を
観
る
時
、

作
品
を
床
に
上
向
き
に
置
い
て
、
し
ば
ら
く
眺
め
て
い
た
い
心
持
ち
に
な
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
雪
舟
が
庭
と
い
う
空
間
に
、
四
季
折
々
に
移
ろ
う
自
然
の
姿
や
息
遣
い

を
現
出
さ
せ
た
だ
け
で
は
な
く
、
ひ
と
つ
の
宇
宙
空
間
を
も
創
出
さ
せ
た
よ
う
に
、
宇

治
山
も
こ
の
四
角
い
キ
ャ
ン
バ
ス
と
い
う
庭
に
、
地
面
の
起
伏
や
樹
木
、
石
を
配
し
、

緑
を
は
わ
せ
、
敷
石
を
整
え
、
凛
然
と
し
た
静
謐
な
世
界
を
創
出
さ
せ
よ
う
と
し
た
の

で
は
な
い
か
と
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。

図十九 常栄寺 雪舟庭　冬

図二十、二十一　常栄寺 雪舟庭　夏
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ポ
ー
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ
が
、
故
郷
の
エ
ク
ス
＝
ア
ン
＝
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
町
か
ら
見
た

サ
ン
ト
＝
ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー
ル
山
を
終
生
描
き
続
け
た
よ
う
に
、
郷
土
日
田
盆
地
に
立
ち

込
め
る
底
霧
の
幽
遠
、
清
澄
な
美
し
さ
が
宇
治
山
の
着
想
の
源
に
あ
っ
た
の
は
確
か
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
青
年
の
頃
に
邂
逅
し
、
神
秘
と
畏
怖
の
交
織
さ
れ
た
幻
想
の
世
界
、

素
晴
ら
し
く
深
い
美
を
前
に
し
、茫
然
と
立
ち
尽
く
し
た
法
隆
寺
の
百
済
観
音

（
註
９
）や

平
安
・

藤
原
時
代
の
繊
細
で
優
麗
な
、
そ
し
て
情
感
あ
ふ
れ
る
仏
画
や
絵
巻
物
の
美
し
さ
に
強

く
惹
か
れ
る
と
と
も
に
、
雪
舟
ら
が
遺
し
た
和
の
精
神
性
を
映
し
出
す
よ
う
な
凛
然
と
し

た
静
謐
な
世
界
。「
王
朝
」シ
リ
ー
ズ
の
作
品
に
は
、
こ
れ
ら
の
も
の
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

三
│
七
、
大
超
寺
本
堂
の
襖
絵
、
そ
し
て
、「
華
厳
」シ
リ
ー
ズ

宇
治
山
は
、
昭
和
五
十
一
（
一
九
七
六
）
年
に
、
小
学
校
時
代
の
恩
師
で
も
あ
り
、

宇
治
山
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
大
超
寺
（
日
田
市
丸
の
内
町
）
の
総
代
で
も
あ
っ
た
池

田
範
六
氏
か
ら
大
超
寺
本
堂
の
襖
絵
の
制
作
の
依
頼
を
受
け
る
。
そ
の
制
作
に
は
六

年
も
の
歳
月
を
費
や
し
、
昭
和
五
十
七
（
一
九
八
二
）
年
に
よ
う
や
く
完
成
す
る
（
図

二
十
二
、二
十
三
）。
こ
の
制
作
を
通
し
て
、「
王
朝
」シ
リ
ー
ズ
に
続
く「
華
厳
」シ
リ
ー

ズ
が
生
ま
れ
る
。

少
し
長
く
な
っ
て
し
ま
う
が
、
次
の
宇
治
山
の
言
葉
よ
り
、
大
超
寺
本
堂
の
襖
絵
、

そ
し
て
、「
華
厳
」
シ
リ
ー
ズ
に
取
り
組
ん
だ
宇
治
山
の
思
い
や
「
華
厳
」
と
い
う
次
に

目
指
す
頂
を
見
定
め
、
作
品
に
昇
華
さ
せ
て
い
っ
た
道
程
を
辿
っ
て
み
た
い
。

私
は
一
昨
年
秋
、
郷
里
の
菩
提
寺
、
日
田
市
丸
の
内
町
、
大
超
寺
本
堂
の
「
ふ
す

ま
絵
」を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
画
題
は「
極
楽
浄
土
」。
華
厳
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ
で
す
。

い
ま
か
ら
約
八
年
前
、
小
学
校
時
代
の
恩
師
で
も
あ
り
、
寺
の
総
代
で
も
あ
っ
た

池
田
範
六
先
生
か
ら「
本
堂
の
ふ
す
ま
が
傷
み
、
張
り
直
す
の
で
、
新
し
く
描
き
直
し

て
ほ
し
い
」と
頼
ま
れ
た
の
が
、
寄
進
の
き
っ
か
け
で
す
。
私
の
家
も
古
く
か
ら
の
門

徒
で
す
か
ら
気
軽
に
引
き
受
け
ま
し
た
。
気
の
早
い
先
生
は
早
速
、
真
っ
白
い
鳥
の

子
紙
張
り
の
ふ
す
ま
十
二
枚
を
私
の
ア
ト
リ
エ
に
持
ち
込
み
ま
し
た
。
で
も
私
に
は

ま
だ
抽
象
絵
画
で
寺
院
の
本
堂
を
飾
る
構
想
は
全
く
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
寺
院
の
本
堂
は
も
っ
と
も
聖
な
る
場
所
で
す
。
理
想
郷
を
色
と

形
で
い
か
に
表
現
し
、
調
和
さ
せ
る
か
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
い
思
索

を
続
け
ま
し
た
。

正
直
い
っ
て
、白
い
ふ
す
ま
を
眺
め
な
が
ら
心
の
重
い
日
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
池
田
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
の
で
す
。
ふ
す
ま
絵
は
ま
だ
構
想
さ
え
ま
と
ま
っ
て
お

ら
ず
、慚
愧
の
念
に
耐
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
で
す
。
私
の
絵
画
の
制
作

は
華
や
か
で
厳
し
い
荘
厳
な
美
し
さ
を
表
現
し
た
い
と
願
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

円
、
同
心
円
、
三
角
形
、
長
方
形
な
ど
の
簡
明
で
純
粋
な
フ
ォ
ル
ム
。
そ
れ
に
対

応
し
て
赤
、
青
、
黄
、
紫
、
緑
な
ど
の
明
快
な
色
彩
。
形
態
と
色
彩
の
完
ぺ
き
な
調

和
で
、
壮
大
な
宇
宙
の
天
体
の
運
行
や
自
然
現
象
、
人
間
の
脈
拍
に
通
じ
る
よ
う
な
、

こ
こ
ち
よ
い
リ
ズ
ム
を
造
形
し
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。

ま
さ
に
「
華
厳
」
シ
リ
ー
ズ
の
誕
生
で
す
。
そ
の
制
作
は
現
在
ま
で
続
い
て
い
ま

す
が
、
こ
の
「
華
厳
」
の
考
え
が
自
然
の
形
で
、
ふ
す
ま
絵
に
移
行
し
て
よ
う
や
く

図二十二、二十三
　　　　大超寺（大分県日田市丸の内町）
　　　　本堂の襖絵　昭和57（1982）年
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構
想
が
決
ま
り
、
制
作
に
取
り
か
か
っ
た
の
で
し
た
。

こ
の
ふ
す
ま
絵
は
、
本
堂
阿
弥
陀
如
来
の
左
右
の
「
お
た
ま
や
所
」
の
観
音
開
き

の
ふ
す
ま
十
二
枚
で
、
二
枚
一
組
で
一
面
の
独
立
し
た
絵
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
左
右
そ
れ
ぞ
れ
三
面
か
ら
な
り
、
総
合
し
て「
極
楽
浄
土
」を
表
現
し
て
い
ま
す
。

作
品
は
一
面
が
縦
横
一
・
五
メ
ー
ト
ル
。
キ
ャ
ン
バ
ス
の
大
き
さ
で
い
う
と
全
体

で
六
百
号
大
で
す
。
構
想
の
時
間
を
除
い
て
、
下
絵
の
制
作
に
約
百
日
か
か
り
、
本

絵
は
約
五
カ
月
間
を
費
や
し
ま
し
た
。

（
中
略
）

色
は
黄
、
赤
、
紫
な
ど
数
十
色
に
及
ぶ
色
彩
を
配
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
黄
色

が
意
外
に
よ
く
映
え
ま
し
た
。
日
本
画
な
ら
、
さ
し
ず
め
金
泥
で
描
く
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。

と
く
に
大
画
面
の
絵
画
は
「
あ
ら
ゆ
る
色
と
形
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
だ
」
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
色
と
形
の
壮
大
な
響
き
こ
そ
、
絵
画
の
生
命
で
す
。
画
家
は
そ
の
指

揮
者
で
あ
り
、
演
奏
家
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

（
註
８
）。 

私
の「
絵
画
」シ
リ
ー
ズ
で
は「
王
朝
」の
つ
ぎ
に「
華
厳
」が
続
き
ま
す
。
華
厳
と

題
名
を
つ
け
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
と
く
に
華
厳
教
の
世
界
を
意
識
し
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

「
華
麗
に
し
て
森
厳
、
端
正
に
し
て
壮
大
な
る
美
の
世
界
」
を
求
め
て
い
る
私
の

素
朴
な
願
い
が
華
厳
と
い
う
題
名
を
選
ん
だ
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し
王
朝
か
ら
華

厳
に
移
る
制
作
の
過
程
に
は
、
い
く
つ
か
の
底
流
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
曼
荼
羅
の
魅
力
、
法
隆
寺
の
潅
頂
幡
の
感
銘
、
エ
ジ
プ
ト
古
代
神
殿
の
壁

面
装
飾
、
そ
し
て
友
人
の
密
教
僧
で
詩
人
の
八
幡
黎
二
と
の
交
情
な
ど
が
交
織
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
華
厳
」
と
題
し
て
、
作
品
を
は
じ
め
て
発
表
し
た
の
は
昭
和
五
十
三
年
の
国
画

会
第
五
十
二
回
展
で
す
。
そ
の
後
、五
十
五
年
に
東
京
・
和
光
で「
華
厳
展
」と
銘
打
っ

て
十
五
点
出
品
し
ま
し
た
。

「
王
朝
」
作
品
は
、
白
色
調
の
広
い
画
面
に
鮮
明
な
形
を
散
ら
し
た
構
成
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、「
華
厳
」
は
シ
ン
メ
ト
リ
ー
（
対
照
）
の
構
成
が
多
い
の
で
す
。
そ
の

中
心
と
な
る
形
が
も
っ
と
も
重
要
な
存
在
で
、
そ
れ
を
中
核
と
し
て
い
ろ
い
ろ
の
形

を
充
塡
し
て
全
画
面
に
み
な
ぎ
る
壮
麗
均
衡
の
美
し
さ
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
構
成
に
も
色
彩
に
も
曼
荼
羅
の
世
界
を
連
想
し
ま
し
た
。

日
本
の
絵
画
の
中
で
、
平
安
時
代
の
仏
画
に
は
、
と
く
に
魅
せ
ら
れ
た
名
品
が
多

い
の
で
す
が
、
曼
荼
羅
に
も
強
い
関
心
が
あ
っ
て
、
数
多
く
の
名
作
に
接
し
て
き
ま

し
た
。
曼
荼
羅
に
は
清
浄
な
宇
宙
感
が
あ
り
、
濃
密
な
色
彩
と
端
然
と
し
た
格
調
に

陶
然
と
し
ま
す
。

画
面
の
充
塡
に
は
、
青
空
の
も
と
熱
気
に
燃
え
る
古
代
エ
ジ
プ
ト
神
殿
の
レ
リ
ー

フ
状
に
形
を
彫
り
込
ん
だ
大
壁
面
の
迫
力
を
思
い
浮
か
べ
た
の
で
す
。

空
間
感
の
表
現
で
は
、
か
つ
て
見
た
こ
と
が
あ
る
法
隆
寺
献
納
の
国
宝
・
潅
頂
幡

の
造
形
が
心
に
焼
き
つ
い
て
離
れ
ま
せ
ん
。

荘
重
な
金
銅
幡
は
精
緻
、
巧
妙
な
透
し
彫
り
と
形
の
変
化
の
リ
ズ
ム
で
、
軽
や
か

に
舞
う
鳳
凰
の
幻
想
を
抱
か
せ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
造
形
は
、
い
ず
れ
も
素
晴
ら
し
い
力
に
満
ち
た
も
の
で
す
。

華
厳
の
色
彩
は
、
反
対
色
が
響
き
合
う
強
烈
な
、
そ
し
て
絢
爛
た
る
均
衡
を
意
図

し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
地
肌
の
色
彩
も
濃
厚
な
緑
と
か
青
を
選
ん
で
、
そ
の
中
に
ひ

し
め
く
形
に
は
鮮
烈
な
赤
や
朱
を
使
い
ま
し
た
。
極
彩
色
の
濃
密
な
絵
画
で
す
。「
王

朝
」
シ
リ
ー
ズ
の
優
雅
端
麗
な
世
界
と
は
表
現
の
上
で
は
構
成
も
色
彩
も
違
い
ま
す

が
、
底
流
を
な
す
私
の
美
意
識
は
特
別
に
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

八
幡
黎
二
君
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
の
友
人
で
、
日
田
市
明
王
寺
の
住
職
を
し
て
い
ま

し
た
。
あ
る
日
、
私
の
ア
ト
リ
エ
に
現
れ
た
彼
は
制
作
中
の
「
華
厳
」
シ
リ
ー
ズ
を
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凝
視
し
て
い
ま
し
た
が
「
あ
な
た
は
華
厳
の
世
界
を
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
ね
」
と
い

い
ま
し
た
。
こ
の
一
言
は
、
私
の
華
厳
制
作
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
し
た
が
、
私

の
庭
の
巨
石
に
白
装
束
で
読
経
し
な
が
ら
大
日
如
来
と
梵
字
で
彫
り
込
ん
で
い
た
彼

の
姿
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

華
厳
制
作
の
底
流
に
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
織
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
シ
リ
ー

ズ
番
号
は
№
25
ま
で
進
ん
で
い
ま
す
。

「
華
厳（
№
３
）」は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
近
代
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す

（
註
９
）。

辞
典
に
よ
る
と
、「
華
厳
」と
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
、《
仏
に
な
る
修
行
を
華
に
た
と
え
、
そ
の
華
で
仏
の
位
を
飾
る
意
》
仏
語
。

多
く
の
修
行
・
功
徳
（
く
ど
く
）
を
積
ん
で
徳
果
が
円
満
に
そ
な
わ
り
、
仏

に
な
る
こ
と
。

二
、「
華
厳
経
」の
略
。

三
、「
華
厳
宗
」の
略

）
10

（
註

。

「
華
厳
経
」
は
、
要
約
す
れ
ば
、
仏
の
悟
り
の
世
界
と
そ
こ
に
い
た
る
道
を
説
き

示
す
こ
と
を
意
図
し
た
「
大
方
広
仏
華
厳
経
」
と
い
う
名
の
大
乗
仏
教
の
経
典
で
、

次
の
四
種
類
が
現
存
す
る
。

Ａ
．
東
晋
・
ブ
ッ
ダ
バ
ド
ラ
訳
、三
十
四
品
・
六
十
巻
、略
称
「
六
十
華
厳
」（
五
世

紀
初
め
成
立
）

Ｂ
．
唐
・
シ
ク
シ
ャ
ー
ナ
ン
ダ
訳
、三
十
九
品
・
八
十
巻
、略
称「
八
十
華
厳
」（
七
世

紀
末
成
立
）

Ｃ
．
唐
・
プ
ラ
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
訳
、
一
品
・
四
十
巻
、
略
称
「
四
十
華
厳
」（
八
世
紀

末
成
立
）

Ｄ
．
チ
ベ
ッ
ト
・
ジ
ナ
ミ
ト
ラ
ほ
か
訳
、
四
十
五
品
、
略
称
「
蔵
訳
華
厳
」（
九
世

紀
末
成
立

）
11

（
註

）

経
典
の
種
類
に
よ
り
、
取
り
上
げ
る
も
の
や
取
り
扱
い
方
が
異
な
る
が
、
菩
薩
の

修
行
の
段
階
を
説
い
た
「
十
地
品
」
や
善
財
童
子
が
法
を
求
め
て
五
十
三
人
を
歴
訪

す
る
求
道
譚
「
入
法
界
品
」
も
含
ま
れ
て
い
る
。
思
想
的
に
は
、
現
象
世
界
は
互
い

に
働
き
か
け
つ
つ
交
渉
し
合
い
、
無
限
に
縁
起
し
合
う
と
い
う
事
事
無
礙
の
法
界
縁

起
の
思
想
に
基
づ
き
、
菩
薩
行
（
＝
菩
薩
と
し
て
な
す
べ
き
実
践
）
を
説
く
こ
と
を

中
心
と
し
て
い
る

）
12

（
註

。

華
厳
の
蓮
華
蔵
世
界
（
＝
毘び

盧る

遮し
ゃ

那な

仏ぶ
つ

の
願
行
に
よ
っ
て
現
出
し
た
一
種
の
浄

土
）
13

（
註

）の
本
質
は
、
一
言
で
い
う
な
ら
、「
融
通
無
礙
」と
い
う
も
の
に
あ
る
。
礙き

ず

が
な
く
、

互
い
に
融
け
て
通
じ
あ
っ
て
い
る
。『
華
厳
経
』
の
言
葉
で
い
う
な
ら
「
理
事
無
礙
法

界
」や「
事
事
無
礙
法
界
」と
い
う
も
の
だ
。
理
も
事
も
互
い
の
境
界
を
溶
け
合
わ
せ

て
相
互
に
映
り
あ
っ
て
い
る
世
界
、
そ
れ
が
華
厳
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
は
無

礙
な
の
だ
。
鏡
面
の
よ
う
に
光
っ
た
球
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
互
い
に
照
応
し
あ

い
、
互
い
が
互
い
を
映
し
あ
っ
て
い
る
。
華
厳
世
界
と
は
そ
の
こ
と
を
い
う

）
14

（
註

。

前
出
の
宇
治
山
の
言
説
の
中
に
、〝「
華
厳
」
と
題
し
た
の
は
、
特
に
華
厳
教
の
世
界

を
意
識
し
た
の
で
は
な
く
、「
華
麗
に
し
て
森
厳
、
端
正
に
し
て
壮
大
な
る
美
の
世
界
」

を
求
め
る
素
朴
な
願
い
か
ら
だ
〞
と
の
言
葉
が
あ
る
。
宇
治
山
が
言
う
よ
う
に
、
華
厳

経
の
教
え
を
学
び
、
修
行
を
積
み
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、「
華
厳
」と
い
う
言
葉
を
選
ん

だ
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
住
職
で
あ
る
八
幡
黎
二
氏
に
は
、
画
面
に
現
出
さ
れ

た
も
の
は
、
紛
れ
も
な
く
、
華
厳
世
界
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
、
宇
治
山
の《
華
厳
》（
昭
和
五
十
九〔
一
九
八
四
〕年
）（
図
二
十
四
）を
観
な
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が
ら
、
そ
の
こ
と
を
考
察
し
て
み
た
い
。
宇
治
山
が
言
う
よ
う
に
、「
王
朝
」
シ
リ
ー

ズ
と
は
対
照
的
に
、
画
面
一
杯
に
、
所
狭
し
と
、
丸
や
四
角
、
三
角
、
楕
円
な
ど
の
形

が
配
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
も
の
一
つ
ひ
と
つ
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
背
景
ま
で
も
が
極
彩
色

で
彩
ら
れ
て
い
る
。
背
景
は
鮮
や
か
な
緑
色
で
あ
り
、
散
り
ば
め
ら
れ
た
様
々
な
形
に

は
、
補
色
に
あ
た
る
赤
や
対
比
色
に
あ
た
る
オ
レ
ン
ジ
が
多
用
さ
れ
、
さ
ら
に
は
、
そ

の
赤
や
オ
レ
ン
ジ
の
対
比
色
に
あ
た
る
青
や
紫
、
そ
の
他
に
も
黄
色
や
暗
い
茶
緑
な
ど
、

優
に
十
種
類
以
上
の
色
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

原
色
や
原
色
に
近
い
彩
度
の
高
い
色
、
さ
ら
に
は
、
相
互
に
補
色
や
対
比
色
に
あ
た

る
色
を
複
数
使
う
と
、
と
も
す
る
と
、
け
ば
け
ば
し
く
、
品
の
な
い
画
面
に
な
る
こ
と

も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
う
る
さ
さ
や
品
の
悪
さ
は
感
じ

な
い
。
逆
に
、
画
面
を
占
め
る
そ
れ
ぞ
れ
の
形
態
や
地
の
色
が
、
あ
る
種
の
熱
や
力
を

持
ち
な
が
ら
、
相
互
に
高
次
の
、
し
か
し
、
心
地
良
い
緊
張
感
を
湛
え
て
い
る
。

日
本
で
は
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
、
主
な
色
料
と
し
て
紺
（
群
青
）、

丹
（
丹
や
朱
）、
緑
（
緑
青
）、
紫
（
臙
脂
）
が
使
用
さ
れ
た
。
補
色
関
係
に
あ
る
、
紺
に

は
丹
を
、
緑
に
は
赤
紫
を
組
み
合
わ
せ
る「
紺
丹
緑
紫
」と
い
う
技
法
も
使
わ
れ
て
い
る
。

寺
院
建
築
に
お
い
て
、
古
く
は
飛
鳥
時
代
よ
り
、「
繧う

ん

繝げ
ん

彩さ
い

色し
き

」
と
い
う
、
寒
色
系
の

紺
色
の
青
に
暖
色
系
の
丹
の
赤
な
ど
、
対
照
的
な
色
同
士
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
文
様

を
組
み
合
わ
せ
て
構
成
す

る
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。
初
期
は
四
天
王
寺

（
五
九
三
年
）や
法
隆
寺
金

堂
（
七
世
紀
末
）
の
仏
堂

内
の
天
井
に
蓮
華
唐
草
文

や
蓮
華
文
で
装
飾
彩
色
さ

れ
、薬
師
寺
東
塔（
七
三
〇

年
）の
本
屋
の
天
井
や
東
大
寺
の
大
仏
殿（
七
五
八
年
）内
に
も
蓮
華
と
空
想
上
の
花
で

あ
る
宝
相
華
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
は
、
い
ず
れ
も
前
述
の
「
繧
繝
彩
色
」
の

技
法
が
使
わ
れ
て
い
る

）
15

（
註

。
大
分
県
で
も
、
平
安
時
代
末
期
（
十
二
世
紀
）
に
現
在
の
豊

後
高
田
市
の
蕗
の
里
に
建
立
さ
れ
た
富
貴
寺
大
堂
の
内
部
に
、「
繧
繝
彩
色
」
の
技
法

が
使
わ
れ
、
宝
相
華
が
描
か
れ
て
い
る
。（
図
二
十
五
、二
十
六
、二
十
七
、二
十
八
）

こ
れ
ら
の
こ
と
を
知
る
者
に
と
っ
て
は
、
宇
治
山
の
《
華
厳
》
作
品
に
、
華
厳
の
蓮

華
蔵
世
界
が
現
出
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
至
っ
て
自
然
な
こ
と

図二十四 宇治山哲平《華厳》 
 昭和59（1984）年
 油彩・画布
 162.3×131.0
 大分県立美術館

図二十六
内陣長押・鴨居　宝相華文様（復元・部分）
大分県立歴史博物館

図二十五　富貴寺大堂原寸大模型内陣
大分県立歴史博物館

図二十七
四天柱　密教諸尊図（西北柱・復元）
大分県立歴史博物館

図二十八
四天柱最下段　宝相華唐草文様
大分県立歴史博物館
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だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、
宇
治
山
の
《
華
厳
》
は
、
華
厳
経
の

心
得
の
あ
る
者
に
は
蓮
華
蔵
世
界
を
、
そ
う
で
な
い
者
に
も
高
次
の
均
衡
を
保
っ
た
像

と
し
て
映
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

宇
治
山
は
、自
身
の
美
意
識
が
素
直
に
自
然
に
現
れ
、自
身
も
好
き
な
作
品
が
多
か
っ

た
と
い
う「
王
朝
」シ
リ
ー
ズ

）
16

（
註

を
な
ぜ
止
め
、「
華
厳
」シ
リ
ー
ズ
の
制
作
に
移
っ
て
い
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
や
は
り
、
大
超
寺
本
堂
の
襖
絵
と
い
う
仕
事
が
大
き
く
影
響

し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

菩
提
寺
で
あ
り
、
恩
師
か
ら
の
依
頼
で
も
あ
っ
た
た
め
、
宇
治
山
は
快
く
引
き
受
け

た
。
し
か
し
、
一
向
に
構
想
が
固
ま
ら
な
い
。
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
恩
師
の
池
田

氏
は
、
襖
絵
の
完
成
を
見
届
け
る
こ
と
な
く
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。

宇
治
山
が
や
っ
と
筆
を
動
か
し
始
め
る
の
は
、
依
頼
を
受
け
て
か
ら
五
年
を
経
た
後
、

下
絵
に
約
百
日
間
、
本
絵
は
約
五
カ
月
月
間
を
費
や
し
、
一
九
八
二
年
に
や
っ
と
完
成

す
る
。
つ
ま
り
、
依
頼
を
受
け
て
か
ら
五
年
間
は
、
構
想
が
固
ま
ら
ず
、
具
体
的
な
制

作
に
は
着
手
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

大
超
寺
の
襖
絵
の
仕
事
よ
り
も
前
に
、
宇
治
山
は
も
う
ひ
と
つ
日
田
の
別
の
寺
か

ら
依
頼
さ
れ
手
が
け
た
仕
事
が
あ
る
。
照
蓮
寺（
日
田
市
川
原
町
）本
堂
の
欄
間
絵（
図

二
十
九
、三
十
）
で
あ
る
。
こ
の
欄
間
絵
は
、
数
年
前
か
ら
依
頼
は
受
け
て
い
た
と
い

う
が
、
新
本
堂
の
完
成
を
待
っ
た
後
、
約
半
年
間
の
制
作
を
経
て
、
一
九
五
六
年
に
完

成
し
て
い
る
。
こ
れ
と
比
較
し
て
も
、
大
超
寺
の
襖
絵
が
、
宇
治
山
に
と
っ
て
産
み
の

苦
し
み
の
仕
事
だ
っ
た
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
ぜ
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
時
間
が
か
か
っ
た
の
か
？

宇
治
山
自
身
、
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
寺
院
の
本
堂
は
も
っ
と
も
聖
な
る
場
所
で
す
。
理
想
郷
を
色
と

形
で
い
か
に
表
現
し
、
調
和
さ
せ
る
か
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
い
思
索

を
続
け
ま
し
た

）
17

（
註

。

こ
の
仕
事
は
、
自
身
の
美
意
識
を
表
現
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
民
に
と
っ
て

の
理
想
郷
、
つ
ま
り
、「
極
楽
浄
土
」
を
色
と
形
で
現
出
さ
せ
る
、
よ
り
高
次
の
取
り

組
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
試
み
た
こ
と
や
想
像

を
も
し
な
か
っ
た
よ
う
な
高
次
の
視
点
を
手
に
入
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
手
に

入
れ
る
た
め
、
様
々
に
思
考
を
巡
ら
せ
、
長
い
年
月
を
積
み
重
ね
た
。
そ
し
て
つ
い
に
、

新
た
な
高
み
を
目
指
す「
華
厳
」シ
リ
ー
ズ
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

三
│
八
、「
や
ま
と
ご
こ
ろ
」

最
晩
年
に
あ
た
る
昭
和
六
十
（
一
九
八
五
）
年
か
ら
昭
和
六
十
一
（
一
九
八
六
）
年
に

か
け
て
、宇
治
山
は「
や
ま
と
ご
こ
ろ
」と
題
し
た
作
品（
図
三
十
一
）を
制
作
す
る
。「
王

朝
」シ
リ
ー
ズ
よ
り
も
や
や
優
し
く
、
あ
る
種「
王
朝
」シ
リ
ー
ズ
ほ
ど
の
冴
え
を
感
じ

図二十九、三十
　　　　照蓮寺（大分県日田市川原町）本堂の欄間に
　　　　描いた「蓮」（昭和31（1956）年）
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さ
せ
な
い
乳
白
色
の
色
面
に
中
明
度
か
つ
低
彩
度
の
色
彩
に
彩
ら
れ
た
丸
や
四
角
、
三

角
な
ど
の
か
た
ち
が
ア
シ
ン
メ
ト
リ
ー
に
配
さ
れ
る
作
品
群
で
あ
る
。

「
王
朝
」
シ
リ
ー
ズ
の
よ
う
な
凛
然
と
し
た
画
面
の
緊
張
感
は
な
く
、
穏
や
か
で
優

し
い
画
面
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、「
華
厳
」
シ
リ
ー
ズ
の
よ
う
な
高
明
度
の
色
遣
い
で

は
な
い
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
色
や
形
に
備
え
ら
れ
た
熱
や
力
、
画
面
全
体
に
湛
え
ら
れ

る
高
次
の
均
衡
な
ど
は
な
い
。
そ
の
一
方
、
和
特
有
の
「
侘
び
」「
寂
び
」、
こ
の
世
の

あ
ら
ゆ
る
物
事
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
よ
う
な
懐
の
深
さ
や
調
和
の
よ
う
な
も
の
を

感
じ
る
。

「
華
厳
」
シ
リ
ー
ズ
と
い
う
高
次
の
頂
を
得
、
創
作
を
続
け
た
宇
治
山
が
、
こ
こ
に

き
て
、
な
ぜ
こ
の
大
き
な
舵
を
切
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

そ
れ
は
、
自
身
に
残
さ
れ
た
創
作
の
日
々
を
予
感
し
、
最
後
の
新
た
な
地
平
を
今
一

度
切
り
拓
こ
う
と
し
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
。

昭
和
五
十
九
（
一
九
八
四
）
年
、
宇
治
山
は
肺
炎
か
ら
心
臓
を
患
い
療
養
を
続
け
る

こ
と
に
な
る
。

昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）
年
、
五
十
二
歳
で
「
絵
画
」
シ
リ
ー
ズ
、
昭
和
四
十
六

（
一
九
七
一
）
年
、
六
十
一
歳
で
「
王
朝
」
シ
リ
ー
ズ
、
昭
和
五
十
三
（
一
九
七
八
）
年
、

六
十
八
歳
で
「
華
厳
」
シ
リ
ー
ズ
を
発
表
、
宇
治
山
は
常
に
新
た
な
高
み
を
目
指
し
、

独
自
の
創
作
世
界
を
生
み
出
し
て
き
た
。

「
絵
画
」シ
リ
ー
ズ
で
は
、〝
色
〞と〝
形
〞で
自
己
の
思
想
を
表
現
す
る
こ
と
を
試
み
、

「
王
朝
」シ
リ
ー
ズ
で
は
、「
幽
遠
、清
澄
、簡
潔
、優
雅
な
美
の
世
界
」を
志
向
し
、「
華
厳
」

シ
リ
ー
ズ
で
は
、「
華
麗
に
し
て
森
厳
、
端
正
に
し
て
壮
大
な
る
美
の
世
界
」を
描
い
た
。

言
い
換
え
る
と
、
高
次
の
哲
学
世
界
や
、
日
本
や
和
の
文
化
が
持
つ
美
の
精
神
や
そ
の

姿
、
多
く
の
民
に
と
っ
て
の
理
想
郷
と
い
う
高
抽
象
度
の
世
界
を
作
品
画
面
に
現
出
さ

せ
て
き
た
画
業
の
後
半
期
で
あ
っ
た
。

そ
の
宇
治
山
が
新
た

に
ト
ラ
イ
し
よ
う
と
考

え
た
の
は
、
そ
れ
ま
で

の
高
次
の
視
点
、
つ

ま
り
「
鳥
の
目
」
か
ら

一
度
急
降
下
し
、「
虫

の
目
」
を
手
に
入
れ
る

こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。

決
し
て
、
高
次
の
視
点

を
手
放
し
、
俗
に
浸
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。「
鳥
の
目
」
と
「
虫
の
目
」、
そ

の
両
方
を
自
在
に
行
き
来
す
る
。
凛
然
と
し
た
平
安
の
世
に
も
、
慈
悲
に
満
ち
た
仏
の

下
に
も
、
我
々
が
生
き
る
こ
の
世
に
は
、
常
に
民
が
お
り
、
日
々
の
暮
ら
し
が
あ
る
。

そ
の
日
本
、
日
本
人
の
暮
ら
し
や
生
き
ざ
ま
、
つ
ま
り
、
文
化
や
風
土
、
風
習
、
観
念
、

哲
学
な
ど
を
描
こ
う
と
し
た
。

乳
白
色
の
背
景
の
色
面
は
、
郷
里
日
田
盆
地
の
思
い
出
が
描
か
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ア
シ
ン
メ
ト
リ
ー
に
配
さ
れ
た
丸
や
四
角
、
三
角
は
、
ひ
し
め
き
合
っ
た
り
、
い
が
み

合
っ
た
り
す
る
よ
う
に
は
見
え
ず
、
ひ
と
つ
ず
つ
の
個
を
尊
重
し
つ
つ
、
穏
や
か
に
調

和
し
合
っ
て
い
る
。「
や
ま
と
ご
こ
ろ
」と
題
し
た
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
そ
の
よ
う
な
、

日
本
の
姿
、
和
の
心
、
人
々
の
暮
ら
し
や
生
き
方
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
。

ハ
レ
ー
彗
星
が
地
球
に
接
近
す
る
年
、
一
九
一
〇
年
に
生
ま
れ
、
七
十
六
年
後
の
最

接
近
の
年
、
一
九
八
六
年
に
亡
く
な
っ
た
宇
治
山
哲
平
。
物
心
を
つ
い
た
頃
か
ら
絵
を

描
き
、
亡
く
な
る
間
際
ま
で
絵
筆
を
握
り
、
表
現
し
続
け
た
。
そ
の
生
涯
の
画
業
を
通

し
て
、
求
め
、
表
そ
う
と
し
た
も
の
は
、
日
本
の
文
化
や
風
土
、
日
本
人
の
精
神
性
や

生
き
方
、
和
の
心
＝「
や
ま
と
ご
こ
ろ
」だ
っ
た
と
、
そ
う
私
に
は
思
わ
れ
る
の
だ
。

図三十一 宇治山哲平《やまとごころ》
 昭和61（1986）年
 油彩・画布  162.3×131.0
 大分県立美術館
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註
１ 

西
日
本
新
聞 

１
９
８
４
年
７
月
22
日 

朝
刊

 
『
聞
き
書
き
シ
リ
ー
ズ 

沸
々
た
る
静
謐 

宇
治
山
哲
平（
画
家
）〈
45
〉「
絵
画
」シ
リ
ー
ズ
』

註
２ 
西
日
本
新
聞 

１
９
８
４
年
６
月
23
日 

朝
刊

 

『
聞
き
書
き
シ
リ
ー
ズ 

沸
々
た
る
静
謐 

宇
治
山
哲
平（
画
家
）〈
16
〉版
画
か
ら
油
絵
へ
』

註
３ 

西
日
本
新
聞 
１
９
８
４
年
６
月
25
日 

朝
刊

 

『
聞
き
書
き
シ
リ
ー
ズ 

沸
々
た
る
静
謐 

宇
治
山
哲
平（
画
家
）〈
18
〉〝
責
任
支
持
〞』

註
４ 

西
日
本
新
聞 

１
９
８
４
年
６
月
27
日 

朝
刊

 

『
聞
き
書
き
シ
リ
ー
ズ 

沸
々
た
る
静
謐 

宇
治
山
哲
平（
画
家
）〈
20
〉お
猿
の
か
ご
屋
』

註
５ 

西
日
本
新
聞 

１
９
８
４
年
７
月
22
日 
朝
刊

 

『
聞
き
書
き
シ
リ
ー
ズ 

沸
々
た
る
静
謐 
宇
治
山
哲
平（
画
家
）〈
45
〉「
絵
画
」シ
リ
ー
ズ
』

註
６ 

西
日
本
新
聞 

１
９
８
４
年
７
月
23
日 

朝
刊

 

『
聞
き
書
き
シ
リ
ー
ズ 

沸
々
た
る
静
謐 

宇
治
山
哲
平（
画
家
）〈
46
〉「
王
朝
」シ
リ
ー
ズ
』

註
７ 

『
宇
治
山
哲
平
展
│
絵
に
遊
び
、
絵
に
憩
う
』
よ
り
「
宇
治
山
哲
平
・
再
録
お
よ
び
未
発
表
原

稿
│
美
に
つ
い
て
想
う　

雪
舟
遺
庭
（
宇
治
山
哲
平
、
１
９
６
９
年
）」
編
集
：
東
京
都
庭
園

美
術
館
、
出
版
：
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
東
京
都
庭
園
美
術
館
、
２
０
０
６
年

註
８ 

西
日
本
新
聞 

１
９
８
４
年
７
月
26
日 

朝
刊

 

『
聞
き
書
き
シ
リ
ー
ズ 

沸
々
た
る
静
謐 

宇
治
山
哲
平（
画
家
）〈
49
〉寺
の「
ふ
す
ま
絵
」』

註
９ 

西
日
本
新
聞 

１
９
８
４
年
７
月
25
日 

朝
刊

 

『
聞
き
書
き
シ
リ
ー
ズ 

沸
々
た
る
静
謐 

宇
治
山
哲
平（
画
家
）〈
48
〉「
華
厳
」シ
リ
ー
ズ
』

註
10　

デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉 「
華
厳
」

註
11　
『
華
厳
経
入
門
』（
著
：
木
村
清
孝
、
発
行
：
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
、
２
０
１
５
年
）

註
12　

ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典 「
華
厳
経
」

註
13　

デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉 「
蓮
華
蔵
世
界
」

註
14　
『
宇
治
山
哲
平
展
│
絵
に
遊
び
、
絵
に
憩
う
』
よ
り
「
華
厳
な
る
宇
治
山
哲
平
│
世
界
画
ポ
リ

フ
ォ
ニ
ッ
ク
・
カ
ー
ニ
バ
ル
（
松
岡
正
剛 

編
集
工
学
研
究
所
所
長
）」
編
集
：
東
京
都
庭
園
美

術
館
、
出
版
：
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
東
京
都
庭
園
美
術
館
、
２
０
０
６
年

註
15　
『
色
で
巡
る
日
本
と
世
界 

│
く
ら
し
の
色
・
春
夏
秋
冬
│
』
よ
り
「
日
本
の
彩
色
美 

極
彩
色
」

著
：
色
彩
文
化
研
究
会
、
監
修
：
城
一
夫
、
出
版
：
青
幻
舎
、
２
０
１
５
年

註
16　

西
日
本
新
聞 

１
９
８
４
年
７
月
23
日 

朝
刊

 

『
聞
き
書
き
シ
リ
ー
ズ 

沸
々
た
る
静
謐 

宇
治
山
哲
平（
画
家
）〈
46
〉「
王
朝
」シ
リ
ー
ズ
』

註
17　

西
日
本
新
聞 

１
９
８
４
年
７
月
26
日 

朝
刊

 

『
聞
き
書
き
シ
リ
ー
ズ 

沸
々
た
る
静
謐 

宇
治
山
哲
平（
画
家
）〈
49
〉寺
の「
ふ
す
ま
絵
」』
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福
田
平
八
郎
の
色
彩
表
現
│
昭
和
十
年
代
を
中
心
に  

宗
像　

晋
作

一
、
は
じ
め
に

二
、
昭
和
十
年
代
に
み
る
色
彩
研
究
と
色
面
構
成
の
開
花

　
（
ⅰ
）花
菖
蒲

　
（
ⅱ
）竹

　
（
ⅲ
）青
柿

　
（
ⅳ
）鳥
類（
鴨
、
雉
、
ひ
よ
鳥
、
鳩
、
鴛
鴦
）

　
（
ⅴ
）魚
類（
鮎
、
鯉
）

三
、
ま
と
め

一
、
は
じ
め
に

福
田
平
八
郎
の
画
業
を
見
渡
し
た
時
に
、
そ
の
作
品
の
特
徴
と
し
て
強
く
印
象
に
残

る
の
は
、
明
る
い
色
彩
で
あ
る
。
明
快
で
鮮
や
か
な
色
彩
表
現
が
、
単
純
化
さ
れ
た

フ
ォ
ル
ム
と
相
ま
っ
て
、
福
田
芸
術
の
清
新
な
側
面
を
形
作
っ
て
い
る
。
そ
の
特
徴

は
、
一
九
三
二（
昭
和
七
）年
に
発
表
さ
れ
た《
漣
》（
図
１
、
大
阪
中
之
島
美
術
館
）以

後
に
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。《
漣
》
は
福
田
の
画
業
に
お
い
て
重
要
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
作
品
で
あ
っ
た
。
福
田
が
《
漣
》
を
生
み
出
す
に
至
る
画
業
の
背
景
に

は
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
、
三
八
歳
の
時
に
参
加
し
た
美
術
研
究
団
体
・
六
潮
会

で
の
活
動
や
、
作
画
に
対
す
る
心
情
の
変
化
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
経
緯
の
詳
細
に

つ
い
て
は
当
館
研
究
紀
要
第
二
号
掲
載
の
拙（

註
１
）稿

で
論
じ
た
。
こ
こ
で
は
《
漣
》
の
革
新

性
に
つ
い
て
、
今
一
度
簡
潔
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。

《
漣
》
は
、
写
実
を
突
き
詰
め
、
微
細
・
細
密
な
表
現
を
追
求
す
る
こ
と
に
限
界
を

感
じ
て
い
た
福
田
が
打
ち
出
し
た
新
機
軸
だ
っ
た
と
い
え
る
。
微
風
に
湖
面
が
み
せ
る

水
の
動
き
を
表
現
し
た
《
漣
》
は
、
絶
妙
な
粗
密
の
群
青
線
の
み
に
よ
っ
て
、
銀
の
下

地
を
波
立
つ
水
面
に
転
換
し
て
み
せ
て
い
る
。
下
地
を
利
用
し
た
転
換
と
い
う
点
で
は
、

円
山
応
挙
の
《
雪
松
図
屏
風
》（
国
宝
、
三
井
記
念
美
術
館
）
の
素
地
を
白
雪
に
転
換
す

る
画
法
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
応
挙
に
限
ら
ず
東
洋
水
墨
画
で
は
古
く
か
ら

存
在
す
る
画
法
で
あ
る
。《
漣
》
は
下
地
の
転
換
表
現
と
い
う
点
で
、
伝
統
的
画
法
と

の
繋
が
り
を
も
つ
が
、
光
沢
を
も
つ
銀
の
下
地
を
、
水
面
の
光
、
あ
る
い
は
水
面
が
も

つ
鏡
面
性
に
転
換
す
る
と
い
う
発
想
が
斬
新
で
あ
り
、
ま
た
説
明
的
情
景
モ
チ
ー
フ
を

一
切
配
さ
ず
、
単
純
な
色
と
形
の
み
で
誰
も
が
記
憶
に
あ
る
自
然
の
一
瞬
を
表
現
し
た

図１ 《漣》1932（昭和７）年
 第13回帝展
 重要文化財
 大阪中之島美術館

－ 29 －－ 29 －

bijyutsu15
長方形



と
こ
ろ
に
革
新
的
な
要
素
が
あ
っ
た
。
福
田
の
不
断
の
自
然
観
照
が
《
漣
》
と
い
う
モ

ダ
ニ
ズ
ム
に
よ
う
や
く
結
実
し
た
の
で
あ
っ
た
。

《
漣
》
の
制
作
で
固
い
殻
を
破
っ
た
福
田
の
画
業
は
、
日
本
画
の
伝
統
に
囚
わ
れ
ず

に
清
新
な
絵
画
を
次
々
に
生
み
出
し
て
い
く
。
特
に
大
正
期
頃
の
作
品
群
に
み
ら
れ
た

地
味
な
色
調
を
払
拭
す
る
よ
う
に
、
鮮
や
か
な
色
彩
を
多
く
用
い
る
よ
う
に
な
る
。
こ

れ
が
福
田
の
絵
画
作
品
を
、
強
く
印
象
付
け
る
特
徴
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
く
の
で
あ

る
。
本
稿
で
は
、《
漣
》
以
後
の
画
業
、
特
に
昭
和
十
年
代
に
追
求
さ
れ
た
色
彩
表
現

の
展
開
に
つ
い
て
、
福
田
が
繰
り
返
し
描
い
た
花
菖
蒲
、
竹
、
青
柿
、
鳥
類
（
鴨
、
雉
、

ひ
よ
鳥
、
鳩
、
鴛
鴦
）、
魚
類
（
鮎
・
鯉
）
と
い
っ
た
代
表
的
な
モ
チ
ー
フ
を
取
り
上
げ

な
が
ら
、
そ
の
表
現
の
変
遷
や
深
化
、
特
徴
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

二
、
昭
和
十
年
代
に
み
る
色
彩
研
究
と
色
面
構
成
の
開
花

（
ⅰ
）花
菖
蒲

福
田
は
同
じ
画
題
を
何
度
も
繰
り
返
し
描
く
画
家
で
あ
っ
た
。
同
じ
対
象
を
何
度
も

写
生
し
、
研
究
し
た
夥
し
い
量
の
ス
ケ
ッ
チ
類
が
遺
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
写
生

を
も
と
に
同
じ
画
題
に
何
年
に
も
亘
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
福
田
は
写
生
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
…
わ
れ
わ
れ
の
感
性
と
言
う
も
の
は
、
環
境
や
教
養
の
力
で
、
年
を
追
う
て
成
長
し
て
往
く

も
の
で
あ
る
か
ら
、
同
じ
対
象
で
も
絶
え
ず
写
生
す
る
の
が
よ
い
。
花
の
よ
う
な
も
の
は
、
一
年

に
一
度
し
か
咲
か
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
写
生
し
そ
こ
な
う
と
、
来
年
ま
で
自
分
の
感
性
を
確
か
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
私
は
、
好
き
な
花
が
咲
け
ば
、
ど
ん
な
無
理
を
し
て
も
、
写
生
す
る
こ

と
に
し
て
居
る
。
…
私
は
同
じ
花
を
、
毎
年
必
ら
ず
写
生
す
る
よ
う
に
心
掛
け
、
そ
れ
を
主
題

に
し
て
制
作
す
る
時
は
、
そ
の
何
年
間
も
の
写
生
を
、
一
通
り
並
べ
て
吟
味
し
て
見
る
、
そ
し
て
、

一
番
新
し
い
写
生
を
基
礎
に
し
て
制
作
す
る
こ
と
に
し
て
居（
註
２
）る。

…
」

以
上
の
よ
う
な
言
葉
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
福
田
は
、
写
生
を
通
し
て
対
象
を
深

く
研
究
し
、
同
じ
対
象
を
探
求
し
続
け
る
こ
と
を
重
視
す
る
作
画
姿
勢
を
貫
い
た
。

こ
う
し
た
福
田
が
、
繰
り
返
し
描
い
た
同
モ
チ
ー
フ
描
写
を
比
較
し
て
み
る
と
、
こ

の
画
家
の
関
心
の
変
遷
や
、
新
し
い
表
現
へ
の
志
向
の
軌
跡
が
み
え
て
く
る
。
こ
こ
で
、

特
に
福
田
が
繰
り
返
し
描
い
た
モ
チ
ー
フ
と
し
て「
花
菖
蒲
」を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

昭
和
九
年
か
ら
十
年
代
に
か
け
て
描
か
れ
た
以
下
の
４
作
品
を
年
代
順
に
Ａ
〜
Ｄ

と
す
る
。（
Ａ
）一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
の
第
十
五
回
帝
展
に
発
表
さ
れ
た
《
花
菖
蒲
》

（
図
２
、
京
都
国
立
近
代
美
術
館
）、（
Ｂ
）一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
の
平
八
郎
・
桂

華
二
人
展
に
発
表
さ
れ
た
《
花
菖
蒲
》（
図
３
、
大
分
県
立
美
術
館
）、（
Ｃ
）一
九
四
二

（
昭
和
十
七
）
年
の
第
7
回
京
都
市
美
術
展
に
発
表
さ
れ
た
《
花
菖
蒲
》（
図
４
）、（
Ｄ
）

一
九
四
四
（
昭
和
十
九
）
年
の
奉
祝
京
都
市
展
に
発
表
さ
れ
た
《
花
菖
蒲
》（
図
５
、
大

分
県
立
美
術
館
）で
あ
る
。

（
Ａ
）は
花
弁
の
群
青
と
葉
の
緑
青
の
鮮
烈
な
色
彩
が
画
面
に
溢
れ
、
斜
め
に
走
る

水
路
に
青
空
と
雲
が
映
る
。
初
夏
の
風
情
を
酌
み
つ
つ
、
写
実
的
な
花
菖
蒲
を
華
や
か

に
構
成
し
て
い
る
。
こ
の（
Ａ
）に
対
し
て
、（
Ｂ
）以
降
の
三
作
品
の
表
現
に
は
大
き

図２ 《花菖蒲》（A）
 1934（昭和９）年
 第15回帝展
 京都国立近代美術館
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な
変
化
が
あ
る
よ
う
だ
。（
Ｂ
）は
花
脈
の
ス
ト
ラ
イ
プ
を
強
調
し
、（
Ａ
）に
み
ら
れ

る
よ
う
な
自
然
の
立
体
感
を
あ
ら
わ
す
柔
ら
か
い
花
び
ら
の
円
形
フ
ォ
ル
ム
を
抑
制
し

て
、
幾
何
学
的
で
直
線
的
、
鋭
角
的
な
フ
ォ
ル
ム
を
優
先
し
て
構
成
的
な
色
面
を
強
調

す
る
。（
Ｃ
）は
未
見
で
モ
ノ
ク
ロ
図
版
で
の
み
確
認
で
き
た
作
品
の
た
め
参
考
資
料

と
す
る
が
、
造
形
の
特
徴
は（
Ｂ
）を
踏
襲
し
て
い
る
よ
う
だ
。
さ
ら
に（
Ｄ
）で
は
鼓

の
胴
が
花
生
と
な
っ
た
斬
新
な
設
定
が
目
を
ひ
く
が
、
花
菖
蒲
の
花
び
ら
が
硬
質
の
輪

郭
線
で
描
か
れ
て
お
り
、各
花
び
ら
の
色
面
構
成
が
よ
り
強
調
さ
れ
て
い
る
。（
Ｂ
）（
Ｄ
）

の
花
菖
蒲
に
み
る
色
彩
表
現
は
、
花
の
品
種
の
違
い
を
表
し
つ
つ
、
赤
味
の
強
い
紫
や
、

青
み
の
強
い
紫
な
ど
、
異
な
る
色
彩
で
描
き
分
け
る
こ
と
で
、
明
快
で
華
や
か
な
色
彩

の
交
響
を
ね
ら
っ
て
い
る
。

（
Ａ
）が
従
来
の
琳
派
絵
画
か
ら
の
感
化
を
垣
間
見
せ
つ
つ
、
近
代
的
な
写
実
性
を

踏
ま
え
、
初
夏
の
風
情
や
情
緒
へ
の
親
近
を
促
す
の
に
対
し
て
、
他
の
三
作
品
は
、
色

彩
と
造
形
の
再
解
釈
を
通
し
て
、
新
し
い
花
菖
蒲
の
姿
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
時
期
、
画
題
と
し
て
の
花
菖
蒲
に
つ
い
て
、
福
田
が
語
っ
た

言
葉
を
併
せ
て
引
用
し
て
み
よ
う
。（
Ｃ
）の
《
花
菖
蒲
》
へ
の
言
及
が
あ
る
た
め
、
昭

和
十
七
年
頃
の
言
葉
と
考
え
ら
れ
る
。

図３ 《花菖蒲》（B）
 1939（昭和14）年
 平八郎・桂華二人展
 大分県立美術館

図４ 《花菖蒲》（C）
 1942（昭和17）年
 第７回京都市美術展

図５ 《花菖蒲》（D）　1944（昭和19）年
 奉祝京都市展
 大分県立美術館寄託
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「
花
菖
蒲
を
描
こ
う
と
思
っ
て
、
さ
て
ど
う
描
こ
う
か
と
考
え
て
み
る
と
、
そ
こ
に
想
い
浮
か
ん
で
く
る

の
は
、
光
琳
の
花
菖
蒲
だ
。
光
琳
は
、
花
菖
蒲
を
殆
ど
あ
ら
ゆ
る
構
図
で
描
き
盡
し
て
居
る
と
言
っ
て
よ
い
。

横
に
一
列
に
並
べ
た
り
、
縦
に
し
た
り
、
或
い
は
斜
め
に
配
列
し
た
り
、
そ
う
か
と
思
う
と
、
低
く
下
の

方
に
置
い
た
り
し
て
、
構
図
で
は
、
も
う
あ
れ
以
上
の
変
化
は
作
れ
な
い
、
と
言
い
た
い
程
、
研
究
し
盡

さ
れ
て
居
る
。
し
か
し
、
色
の
方
で
は
、
割
に
ま
だ
余
地
が
残
さ
れ
て
居
る
よ
う
で
、
例
え
ば
、
群
青
の

花
と
、
緑
青
の
葉
と
言
う
よ
う
に
、
い
わ
ば
エ
キ
ス
さ
れ
た
も
の
に
な
り
、
そ
の
他
は
未
だ
あ
ま
り
や
ら

れ
て
居
な
い
よ
う
だ
。
そ
こ
で
、
私
は
色
の
変
化
や
交
響
、
ま
た
複
雑
な
色
の
配
列
と
い
う
と
こ
ろ
に
焦

点
を
置
い
て
、
描
い
て
見
よ
う
か
と
思
っ
て
居
る
。
こ
の
間
（
昭
和
十
七
年
）
京
都
の
市
展
に
小
さ
な
試
作

を
や
っ
て
見
た
が
、
あ
れ
は
花
の
色
と
、
葉
の
緑
青
と
の
関
係
を
吟
味
し
よ
う
と
思
っ
た
も
の
だ
。
あ
の

よ
う
な
花
の
色
に
対
し
て
、
葉
の
色
が
果
し
て
ど
ん
な
色
で
あ
る
べ
き
か
、
単
に
緑
青
で
い
い
も
の
か
ど

う
か
、
緑
青
以
上
に
、
何
か
も
っ
と
ぴ
っ
た
り
し
た
も
の
が
無
い
も
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
風
に
。
花
の

色
に
し
て
も
、
光
琳
は
、
日
蔭
の
色
も
群
青
で
塗
り
、
群
青
を
も
っ
て
、
花
菖
蒲
の
代
表
色
と
解
釈
し
た

訳
で
あ
る
が
、
花
菖
蒲
の
色
は
、
日
向
と
日
蔭
と
で
は
勿
論
色
が
変
る
、
同
じ
紫
の
花
で
も
日
向
だ
と
赤

味
を
帯
び
、
そ
れ
が
日
蔭
だ
と
青
味
勝
ち
に
な
る
、
だ
か
ら
私
は
、
日
向
の
色
と
日
蔭
の
色
と
を
交
錯
さ

せ
て
、
組
み
合
わ
せ
て
見
よ
う
か
と
も
思
っ
て
居（
註
３
）る

。」

以
上
の
言
葉
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
福
田
が（
Ｂ
）（
Ｃ
）（
Ｄ
）で
試
み
た
、
群
青
や

緑
青
一
辺
倒
で
は
な
い
花
菖
蒲
の
色
彩
は
、「
日
向
の
色
と
日
陰
の
色
」と
い
う
言
葉
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
写
生
か
ら
本
質
を
掴
み
と
ろ
う
と
す
る
福
田
の
色
彩
追
求
に
お

け
る
試
行
錯
誤
の
一
つ
の
成
果
で
あ
っ
た
こ
と
が
首
肯
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
一
九
五
一

（
昭
和
二
十
六
）
年
の
花
菖
蒲
の
写
生
（
図
６
）
に
見
る
よ
う
に
、
昭
和
二
十
年
代
で
も

微
妙
な
色
の
描
き
分
け
が
研
究
さ
れ
て
お
り
、
福
田
の
色
彩
研
究
の
実
態
は
入
念
で
継

続
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
写
生
を
通
し
た
色
彩
の
研
究
は
、（
Ｂ
）（
Ｃ
）（
Ｄ
）

の
造
形
表
現
の
展
開
で
見
た
よ
う
に
、
昭
和
十
年
代
に
本
格
的
に
着
手
さ
れ
た
色
面
構

成
の
試
み
と
共
に
深
化
し
て
い
っ
た
よ
う
だ
。
や
が
て
色
彩
豊
か
で
デ
ザ
イ
ン
感
覚
に

溢
れ
る
福
田
ら
し
い
絵
画
様
式
の
基
礎
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
花
菖
蒲
以
外
の

他
の
モ
チ
ー
フ
を
順
次
に
見
て
い
き
た
い
。

（
ⅱ
）竹

竹
は
東
洋
絵
画
に
お
い
て
伝
統
的
な
画
題
で
あ
る
。
四
君
子
（
蘭
、
竹
、
菊
、
梅
）
の

一
つ
と
し
て
、
気
品
あ
る
君
子
に
た
と
え
ら
れ
、
特
に
水
墨
画
に
お
い
て
「
墨
竹
図
」
と

し
て
描
き
継
が
れ
て
き
た
。
大
和
絵
の
分
野
に
お
い
て
も
、
緑
青
を
用
い
た
青
竹
の
描

写
は
枚
挙
に
遑
が
な
い
。
ま
た
「
竹
林
七
賢
図
」
や
「
竹
虎
図
」「
竹
鶴
図
」
な
ど
、
定
番

画
題
の
添
景
モ
チ
ー
フ
と
し
て
も
好
ん
で
描
か
れ
て
き
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。

こ
の
「
竹
」
の
モ
チ
ー
フ
を
、
福
田
は
何
度
も
繰
り
返
し
描
い
て
お
り
、
特
に
そ
の
色

彩
の
研
究
に
は
余
念
が
な
か
っ
た
。
当
館
が
所
蔵
す
る
福
田
の
ス
ケ
ッ
チ
帖
や
素
描
類

の
資
料
に
お
い
て
、
竹
が
頻
繁
に
写
生
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
九
三
九
（
昭
和

十
四
）年
か
ら
で
あ
る
。
福
田
は
こ
の
年
の
五
月
に
第
八
回
六
潮
会
展
に
長
条
幅
の《
竹
》

（
図
７
）
を
出
品
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
未
見
で
、
モ
ノ
ク
ロ
図
版
の
み
で
確
認
で
き

図６ 「花菖蒲の写生」
 1951（昭和26）年
 大分県立美術館
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る
が
、
真
横
か
ら
捉
え
ら
れ
た
六
本
の
竹
幹
と
、
一
本
の
筍
が
描
か
れ
た
作
品
で
あ
る
。

六
潮
会
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
美
術
評
論
家
の
横
川
毅
一
郎
は
著
書
『
福
田
平
八（

註
４
）郎』

で
、

こ
の
作
品
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
…
そ
の
画
面
は
、
六
幹
の
孟
宗
竹
が
犇
め
く
よ
う
に
生
え
立
つ
中
に
、
逞
し
く
伸
び
て
行
く

一
本
の
筍
を
描
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
画
面
の
中
に
は
、
竹
の
葉
は
た
っ
た
一
枚
も
描
か

れ
て
居
な
か
っ
た
。
…
竹
や
筍
の
地
上
に
生
え
て
居
る
そ
の
根
本
や
、
高
く
伸
び
た
突
端
も
描
か

れ
ず
、
た
だ
竹
林
の
或
る
中
間
が
、
そ
っ
く
り
画
面
へ
収
め
ら
れ
て
居
た
。
…
こ
れ
は
疑
い
も
な

く
類
例
の
無
い
構
図
で
あ
っ
た
。
或
は
平
八
郎
の
創
意
に
よ
っ
て
、
初
め
て
考
案
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
多
く
の
人
々
は
、
こ
の
極
め
て
稀
有
な
構
図
と
、
大
膽
な
技
法
と
の
前

で
、
こ
の
作
例
を
「
新
奇
」
な
も
の
と
し
て
眺
め
且
つ
驚
い
た
。
…
私
の
率
直
な
見
解
を
以
て
す

れ
ば
、
こ
の
作
品
の
全
体
的
な
風
貌
は
、
在
来
の
固
定
し
た
概
念
的
絵
画
様
式
に
対
し
て
は
、
成

る
程
変
わ
っ
て
居
た
こ
と
を
疑
え
な
か
っ
た
。
然
し
、
自
然
の
真
実
に
対
し
て
は
、
そ
れ
を
極
く

正
直
に
感
銘
し
、
ま
た
注
意
深
い
観
察
に
基
い
た
構
成
で
、
必
ず
し
も
「
奇
」
と
す
べ
き
性
質
の

も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
…
こ
の
画
面
に
組
成
さ
れ
た
色
彩
的
な
交
響
美
は
、
六
幹
の
親

竹
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
樹
齢
に
従
っ
て
呈
露
し
た
自
然
の
色
彩
的
変
相
を
、
極
め
て
敏
感
に
把
握
し
、

そ
れ
を
絵
画
的
に
調
整
し
な
が
ら
、
六
幹
の
竹
が
、
互
に
呼
応
す
る
交
響
的
な
調
和
を
意
図
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
画
面
の
左
の
下
へ
、
た
っ
た
一
本
頭
を
出
し
て
居
る
筍
は
、
生
命
力
の
象
徴
の

よ
う
に
、
鋭
く
、
力
強
く
表
現
さ
れ
て
居
る
が
、
そ
の
形
態
感
に
も
、
ま
た
色
調
に
も
、
共
に
在

来
の
筍
の
形
式
か
ら
遥
か
に
違
っ
た
様
相
を
呈
し
て
居
た
。
平
八
郎
は
、
筍
の
中
身
を
堅
く
包
ん

だ
外
皮
の
紋
様
の
美
し
さ
を
、
見
逃
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
外
皮
の
紋
様
的
な
美
を
追
求
す
る
た
め

に
、
彼
は
こ
の
表
象
を
強
調
し
て
、
様
式
的
な
表
現
手
段
に
出
た
が
、
か
か
る
手
段
も
亦
在
来
の

規
範
の
中
に
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
筍
の
様
式
的
な
表
現
手
段
に
調
和
さ
せ
る
為
め

に
、
彼
は
親
竹
の
節
の
表
現
を
も
様
式
化
す
る
こ
と
に
抜
か
り
な
く
、
注
意
深
い
観
察
を
土
台
に

し
て
、
自
然
味
を
豊
か
に
保
持
し
つ
つ
、
驚
く
べ
き
単
純
化
の
操
作
に
成
功
し
た
。
…
」

図10 《竹》
 1941（昭和16）年
 京都国立近代美術館

図８ 《四季草花下絵古今集和歌巻》（部分）俵屋宗達下絵・本阿弥光悦書
 江戸時代（17世紀） 重要文化財　畠山記念館

図９ 《竹》
 1940（昭和15）年
 紀元2600年奉祝美術展

図７ 《竹》
 1939（昭和14）年
 第８回六潮会展
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横
川
は
こ
の
《
竹
》
の
構
図
を
「
類
例
の
な
い
構
図
」
と
や
や
誇
張
し
て
賞
賛
し
て
い

る
が
、
竹
を
真
横
か
ら
捉
え
、
上
下
を
大
胆
に
ト
リ
ミ
ン
グ
す
る
構
図
は
、
宗
達
を
は

じ
め
と
し
た
琳
派
作
品（
図
８
）に
類
例
が
認
め
ら
れ（

註
５
）る。

し
か
し
福
田
の《
竹
》（
図
７
）

は
、
縦
長
い
画
面
に
、
隙
間
の
な
い
ほ
ど
密
生
す
る
竹
幹
を
描
い
て
お
り
、
そ
こ
に
は

琳
派
作
品
に
み
ら
れ
た
心
地
よ
い
余
白
を
求
め
る
意
識
は
薄
い
。
む
し
ろ
竹
の
節
が
つ

く
る
理
知
的
な
色
面
構
成
の
力
強
さ
に
傾
倒
し
て
い
る
よ
う
だ
。

モ
ノ
ク
ロ
図
版
の
た
め
、
色
彩
が
確
認
で
き
な
い
が
、
横
川
が
「
六
幹
の
竹
が
、
互

に
呼
応
す
る
交
響
的
な
調
和
を
意
図
」
し
て
い
る
と
い
う
色
彩
は
、
ま
た
横
川
が
「
同

じ
様
式
の
も
と
に
発
表
し（

註
６
）た」と

指
摘
す
る
翌
年
の《
竹
》（
図
９
）や
、
翌
々
年
の《
竹
》

（
図
10
、
京
都
国
立
近
代
美
術
館
）な
ど
に
み
ら
れ
る
色
彩
と
同
手
法
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
当
館
が
所
蔵
す
る
福
田
の
素
描
群
に
、
こ
の
第
八
回
六
潮
会
展
の《
竹
》（
図
７
）

の
下
絵
（
口
絵 

図
７
│

１
）
と
考
え
ら
れ
る
素
描
が
あ
り
、
本
画
の
色
彩
と
の
相
違
は

不
明
だ
が
、
緑
の
竹
の
中
に
、
青
、
赤
茶
、
黄
の
カ
ラ
フ
ル
な
竹
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
竹
作
品
に
共
通
し
て
試
み
て
い
る
福
田
の
色
彩
は
、
竹
＝
緑
青
と
い
う
固

定
観
念
を
覆
す
か
の
よ
う
に
、
一
本
一
本
の
竹
幹
の
表
情
が
、
青
系
、
緑
系
、
赤
茶
系
、

黄
色
系
と
い
う
よ
う
に
、
見
出
さ
れ
た
様
々
な
色
彩
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
前
述
し
た

よ
う
に
、
福
田
は
こ
の
頃
、
竹
の
写
生
に
集
中
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
昭
和
十
七
年

に
竹
の
色
彩
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

「
筍
の
写
生
を
今
年
で
三
年
続
け
た
が
、
毎
年
々
々
違
っ
た
も
の
を
発
見
す
る
。
ど
こ
に
焦
点

を
置
く
か
の
狙
い
が
、
そ
の
年
そ
の
年
で
移
っ
て
行
く
。
例
へ
ば
最
初
の
年
は
紋
様
の
変
化
な
ど

に
興
味
を
惹
か
れ
て
、
複
雑
な
形
や
色
に
気
を
と
ら
れ
て
過
し
て
ゐ
た
。
そ
れ
が
二
年
目
と
な
り

三
年
目
と
な
る
と
、
夫
れ
ま
で
に
気
の
つ
か
な
か
っ
た
点
が
新
し
く
興
味
を
惹
く
よ
う
に
な
る
。

昔
か
ら
竹
は
緑
青
で
描
く
も
の
と
き
ま
っ
て
る
が
、
３
年
間
見
続
け
て
来
て
る
け
ど
私
に
は
ま

だ
ど
う
し
て
も
竹
が
緑
青
に
見
え
な
い
。

竹
の
生
命
は
八
年
位
だ
そ
う
だ
。
そ
し
て
四
五
年
目
が
一
番
元
気
の
時
だ
そ
う
だ
。
筍
が
一
本

の
成
竹
と
な
る
と
、
太
さ
は
却
っ
て
細
く
引
き
し
ま
っ
て
く
る
。
水
分
が
少
く
な
っ
て
充
実
し
た

も
の
に
な
る
。
色
も
年
と
共
に
変
っ
て
行
っ
て
、
白
っ
ぽ
く
枯
れ
色
と
な
っ
て
行
く
。
竹
の
色
は

毎
年
変
っ
て
行
っ
て
る
の
だ
。
だ
か
ら
一
つ
の
藪
の
中
に
は
い
ろ
ん
な
太
さ
の
い
ろ
ん
な
色
の
竹

が
あ
る
わ
け
に
な
る
。
…
竹
と
言
ふ
と
緑
青
、
桐
の
花
な
ら
群
青
と
、
そ
こ
に
古
典
化
さ
れ
た

伝
統
が
あ
る
。
そ
う
し
た
伝
統
を
最
初
に
作
っ
た
人
は
、
い
ろ
い
ろ
に
研
究
し
て
あ
あ
で
も
な
い

か
う
で
も
な
い
と
苦
心
し
た
末
、
結
局
一
つ
の
色
や
形
を
突
き
と
め
た
の
だ
と
思
ふ
。
そ
れ
ま
で

の
経
過
が
非
常
に
貴
重
な
経
験
な
の
だ
。
夫
れ
を
唯
伝
統
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
無
反
省
に
踏
襲
し

て
ゐ
た
の
で
は
意
味
が
無
い
。
ど
う
し
て
そ
ん
な
色
や
形
に
昔
の
人
が
辿
り
つ
い
た
か
を
、
今
の

人
間
も
一
応
は
辿
っ
て
行
く
べ
き
だ
と
思
ふ
。
今
の
と
こ
ろ
私
に
は
、
ま
だ
竹
が
緑
青
に
見
え
る

と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
ゐ
な
い
が
、
だ
ん
だ
ん
押
し
て
行
っ
た
末
、
或
は
い
つ
か
は
そ
こ
に
辿
り
つ

け
る
の
か
と
も
思
ふ
。
実
物
に
打
つ
突
か
つ
て
行
っ
て
、
そ
の
儘
の
色
を
出
し
て
た
の
で
は
勿
論

満
足
し
き
れ
な
い
。
そ
こ
で
一
歩
踏
込
ん
で
調
子
を
高
め
て
行
く
。
そ
こ
ま
で
は
大
抵
の
人
が
行

け
る
。
が
、
夫
れ
を
も
う
一
段
高
め
た
調
子
に
し
や
う
と
す
る
と
、
却
々
思
ふ
や
う
に
行
か
な
い
。

そ
れ
で
大
抵
の
人
が
二
段
目
の
と
こ
ろ
で
や
め
て
し
ま
ふ
の
だ
が
、
三
段
目
の
飛
躍
が
も
し
思
ふ

や
う
に
行
く
と
吃
度
評
判
の
い
い
も
の
が
出
来
る
や
う
に
思（
註
７
）ふ

。」

実
際
の
竹
の
色
が
、
竹
の
年
齢
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
、
つ
ま
り
自
然
界
の

藪
の
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
色
を
も
つ
竹
が
あ
り
、
必
ず
し
も
竹
＝
緑
青
で
は
な
い
と
指

摘
す
る
。
福
田
の
言
葉
か
ら
も
、
福
田
が
古
典
や
伝
統
を
た
だ
踏
襲
す
る
の
で
は
な
く
、

自
分
の
眼
で
把
握
し
た
色
彩
を
も
と
に
、
竹
を
再
解
釈
し
て
造
形
化
し
よ
う
と
す
る
姿

勢
が
う
か
が
え
る
。
実
際
に
当
館
が
所
蔵
す
る
福
田
の
写
生
帖
や
素
描
（
図
11
）
に
は
、

夥
し
い
量
の
竹
の
ス
ケ
ッ
チ
が
あ
り
、
後
の
創
作
に
生
か
す
た
め
に
、
入
念
に
観
察
し

た
竹
の
色
彩
が
メ
モ
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
十
四
年
〜
十
七
年
頃
に
か
け
て
の
こ
う
し
た

福
田
の
竹
モ
チ
ー
フ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
福
田
の
新
鮮
な
感
覚
が
と
ら
え
た
新
し
い
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竹
の
絵
と
し
て
実
を
結
ん
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
福
田
の
斬
新
な
竹
表
現
の

端
緒
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
第
八
回
六
潮
会
展
の
《
竹
》（
図
７
）に
つ
い
て
、
福
田

自
身
が
横
川
に
告
白
し
た
言
葉
も
引
用
し
て
お
こ
う
。

「
こ
の
頃
僕
は
何
か
強
い
絵
を
描
き
た
い
と
い
う
心
理
に
傾
い
て
居
た
の
で
、
あ
の
『
竹
』
も
そ

う
言
う
自
分
の
意
欲
が
形
象
に
現
れ
た
。
材
料
に
し
た
孟
宗
竹
の
太
い
や
つ
も
強
く
気
ば
っ
て
居

る
し
、
描
く
方
の
僕
も
強
く
気
ば
っ
て
居
た
の
で
、
い
わ
ば
喧
嘩
腰
の
絵
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
こ
う
言
う
喧
嘩
腰
で
描
く
方
が
、
何
か
仕
事
に
張
り
が
あ
り
、
や
り
甲
斐
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

そ
う
言
う
や
り
方
だ
と
絵
が
多
少
は
堅
く
な
り
、
ま
た
幾
分
粗
々
し
く
も
な
る
が
、
然
し
こ
れ
は
、

こ
れ
か
ら
醇
化
さ
せ
て
行
く
こ
と
に
し
た
い
が
、
兎
に
角
強
い
材
料
を
相
手
に
し
て
、
う
ん
と
気

ば
っ
て
ぶ
っ
つ
か
っ
て
往
く
こ
と
は
、
気
持
ち
も
よ
い
し
、
又
新
し
い
形
式
を
つ
く
り
だ
す
こ
と

に
も
な
る
と
思（
註
８
）う

。
…
」

福
田
の
言
葉
は
、
や
や
抽
象
的
で

感
覚
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
情

緒
的
な
日
本
画
に
は
な
か
っ
た
強
い

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
造
形
を
、
昭
和

十
四
年
の
《
竹
》（
図
７
）
で
果
た
し

た
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
年
以
後
、
福
田
の
竹
の
絵
画
作

品
は
、
竹
を
真
横
か
ら
と
ら
え
た
大

胆
な
琳
派
的
ト
リ
ミ
ン
グ
構
図
を
基

礎
と
し
な
が
ら
も
、
竹
の
節
の
線
や
、

竹
幹
の
色
面
を
よ
り
構
成
的
に
取
り

入
れ
て
、
造
形
的
に
シ
ン
プ
ル
で
力

強
い
画
面
を
つ
く
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
明
る
く
清
新
な
色
彩
の
再
解
釈
を
盛
り

込
ん
で
、
新
し
い
竹
表
現
を
提
示
し
た
。「
何
か
強
い
絵
を
描
き
た
い
」
と
い
う
福
田

の
心
理
は
、
こ
う
し
た
明
快
な
色
彩
と
、
構
築
的
な
色
面
の
構
成
に
現
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

昭
和
十
年
代
の
竹
モ
チ
ー
フ
へ
の
一
連
の
試
み
は
、
従
来
の
四
君
子
と
し
て
の
叙
情

的
な
「
竹
」
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
福
田
の
革
新
的
な
竹
表
現
の
基
本
と
な
っ
て
晩
年

ま
で
展
開
し
、
力
強
い
二
本
の
漆
黒
の
筍
と
背
景
の
竹
の
葉
の
装
飾
的
表
現
を
特
徴
と

す
る
《
筍
》（
昭
和
二
十
二
年
、
山
種
美
術
館
）
な
ど
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
も
広
が
っ

て
い
っ
た
。

（
ⅳ
）青
柿

福
田
は
日
常
的
で
身
近
な
モ
チ
ー
フ
を
数
多
く
描
い
て
い
る
が
、
草
花
や
生
物
の

他
に
、
果
物
や
野
菜
な
ど
の
自
然
の
恵
み
も
頻
繁
に
取
り
上
げ
た
。
一
九
三
八
（
昭
和

十
三
）
年
の
第
二
回
新
文
展
に
出

品
さ
れ
た
《
青
柿
》（
図
12
、
京
都

市
美
術
館
）
も
ご
く
あ
り
ふ
れ
た

日
常
の
中
に
見
出
さ
れ
た
モ
チ
ー

フ
で
あ
る
が
、
そ
の
斬
新
な
色
彩

表
現
が
常
に
注
目
さ
れ
て
き
た
作

品
で
あ
る
。
主
に
戦
後
の
昭
和

二
十
年
代
以
後
、
福
田
は
桃
や
林

檎
、
蜜
柑
な
ど
の
果
物
も
繰
り
返

し
描
く
よ
う
に
な
る
が
、
福
田
が

昭
和
十
年
代
に
、
ま
ず
注
目
し
た

の
は
柿
で
あ
っ
た
。

図12 《青柿》
 1938（昭和13）年
 第２回新文展
 京都市美術館

図11 《写生帖》「竹」
 1941（昭和16）年
 大分県立美術館
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こ
の
《
青
柿
》
が
制
作
さ
れ
た
前
年
に
あ
た
る
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
、
福
田
は

病
気
を
理
由
に
京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
の
教
授
を
辞
任
し
て
い
る
。
一
九
二
四
（
大

正
十
三
）年
に
同
校
の
助
教
授
、
そ
し
て
一
九
三
六（
昭
和
十
一
）年
に
教
授
に
昇
進
し

て
い
た
が
、
学
生
へ
の
指
導
と
と
も
に
自
身
の
作
画
を
行
う
こ
と
は
、
実
際
に
多
忙
で

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
福
田
は
四
十
五
歳
と
な
る
昭
和
十
二
年
に
教
授
の
辞
任
が
認
め
ら

れ
、
自
身
の
絵
画
制
作
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
辞
任
の
年
、

大
分
の
実
家
の
二
階
に
ア
ト
リ
エ
を
設
け
、
家
の
外
に
あ
る
青
柿
の
美
し
さ
に
魅
了
さ

れ
て
ス
ケ
ッ
チ
を
し
た
こ
と
が
、《
青
柿
》が
生
ま
れ
る
発
端
だ
っ
た
。
こ
の
年
の
夏
に
、

福
田
が
六
潮
会
の
メ
ン
バ
ー
横
川
毅
一
郎
を
大
分
の
実
家
に
招
き
、
そ
の
時
に
語
っ
た

と
い
う
青
柿
ス
ケ
ッ
チ
の
経
緯
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

「
…
赤
い
柿
は
去
年
山
代
で
随
分
研
究
し
た
が
青
柿
は
未
だ
描
く
機
会
が
な
か
っ
た
。
こ
の
間

家
の
外
に
あ
る
青
柿
を
ふ
っ
と
眺
め
る
と
、
葉
の
間
に
覗
い
て
居
る
青
柿
が
、
と
て
も
美
し
い
の

に
心
を
惹
か
れ
て
、
い
く
つ
も
ス
ケ
ッ
チ
を
や
っ
て
見
た
。
青
柿
も
張
り
切
っ
て
居
て
美
し
か
っ

た
が
、
青
柿
の
頃
の
葉
は
一
層
美
し
い
と
思
っ
た
。
こ
の
頃
の
葉
は
、
葉
本
来
の
形
の
美
し
さ
だ

け
で
な
く
、
あ
の
艶
の
あ
る
力
の
張
っ
た
葉
が
、
外
光
を
受
け
て
い
ろ
い
ろ
に
変
化
す
る
色
彩
の

美
し
い
相
が
、
特
に
僕
の
心
を
張
り
切
ら
せ（
註
９
）た

。
…
」

こ
う
し
た
福
田
の
言
葉
か
ら
も
、《
青
柿
》が
夏
の
太
陽
の
強
い
光
を
受
け
て
、
様
々

に
変
化
す
る
柿
の
葉
の
色
彩
表
現
に
主
眼
が
置
か
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
福
田
に
師
事
し
た
日
本
画
家
・
正
井
和
行（
一
九
一
〇
〜
一
九
九
九
）が《
青
柿
》

の
造
形
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
…
柿
の
小
枝
が
朱
土
で
、
木
の
葉
が
く
れ
に
緑
青
の
若
い
実
が
自
然
の
ま
ま
に
描
か
れ
て
い

る
の
で
す
が
、
柿
の
葉
が
こ
れ
ま
で
の
日
本
画
で
は
見
た
こ
と
も
な
い
色
彩
の
分
割
が
行
わ
れ
て
、

一
枚
の
葉
が
群
青
、
濃
緑
青
、
水
浅
黄
、
白
緑
に
塗
り
分
け
ら
れ
て
そ
の
上
に
強
い
黄
土
で
葉
脈

が
描
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
日
本
画
で
は
こ
の
よ
う
な
表
現
は
な
く
て
柿
の
葉
な
ど

は
緑
青
を
美
し
く
扱
っ
て
描
い
て
ゆ
く
の
が
常
道
で
し
た
。「
君
、
こ
の
絵
が
わ
か
る
か
」
と
の
お

た
ず
ね
に
全
く
見
た
こ
と
も
な
い
柿
の
葉
の
表
現
が
全
然
理
解
で
き
ず「
わ
か
り
ま
せ
ん
」と
お
返

事
し
ま
し
た
。
夏
の
日
の
強
い
日
光
の
中
で
柿
若
葉
を
観
る
と
、
ま
ず
あ
の
よ
う
な
強
烈
な
色
彩

が
感
じ
ら
れ
、
そ
の
あ
と
で
形
が
見
え
て
く
る
。
そ
の
こ
と
を
描
い
た
と
の
こ
と
で
し

）
10

（
註

た
。
…
」

正
井
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
福
田
は
青
柿
の
葉
の
色
彩
を
表
現
す
る
上
で
、
独
自
の

色
彩
分
割
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
群
青
や
濃
い
緑
青
、
水
色
（
水
浅
黄
）、
薄
い
緑
青

（
白
緑
）
な
ど
を
塗
り
分
け
、
葉
の
表
と
裏
の
色
を
交
錯
さ
せ
な
が
ら
、
葉
が
太
陽
の

強
い
日
差
し
を
浴
び
て
照
光
り
、
そ
の
色
が
拡
散
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
表
現
し
て
い

る
。
ま
た
、
自
然
の
葉
の
葉
脈
に
は
管
が
通
る
た
め
、
そ
の
部
分
の
緑
が
淡
く
見
え
る

が
、
そ
の
葉
脈
を
大
胆
に
黄
色
で
描
い
て
い
る
。
こ
う
し
て
色
面
の
構
成
を
際
立
た
せ

る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
色
彩
の
美
し
い
相
が
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
し
て
で
は
な
く
、
明
快

に
強
く
打
ち
出
さ
れ
た
と
い
え
る
。

福
田
は
、
一
九
四
〇（
昭
和
十
五
）年
の
六
潮
会
十
周
年
記
念
展
に
も
同
主
題
の《
青

柿
》（
図
13
、
モ
ノ
ク
ロ
図
版
で
の
み
確
認
）を
出
品
し
て
お
り
、
昭
和
十
三
年
頃
の「
写

生
帖
」（
図
14
、
大
分
県
立
美
術
館
）
や
素
描
に
は
、
新
文
展
を
控
え
て
の
構
想
ス
ケ
ッ

チ
が
多
く
遺
っ
て
い
る
。
教
授
職
を
辞
任
し
て
制
作
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
環
境
的
な
好
転
も
あ
っ
て
、
昭
和
十
二
年
〜
十
五
年
に
か
け
て
、
青
柿
の
色
彩
表

現
に
つ
い
て
継
続
し
て
研
究
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
だ
。
後
年
、
柿
紅
葉
を
赤
や
水

色
、
緑
な
ど
の
大
胆
な
色
彩
で
表
現
し
た
一
九
四
三
年
（
昭
和
十
八
）
年
の
第
八
回
京

都
市
展
に
出
品
さ
れ
た《
彩
秋
》（
図
15
、
山
種
美
術
館
）な
ど
も
、
一
連
の
青
柿
モ
チ
ー

フ
で
追
求
さ
れ
た
色
彩
表
現
が
応
用
さ
れ
た
成
果
の
一
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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（
ⅲ
）鳥
類（
鴨
、
雉
、
ひ
よ
鳥
、
鳩
、
鴛
鴦
）

東
洋
絵
画
に
お
い
て
「
花
鳥
画
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
存
在
す
る
よ
う
に
、
草
花
と

と
も
に
鳥
類
が
画
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
吉
祥

的
な
意
味
合
い
を
含
ん
で
描
か
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
鶴
や
孔
雀
、
山
鳩
や
鶉う

ず
ら

、
鶏
や

鵲
、
雀
や
尉じ

ょ
う
び
た
き鶲
な
ど
、
大
小
の
さ
ま
ざ
ま
な
鳥
が
描
か
れ
て
き
た
。
福
田
も
当
然
な
が

ら
、
画
業
初
期
か
ら
多
く
の
鳥
類
を
描
き
続
け
て
い
る
。

一
九
三
五（
昭
和
十
）年
に
描
か
れ
た《
鴨
》（
図
16
、
大
分
県
立
美
術
館
）は
、
装
飾

的
な
水
紋
の
ユ
ニ
ー
ク
な
造
形
が
指
摘
さ
れ
る
作
品
で
あ
る
が
、
雌
雄
の
鴨
の
描
写
に
、

や
や
単
純
化
を
伴
う
明
快
な
色
面
構
成
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
も
注
目
す
べ
き
新
し

い
特
徴
で
あ
る
。
左
の
雄
の
頭
部
に
塗
ら
れ
た
緑
青
や
、
胸
元
の
赤
茶
に
み
る
平
明
な

色
彩
、
ま
た
右
の
雌
の
鋭
角
的
で
整
然
と
し
た
羽
根
に
塗
ら
れ
た
明
る
い
黄
土
色
な
ど
、

実
際
に
自
然
界
で
み
る
色
調
よ
り
も
明
る
く
感
じ
る
色
を
用
い
た
色
面
構
成
が
、
鴨
と

い
う
モ
チ
ー
フ
を
清
新
に
形
作
っ
て
い
る
。「
花
菖
蒲
」「
竹
」「
青
柿
」
な
ど
に
も
見
て

き
た
よ
う
に
、
こ
の
《
鴨
》
に
お
け
る
表
現
も
、
構
成
的
な
色
面
を
巧
み
に
取
り
入
れ

た
表
現
と
し
て
、
昭
和
十
年
代
の
福
田
の
作
画
志
向
に
共
通
す
る
表
現
の
一
つ
と
い
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
鳥
類
を
描
い
た
昭
和
十
年
代
の
他
の
作
品
を
見

て
み
よ
う
。

一
九
三
八（
昭
和
十
三
）年
の《
雉
子
》（
図
17
、
大
分
市
美
術
館
）は
、
雉
を
斜
め
背

面
か
ら
と
ら
え
て
、
画
面
に
心
地
よ
い
リ
ズ
ム
を
生
む
シ
ダ
の
葉
の
造
形
と
、
雉
の
羽

図17 《雉子》
 1938（昭和13）年
 大分市美術館

図13 《青柿》
 1940（昭和15）年
 六潮会10周年記念展

図15 《彩秋》
 1943（昭和18）年
 第８回京都市美術展　山種美術館

図14　《写生帖》「青柿」　1938（昭和13）年頃　大分県立美術館
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根
の
カ
ラ
フ
ル
な
配
色
と
を
呼
応
さ
せ
た
作
品
で
あ
る
。
特
に
、
羽
根
に
部
分
的
に
塗

ら
れ
た
明
る
い
桃
色
が
目
を
ひ
く
。
自
然
の
雉
に
み
ら
れ
る
茶
系
の
羽
根
色
の
部
分
を
、

あ
え
て
明
る
い
桃
色
と
解
釈
し
て
大
胆
に
表
現
し
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
の
鮮
や
か
な
色

彩
へ
の
転
換
が
、
羽
根
の
色
面
構
成
を
引
き
立
て
て
い
る
。

一
九
三
九（
昭
和
十
四
）年
の《
ひ
よ
鳥
》（
図
18
、
大
分
県
立
美
術
館
）は
、
冬
空
を

飛
翔
す
る
ひ
よ
鳥
が
、
大
き
く
羽
根
を
広
げ
た
一
瞬
を
と
ら
え
た
作
品
で
あ
る
。
空
に

舞
う
白
い
淡
雪
や
、
ひ
よ
鳥
の
青
い
羽
根
が
、
薄
墨
が
施
さ
れ
た
暗
い
冬
空
と
絶
妙
な

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
生
ん
で
い
る
。
実
際
の
ひ
よ
鳥
は
全
体
的
に
グ
レ
ー
色
の
体
毛
を
し

て
い
る
が
、
頭
部
の
羽
毛
を
中
心
に
や
や
青
み
を
感
じ
る
場
合
も
あ
り
、
福
田
は
こ
の

微
か
に
感
じ
る
青
を
増
幅
し
て
描
い
て
い
る
よ
う
だ
。
グ
レ
ー
色
と
黄
土
色
の
羽
根
の

中
に
、
明
る
い
青
色
が
効
果
的
に
取
り
込
ま
れ
、
福
田
が
独
自
に
と
ら
え
た
ひ
よ
鳥
の

〝
青
さ
〞
が
、
整
然
と
し
た
羽
根
の
色
面
構
成
に
お
い
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
福

田
は
同
年
の
第
八
回
六
潮
会
展
に
《
ひ
よ
ど
り
》
と
い
う
同
主
題
の
作
品
を
発
表
し
て

お
り
、
長
条
幅
に
三
羽
の
ひ
よ
鳥
が
飛
翔
す
る
姿
を
よ
り
明
る
い
青
系
、
黄
色
系
の
色

彩
で
表
現
し
て
い
る
。

一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
の
《
鳩
》

（
図
19
、
宇
佐
神
宮
）
は
、
二
羽
の
鳩

が
飛
翔
す
る
姿
を
と
ら
え
た
作
品
で
あ

る
。
頭
部
の
緑
青
の
緑
色
や
、
胴
の
一

部
が
白
い
と
こ
ろ
か
ら
も
、
日
本
で
よ

く
目
に
す
る
ド
バ
ト
を
モ
デ
ル
に
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
の
ド
バ
ト

の
グ
レ
ー
色
に
近
い
羽
毛
を
、
ラ
ベ
ン

ダ
ー
色
の
よ
う
な
、
よ
り
明
る
い
色
彩

で
表
現
し
て
い
る
。
羽
根
の
一
部
濃
色

図19 《鳩》
 1940（昭和15）年　宇佐神宮

図18 《ひよ鳥》
 1939（昭和14）年　大分県立美術館

図16 《鴨》
 1935（昭和10）年　大分県立美術館
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の
部
分
は
、
暗
い
群
青
で
明
快
な
対
比
を
み
せ
る
。
こ
の
《
鳩
》
に
お
い
て
も
、
秩
序

正
し
い
羽
根
の
配
列
が
、
明
快
な
色
面
構
成
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
福
田
が
と
く
に
繰
り
返
し
描
い
た
鳥
と
し
て
鴛お

し

鴦ど
り

が
あ
げ
ら
れ
る
。

一
九
三
五（
昭
和
十
）年
頃
の《
鴛
鴦
》（
図
20
）や
、
第
七
回
六
潮
会
展
に
出
品
さ
れ
た

一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
の
《
鴛
鴦
》（
図
21
）、ま
た
第
二
回
尚
絅
会
展
に
出
品
さ
れ
た

一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年
の
《
鴛
鴦
》（
図
22
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、こ
の
三
点
は
モ
ノ

ク
ロ
図
版
で
の
み
確
認
で
き
る
作
品
で
あ

る
。
こ
の
他
に
、昭
和
十
年
頃
の
藤
岡
光
影

堂
展
に
出
品
さ
れ
た
縦
長
の《
鴛
鴦
》
も
知

ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
水
面
を
泳
ぐ
鴛

鴦
を
描
い
た
も
の
で
、
揺
ら
ぐ
水
面
が
大

胆
な
抽
象
的
フ
ォ
ル
ム
で
表
現
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
水
面
の
表
現
は
、《
漣
》以
来
、

福
田
が
取
り
組
ん
で
い
る
が
、同
時
期
に

鮎
を
主
題
と
す
る
作
品
で
も
試
み
て
い
る
。

鴛
鴦
の
描
写
は
、
年
代
を
追
う
ご
と
に
単
純
化
し
て
い
く
傾
向
が
あ
る
よ
う
だ
。
例

え
ば
、
雄
の
頬
か
ら
首
に
か
け
て
は
立
派
な
髭
の
よ
う
な
羽
毛
が
あ
る
が
、
一
九
四
三

（
昭
和
十
八
）
年
の
《
鴛
鴦
》（
図
22
）
で
は
、
こ
の
髭
の
よ
う
な
羽
毛
の
線
描
写
が
省
略

さ
れ
、面
の
み
で
表
し
て
い
る
。
ま
た
一
九
三
五（
昭
和
十
）年
の
最
初
期
の《
鴛
鴦
》（
図

20
）
で
は
、
腹
部
の
微
細
な
毛
並
の
線
描
が
図
版
で
確
認
で
き
る
が
、
以
後
の
《
鴛
鴦
》

で
は
面
の
表
現
に
単
純
化
さ
れ
て
い
る
。
色
彩
は
確
認
で
き
な
い
た
め
補
足
資
料
と
し

て
は
、
第
七
回
六
潮
会
展
の
下
絵（
図
23
）や
、
一
九
四
二（
昭
和
十
七
）年
の
福
田
の「
写

生
帖
」（
図
24
、
大
分
県
立
美
術
館
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
特
に
写
生
帖
に
は
明
る
い
色
面

で
大
胆
に
単
純
化
し
て
描
い
た
鴛
鴦
の
図
が
あ
り
、
頰
の
羽
毛
の
赤
茶
、
首
か
ら
胸
部

の
紫
、
腹
部
の
黄
色
な
ど
、
平
明
で
鮮
や
か
な
色
面
が
特
徴
的
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
翌

年
の
第
二
回
尚
絅
会
展
の
《
鴛
鴦
》（
図
22
）
は
、
こ
う
し
た
同
じ
傾
向
の
色
面
描
写
に

よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
鴛
鴦
の
表
現
は
、
戦
後
、
と

く
に
一
九
六
五（
昭
和
四
十
）年
の《
鴛
鴦
》（
図
25
、
愛
媛
県
美
術
館
）や
、
一
九
六
七

（
昭
和
四
十
二
）
年
の
《
春
の
水
》（
図
26
、
大
分
県
立
美
術
館
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

よ
り
単
純
化
し
た
明
快
な
色
面
に
よ
る
作
品
へ
と
展
開
し
て
い
く
が
、
こ
う
し
た
単
純

図24 《写生帖》「鴛鴦」
 1942（昭和17）年
 大分県立美術館

図23 「鴛鴦下絵」
 1938（昭和13）年頃
 大分県立美術館

図22 《鴛鴦》
 1943（昭和18）年
 第２回尚絅会展

図21 《鴛鴦》
 1938（昭和13）年
 第７回六潮会展

図20 《鴛鴦》
 1935（昭和10）年頃
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化
を
伴
う
色
面
構
成
へ
の
試
み
が
、
昭
和
十
年
代
の
鴛
鴦
表
現
の
変
遷
や
、
写
生
帖
に

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
自
然
の
鳥
類
の
整
然
と
秩
序
立
っ
た
羽
根
の
構
成
や
色
彩

は
、
絵
画
表
現
に
お
い
て
明
快
な
色
面
構
成
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
福
田
に

と
っ
て
は
好
画
題
だ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
昭
和
十
年
代
の
鳥
類
を

描
い
た
作
例
に
は
、
そ
の
試
行
の
跡
が
確
認
で
き
る
。

（
ⅴ
）魚
類（
鮎
、
鯉
）

福
田
が
鮎
を
絵
の
題
材
と
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
釣
り
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
釣

り
を
は
じ
め
た
の
は
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
頃
で
、
京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
の
恩

師
・
中
井
宗
太
郎
に
誘
わ
れ
、
琵
琶
湖
に
行
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
三
四（
昭

和
九
）年
の
第
三
回
六
潮
会
展
に
出
品
さ
れ
た《
鮎
習
作
三
題　

淵　

瀬　

瀞
》（
図
27
）

が
鮎
を
取
り
上
げ
た
最
初
期
の
作
例
で
あ
る
が
、
以
後
、
鮎
は
頻
繁
に
描
か
れ
る
よ
う

に
な
る
。

《
鮎
習
作
三
題
》の
内
、《
淵
》《
瀬
》は
未
見
で
モ
ノ
ク
ロ
図
版
で
の
み
確
認
で
き
る
が
、

《
瀞
》
は
敦
井
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。《
瀞
》
は
穏
や
か
な
流
れ
の
岩
陰
に
鮎
の

一
群
を
写
実
的
に
描
き
、
緩
や
か
な
水
波
が
、
水
彩
の
よ
う
な
淡
い
水
色
と
黄
土
で
塗

ら
れ
て
お
り
、
習
作
と
題
さ
れ
た
と
お
り
、
試
作
的
な
印
象
の
強
い
作
品
で
あ
る
。

こ
の
翌
年
の
一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
の
第
一
回
京
都
市
展
に
出
品
さ
れ
た
《
鮎
》

（
図
28
、
大
分
県
立
美
術
館
寄
託
）
は
、《
瀞
》
で
試
み
た
水
波
が
よ
り
単
純
化
さ
れ
、

そ
の
大
胆
な
線
表
現
と
、
鮎
の
流
動
感
が
あ
わ
せ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
色
彩
に
言
及

す
る
と
、《
瀞
》
は
、
鮎
の
腹
か
ら
背
に
か
け
て
の
体
色
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
見
る

よ
う
に
、
写
実
的
な
色
彩
描
写
が
見
て
取
れ
る
が
、
岩
や
水
波
は
水
彩
の
よ
う
な
薄
塗

り
の
表
現
で
あ
る
。《
鮎
》（
図
28
）で
は
魚
体
の
背
の
黒
と
、
腹
部
の
白
さ
が
対
照
的
で
、

そ
の
白
さ
が
水
中
で
際
立
っ
て
見
え
る
よ
う
な
迫
真
的
な
表
現
が
み
ら
れ
る
が
、
水
波

の
暗
い
黄
土
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
背
景
に
明
る
い
色
彩
を
用
い
ず
、
両
作
品
と
も

全
体
と
し
て
色
彩
の
印
象
は
薄
い
。

こ
う
し
た
色
調
の
傾
向
が
一
変
し
た
の
が
、
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
の
紀
元

二
六
〇
〇
年
奉
祝
日
本
画
大
展
に
出
品
さ
れ
た
《
鮎
》（
図
29
、
山
種
美
術
館
）
に
お
い

て
で
あ
る
。
鮎
の
背
は
薄
い
グ
レ
ー
で
腹
部
は
白
、
ヒ
レ
は
明
る
い
黄
色
で
、
尾
ひ
れ

に
も
同
様
の
黄
色
が
施
さ
れ
、
背
景
の
円
形
の
岩
に
は
明
る
い
赤
茶
が
施
さ
れ
て
い
る
。

前
二
作
ま
で
の
暗
い
色
調
が
払
拭
さ
れ
、
明
快
な
色
面
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
鮎
の
魚

図26 《春の水》
 1967（昭和42）年
 大分県立美術館

図25 《鴛鴦》
 1965（昭和40）年
 愛媛県美術館
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体
も
そ
れ
ま
で
は
頭
部
と
尾
部
が
細
く
、
水
中
で
体
を
曲
げ
る
様
子
が
写
実
的
に
描
か

れ
て
い
た
が
、
そ
う
し
た
鮎
の
形
態
が
単
純
化
さ
れ
、
明
る
い
色
面
で
表
現
す
る
傾
向

が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
変
化
を
生
ん
だ
五
年
の
間
、
同
時
期
に
描
か
れ
た
花
菖
蒲
、
竹
、
青
柿
、
鳥
類

な
ど
の
モ
チ
ー
フ
表
現
で
も
見
て
き
た
よ
う
に
、
福
田
は
同
様
の
明
快
な
色
面
構
成
を

自
身
の
絵
画
制
作
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
つ
ま
り
昭
和
九
年
か
ら
十
年
代
の

鮎
表
現
の
変
遷
も
、
同
じ
文
脈
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
傾
向
は
後
年
、川
底
の
円
形
の
石
を
単
純
化
し
て
鮎
を
配
し
た
一
九
五
二（
昭

和
二
十
七
）年
の《
鮎
》（
図
30
、
大
分
県
立
美
術
館
）や
、
五
匹
の
鮎
を
明
快
な
色
面
で

単
純
化
し
て
描
い
た
一
九
六
五（
昭
和
四
十
）年
の《
游
鮎
》（
図
31
、
大
分
県
立
美
術
館
）

な
ど
の
表
現
へ
展
開
し
て
い
く
。

さ
て
、同
じ
魚
類
の
中
で
も
、「
鯉
」
は
日
本
画
の
画
題
と
し
て
は
長
く
親
し
ま
れ
て

き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
水
墨
画
な
ど
で
は
「
登
竜
門
」
の
故
事
で
知
ら
れ
る
鯉

の
瀧
登
り
の
画
題
が
よ
く
描
か
れ
、
ま
た
円
山
・
四
条
派
の
絵
師
た
ち
が
写
実
的
な
鯉

図28 《鮎》
 1935（昭和10）年
 第１回京都市美術展
 大分県立美術館寄託

図29 《鮎》
 1940（昭和15）年
 紀元2600年奉祝日本画大展
 山種美術館

図27 《鮎習作 淵　瀬　瀞》　1934（昭和９）年
 第３回六潮会展
 《瀞》は敦井美術館

淵

瀞 瀬
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図
を
多
数
描
い
て
き
た
。
福
田
は
画
業
初
期
か
ら
こ
の
鯉
の

画
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

福
田
の
出
世
作
と
し
て
知
ら
れ
る
一
九
二
一
（
大
正
十
）

年
の
第
三
回
帝
展
特
選
の
《
鯉
》（
図
32
、
宮
内
庁
三
の
丸
尚

蔵
館
）
で
は
、
水
深
の
差
に
お
い
て
変
化
す
る
鯉
の
微
妙
な

色
合
い
を
表
現
し
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
の
第
十
一
回

帝
展
出
品
の《
緋
鯉
》（
図
33
、
京
都
国
立
近
代
美
術
館
）で
は
、

微
細
に
描
か
れ
た
雨
脚
、
雨
粒
の
落
ち
る
水
中
に
鮮
や
か
な

緋
鯉
が
表
現
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
昭
和
七
年
の
《
漣
》
以
前

に
描
か
れ
た
写
実
描
写
に
重
き
を
置
い
た
作
例
と
い
え
る
。

鯉
を
題
材
と
し
た
作
品
に
お
い
て
、
写
実
を
追
求
す
る

作
風
か
ら
の
変
化
を
確
認
で
き
る
の
は
、
一
九
三
六
（
昭
和

十
一
）
年
の
第
五
回
六
潮
会
展
に
出
品
さ
れ
た
《
花
菖
蒲
游

鯉
》（
図
34
）
あ
た
り
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
帝
展
出
品

図32 《鯉》
 1921（大正10）年
 第３回帝展特選
 宮内庁三の丸尚蔵館

図33 《緋鯉》
 1930（昭和５）年
 第11回帝展
 京都国立近代美術館

図30 《鮎》
 1952（昭和27）年
 大分県立美術館

図31 《游鮎》
 1965（昭和40）年
 大分県立美術館

図34 《花菖蒲游鯉》
 1936（昭和11）年
 第５回六潮会展
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作
で
は
一
枚
一
枚
の
鱗
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
ま
で
描
か
れ
て
い
た
が
、《
花
菖
蒲
游
鯉
》（
図

34
）
で
は
、
鯉
の
白
い
腹
部
あ
た
り
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
は
つ
け
て
い
る
が
、
他
は
整

然
と
し
た
黒
い
鱗
を
平
明
な
色
面
で
表
現
し
て
い
る
。
情
景
描
写
は
、
水
面
に
映
っ
た

花
菖
蒲
を
描
く
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
る
が
、
朧
げ
に
映
る
花
菖
蒲
を
写
実
的
に
表

現
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
画
面
の
装
飾
性
に
重
き
を
お
い
て
表
現
し
て
い
る
。

ま
た
、一
九
四
〇（
昭
和
十
五
）年
の
第
六
回
春
虹
会
展
に
出
品
さ
れ
た《
鯉（
春
水
）》

（
図
35
、
蘭
島
閣
美
術
館
）
で
は
、
鱗
は
墨
の
輪
郭
線
で
描
か
れ
て
お
り
、
金
茶
系
の

色
彩
の
鱗
は
、
腹
部
に
か
け
て
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
け
る
の
み
で
平
明
な
表
現
で
あ

る
。
ま
た
光
を
反
射
し
て
揺
れ
る
水
面
が
金
茶
系
の
色
面
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
右
端
の
鯉
が
大
胆
に
ト
リ
ミ

ン
グ
さ
れ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
構
図

な
ど
も
含
め
て
、
全
体
と
し
て

単
純
化
さ
れ
、
軽
妙
な
画
趣
が

意
図
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
昭
和
十
年

代
の
二
作
に
は
、
明
ら
か
に
そ

れ
ま
で
の
写
実
的
な
鯉
の
表
現

と
は
異
な
る
傾
向
が
う
か
が
え

る
。
水
中
で
泳
ぐ
鯉
の
生
動
感

を
あ
え
て
抑
制
す
る
か
の
よ
う

な
平
明
な
造
形
を
志
向
し
、
明

快
な
色
面
構
成
や
大
胆
な
ト
リ

ミ
ン
グ
、
装
飾
効
果
な
ど
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

三
、
ま
と
め

以
上
、
本
稿
で
は
、
福
田
平
八
郎
の
《
漣
》（
昭
和
七
年
）
以
後
の
画
業
の
展
開
に
お

い
て
、特
に
昭
和
十
年
代
に
追
求
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
色
彩
表
現
に
つ
い
て
、モ
チ
ー

フ
ご
と
に
分
類
し
て
、表
現
の
変
遷
や
深
化
、そ
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。

福
田
が
繰
り
返
し
描
い
た
花
菖
蒲
、
竹
、
青
柿
、
鳥
類（
鴨
、
雉
、
ひ
よ
鳥
、
鳩
、
鴛
鴦
）、

魚
類
（
鮎
・
鯉
）
な
ど
の
代
表
的
な
モ
チ
ー
フ
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
福
田

の
色
彩
表
現
に
お
け
る
造
形
が
、
ど
の
よ
う
な
志
向
を
持
ち
な
が
ら
変
化
し
て
い
っ
た

の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、段
階
的
に
、ま
た
多
角
的
に
論
じ
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。

福
田
が
鮮
や
か
な
色
彩
を
多
用
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、《
漣
》
以
後
の
、
第
十
五

回
帝
展
出
品
の
一
九
三
四（
昭
和
九
）年《
花
菖
蒲
》（
図
２
、
京
都
国
立
近
代
美
術
館
）や
、

本
論
で
は
詳
し
く
言
及
で
き
な
か
っ
た
が
、
翌
年
の
第
四
回
六
潮
会
展
に
出
品
さ
れ
た

《
初
冬
》（
図
36
）、
五
葉
会
展
に
出
品
さ
れ
た《
清
晨
》（
図
37
、
京
都
国
立
近
代
美
術
館
）

あ
た
り
か
ら
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
作
品
で
も
、
群
青
や
緑
青
、
赤
茶
系
の
顔
料
が
一
際

鮮
や
か
に
用
い
ら
れ
、
色
彩
の
明
る
さ
が
画
面
を
強
く
印
象
付
け
て
い
る
。
こ
の
頃
か

ら
、
福
田
は
色
彩
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
打
ち
出
す
た
め
の
研
究
に
、
本
格
的
に
取
り
組

み
始
め
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
様
子
が
作
品
か
ら
う
か
が
え
る
。

こ
う
し
た
鮮
や
か
な
色
彩
の
先
駆
け
的
作
例
か
ら
、
昭
和
十
年
代
に
入
る
と
、
さ
ら

に
色
彩
表
現
は
深
化
し
、
徹
底
し
た
写
生
を
通
し
て
捉
え
た
斬
新
な
色
彩
解
釈
や
、
そ

の
色
彩
を
構
成
に
生
か
す
た
め
、
よ
り
単
純
化
さ
れ
た
明
快
な
色
面
構
成
を
意
識
的
に

図36 《初冬》
 1935（昭和10）年
 第４回六潮会展

図35 《鯉（春水）》
 1940（昭和15）年
 第６回春虹会展
 蘭島閣美術館
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取
り
入
れ
た
作
画
を
試
み
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
福
田
の
作
画
志
向
を
理

解
す
る
上
で
、
次
の
よ
う
な
福
田
の
言
葉
も
参
考
と
な
ろ
う
。

「
…
写
生
の
対
象
か
ら
、
先
ず
何
を
一
番
強
く
感
ず
る
か
と
言
う
と
、
形
や
線
よ
り
も
先
き
に

色
彩
を
強
く
感
じ
る
。
花
や
鳥
の
色
彩
と
形
と
は
、
も
と
も
と
分
つ
こ
と
が
で
き
な
い
関
係
に
あ

る
わ
け
だ
が
、は
っ
と
注
意
し
た
時
、先
ず
色
の
方
に
強
く
刺
激
さ
れ
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
と
思
う
。

ま
た
、
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
に
、
近
代
的
な
教
育
を
受
け
、
殊
に
西
欧
の
近
代
美
術
に
親
ん
で
、
そ

こ
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
影
響
さ
れ
て
来
た
者
は
、
む
か
し
の
人
と
違
っ
て
感
覚
の
は
た
ら
き
も
変
っ

て
来
て
居
る
か
ら
、
ど
う
し
て
も
、
対
象
の
色
彩
を
強
く
感
ず
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
私
は
、
一
番
強
く
刺
激
を
受
け
た
対
象
の
色
彩
を
追
求
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
色
彩
を

追
求
し
て
居
る
と
、
自
然
に
対
象
の
形
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
）
11

（
註

る
。
…
」

こ
れ
は
一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
）
年
の
言
葉
で
あ
る
が
、
福
田
は
写
生
に
お
い
て
、

対
象
の
形
や
線
よ
り
も
ま
ず
色
彩
を
強
く
感
じ
る
と
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
福
田
の
絵

画
制
作
の
中
核
を
な
す
の
は
色
彩
の
追
求
と
表
現
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
色
彩
へ
の
傾
倒
は
、
西
欧
の
近
代
美
術
に
親
し
ん
だ
影
響
も
あ
る

と
述
べ
て
い
る
が
、
一
九
三
〇（
昭
和
五
）年
に
福
田
が
参
加
し
た
六
潮
会
で
、
マ
テ
ィ

ス
に
師
事
し
た
中
川
紀
元
を
は
じ
め
と
し
た
洋
画
家
た
ち
と
の
交
流
の
中
で
、
印
象
派
、

図37 《清晨》
 1935（昭和10）年
 五葉会展
 京都国立近代美術館

図38 《新雪》
 1948（昭和23）年
 第４回日展
 大分県立美術館

図39 《雨》
 1953（昭和28）年
 第９回日展
 東京国立近代美術館

図40 《水》
 1958（昭和33）年
 第１回新日展
 大分県立美術館
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フ
ォ
ー
ビ
ス
ム
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
な
ど
の
西
洋
絵
画
の
理
論
に
ふ
れ
る
機
会
は
多
々
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
し
、
伝
統
的
な
日
本
画
を
そ
う
し
た
西
洋
理
論
と
比
べ
て
相
対
化
し
よ
う

と
す
る
意
識
が
、
六
潮
会
結
成
以
来
、
福
田
の
中
に
は
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し

た
福
田
が
、
昭
和
十
年
代
の
作
品
に
試
み
た
造
形
表
現
は
、
長
い
伝
統
が
あ
る
が
ゆ
え

に
、
保
守
的
、
因
習
的
な
表
現
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
日
本
画
の
傾
向
に
、
果
敢
に
革

新
を
挑
ん
だ
軌
跡
と
も
い
え
る
。

昭
和
十
年
代
の
福
田
の
絵
画
作
品
に
み
ら
れ
た
造
形
志
向
は
、
戦
後
、
昭
和
二
十
年

代
に
は
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
の
《
新
雪
》（
図
38
、
第
四
回
日
展
、
大
分
県

立
美
術
館
）や
、
一
九
五
三（
昭
和
二
十
八
）年
の《
雨
》（
図
39
、
第
九
回
日
展
、
東
京

国
立
近
代
美
術
館
）
な
ど
の
代
表
作
に
結
実
す
る
。
庭
石
に
降
り
積
も
っ
た
直
後
の
新

雪
を
描
い
た
《
新
雪
》
で
は
、
庭
石
の
フ
ォ
ル
ム
の
み
で
構
成
す
る
単
純
化
さ
れ
た
構

図
に
、
空
気
を
含
ん
だ
軽
い
新
雪
の
降
り
積
も
る
情
景
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
灼

熱
の
屋
根
瓦
に
落
ち
る
雨
粒
跡
が
消
え
て
ゆ
く
様
子
を
描
い
た
《
雨
》
で
は
、
屋
根
瓦

の
縦
横
の
線
が
み
せ
る
幾
何
学
的
な
構
成
に
、
刹
那
的
な
自
然
現
象
が
併
せ
て
表
現
さ

れ
て
い
る
。

《
新
雪
》
も
《
雨
》
も
単
純
化
さ
れ
た
明
快
な
構
図
が
採
用
さ
れ
、
そ
こ
に
福
田
が
徹

底
し
て
お
こ
な
っ
た
写
生
や
観
察
で
把
握
さ
れ
た
、
自
ら
の
感
性
に
響
い
た
自
然
現
象

の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
描
か
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
《
新
雪
》
や
《
雨
》
の
表
現
が
、
昭
和
十

年
代
の
色
彩
研
究
と
直
線
的
に
結
び
付
く
と
は
単
純
に
い
え
な
い
が
、
徹
底
し
た
自
然

凝
視
と
明
快
な
画
面
構
成
と
い
う
福
田
が
色
彩
を
追
求
し
て
い
く
上
で
も
常
に
重
視
し

た
作
画
姿
勢
は
、
両
作
品
を
成
立
さ
せ
る
根
本
的
な
理
念
と
し
て
、
昭
和
二
十
年
代
に

も
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
昭
和
三
十
年
代
、
四
十
年
代
に
は
、
一
九
五
八（
昭
和
三
十
三
）年
の《
水
》

（
図
40
、
第
一
回
新
日
展
、
大
分
県
立
美
術
館
）や
、
一
九
六
三（
昭
和
三
十
八
）年
の《
海

魚
》（
図
41
、
大
分
県
立
美
術
館
）、
一
九
六
四（
昭
和
三
十
九
）年
の《
鸚
哥
》（
図
42
）や
、

図41 《海魚》
 1963（昭和38）年
 大分県立美術館

図42 《鸚哥》
 1964（昭和39）年

図43 《雉》
 1967（昭和42）年
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一
九
六
七（
昭
和
四
十
二
）年
の《
雉
》（
図
43
）な
ど
、
特
に
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
は
、

原
色
の
鮮
や
か
な
色
面
を
大
胆
に
生
か
し
た
作
品
が
多
く
な
り
、
よ
り
自
由
で
の
び
の

び
と
し
た
晩
年
の
作
風
へ
と
展
開
し
て
い
く
。

世
に
「
カ
ラ
リ
ス

）
12

（
註ト

」
と
評
さ
れ
た
福
田
の
絵
画
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
こ
う
し
た

昭
和
三
十
年
代
後
半
以
降
の
原
色
を
多
用
す
る
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
く
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
そ
の
色
彩
豊
か
で
デ
ザ
イ
ン
感
覚
に
あ
ふ
れ
る
福
田
ら
し
い
絵
画
様
式

の
基
礎
が
形
成
さ
れ
た
の
が
、
本
論
で
考
察
し
た
よ
う
に
、《
漣
》
以
後
の
昭
和
十
年

代
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

昭
和
十
年
代
に
お
け
る
、
福
田
の
写
生
を
通
し
た
色
彩
研
究
と
、
そ
の
斬
新
な
色
彩

解
釈
を
、
作
画
に
お
い
て
明
快
な
色
面
構
成
と
し
て
取
り
入
れ
る
試
み
は
、
福
田
の
後

半
生
の
画
業
を
方
向
づ
け
る
、
一
貫
し
た
い
わ
ば
制
作
理
念
と
し
て
晩
年
ま
で
作
用
し

た
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

【
註
】

註
１ 

拙
稿
「
福
田
平
八
郎
の
画
業
に
お
け
る
六
潮
会
の
意
義
」（『
大
分
県
立
美
術
館
研
究
紀
要

第
二
号
』（
公
益
財
団
法
人
大
分
県
芸
術
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
・
大
分
県
立
美
術
館
、

二
〇
一
八
年
）

註
２ 

「
私
の
写
生
帖
Ⅰ〈
筆
録
〉」（『
三
彩
』三
十
四
号
、
一
九
四
九〔
昭
和
二
十
四
〕年
）

註
３ 

「
初
夏
の
写
生
」（『
国
画
』第
二
巻
第
九
号
、
一
九
四
二〔
昭
和
十
七
〕年
）

註
４ 

横
川
毅
一
郎『
福
田
平
八
郎
』「
竹
の
譜
」（
美
術
出
版
社
、
一
九
四
九〔
昭
和
二
十
四
〕年
）

註
５ 

「
日
本
画
に
生
き
る
」（『
毎
日
新
聞
』
一
九
六
八
〔
昭
和
四
十
三
〕
年
二
月
六
日
）
の
取
材
に
お

い
て
「
…
私
は
大
体
リ
ア
ル
を
信
念
と
し
て
貫
く
方
向
を
辿
っ
た
が
、
宗
達
な
ど
の
琳
派
が

好
き
な
も
の
だ
か
ら
、
ど
う
か
す
る
と
装
飾
の
ほ
う
に
走
り
た
が
る
。
…
」
と
語
っ
て
い
る

と
お
り
、
福
田
は
琳
派
に
私
淑
し
、
実
際
に
琳
派
作
品
の
模
写
を
す
る
な
ど
、
琳
派
様
式
を

学
ん
で
お
り
、
竹
の
構
図
に
お
い
て
も
当
然
琳
派
作
品
を
参
考
に
す
る
部
分
が
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
。

註
６ 

註
４
前
掲
書

註
７ 

註
３
前
掲
書

註
８ 

註
４
前
掲
書

註
９ 

註
４
前
掲
書「
青
柿
」

註
10 

正
井
和
行「
福
田
平
八
郎
先
生
の
こ
と
」『
三
彩
』四
三
三
号（
一
九
八
三〔
昭
和
五
十
八
〕年
十
月
）

註
11 

註
２
前
掲
書

註
12 

「
日
本
画
に
生
き
る
」（『
毎
日
新
聞
』一
九
六
八〔
昭
和
四
十
三
〕年
二
月
六
日
）

＊
各
図
版
の
掲
載
に
際
し
て
は
、
各
所
蔵
館
に
ご
協
力
を
賜
っ
た
。
ま
た
左
記
の
図
版
は
既
刊

書
よ
り
転
載
し
た
。

【
図
版
典
拠
】

図
４
、
７
、
13
、
20
、
21
、
22
、
27
、
32
、
34
、
36
、
42
、
43

『
福
田
平
八
郎
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
七
六〔
昭
和
五
十
一
〕年
）
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Ujiyama Teppei : Yamato -gokoro

Hisashi Utsunomiya

Teppei Ujiyama （1910－1986） created his own unique abstract paintings by combining simple shapes 
of circles, triangles and squares with vivid colors, and left a major footprint in modern Japanese art. 
His paintings with brightly colored circles, triangles, squares drawn on a square color surface is like a 
child’s toy box or a kaleidoscope tube. In addition, there are things that have a fun impression and colors 
and shapes that are dynamic and feel like playing sounds. However, what Teppei Ujiyama continued to 
pursue through his paintings was “Yamato -gokoro”, which was also the title of his last painting series, the 
Japanese spirit, the way people lived.
In this essay, I will clarify the “Yamato -gokoro” pursued by Ujiyama, mainly by watching the works of 

his “Painting Series”.
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The Color Expression of Fukuda Heihachiro 
─ Focusing on the works in the decade after 1935

Shinsaku Munakata

Fukuda’s art is characterised by his color expression. The clear and vivid color expression combined 
with the simplified form of motif makes the fresh and novel impression of Fukuda’s art. This feature 
became remarkable after painting “Sazanami（Ripple）” in 1932 . “Sazanami” was an important turning point 
in his career. His participation “Rikuchokai ”, group of painter and theorist, and changes of his painting 
philosophy served as the background of “Sazanami”. This was discussed in my essay published in OPAM 
Research Bulletin No.2 .
“Sazanami” became a breakthrough for Fukuda then, he created new works one after another instead 

of sticking to the tradition of Japanese painting. In particular, he used many vivid colors as if he gave up 
sober colors seen in the works of the late Taisho（1912－26） period. This color scheme was established 
as a strong feature of Fukuda’s paintings. In this paper, I will discuss the development of Fukuda’s color 
expression pursued especially in the decade after 1935, in post－“Sazanami” period, examining typical 
motifs he repeatedly drew such as irises, bamboo, persimmons, birds（duck, pheasant, chick bird, pigeon, 
mandarin duck）, and fi sh（ayu, koi） that Fukuda repeatedly drew.
Fukuda was associated as a “ colorist ” mostly because of his painting full of primary colors in the 

decade after 1955. It is predicted that the foundation of this colorful and constructive style was formed in 
the decade after 1935. His study of color in this period and his attempt to adopt color plane for composition 
are recognized as important approach which set direction to his late work.
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Works, document collection of Joichi Yamamoto

Takayo Ikeda

Joichi Yamamoto （1910－1995） was born in Kobe -city, Hyogo in 1910, moved to Nakatsu -city, Oita 
in 1924. He received instruction of art, woodblock artist, Yoshihei Takeda in high school days. After 
the graduation from high school in 1930, He moved to Tokyo and learned art and sculpture in Nihon 
University art department. His work was accepted for the Kokugakai Exhibition in 1935. After World 
War II, he developed the sculpture of birds as his subject matter. He became an important sculptor of 
Association of Shinseisaku and exhibited works at the major exhibitions such as an International art 
exhibition in Japan, Modern Japan art exhibition. In addition, he showed abilities in monuments and large-
scale relieves in building. He had been widely known as “the sculptor of the bird” in Japan.

As he had been recognized as one of the sculptors who represented Oita, Oita Prefectural Art Center 
introduced his works in permanent collection exhibition since 1977. Major works and various documents 
about Joichi Yamamoto were donated by the bereaved to Oita Prefectural Art Center in total from 2006 
through 2012. Such works and documents were succeeded to the Oita Prefectural Art Museum and 
the museum now houses 42 sculptures, 9 ceramics, 235 rough sketches, 4 relief documents. However, 
Yamamoto’s creative activity for over 60 years is often introduced from his iconic style “bird”, the details 
of the sculptures at the past exhibitions and his creative activities are not well surveyed.

As 2020 marks 110 years since Yamamoto’s birth, this paper aims to introduce Yamamoto’s creative 
activity, which had been insuffi  ciently investigated up to now. I intend to organize the contents by his 
exhibition works and literature materials and hope serves as a basis for the study of Joichi Yamamoto.
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種　類 資　料　名 号　数 発　行　者 発行年月日 掲載図版等

パンフレット 神戸市立王子動物園 神戸市立王
子動物園 1961年

パンフレット TEXT　山本常一『鳥のデッサン』 モリイチ
アートクラブ 1970年

パンフレット TEXT　山本常一『鳥のデッザン』 102号 モリイチ
アートクラブ 1970年

パンフレット TEXT　山本常一『鳥と彫刻』 106号 モリイチ
アートクラブ 1971年

パンフレット モリイチアートクラブ　テキスト 1971年
パンフレット 新制作協会紹介パンフレット 不明

パンフレット 第２回二人展　双山会 丸専デパート
６階 不明

ポスター サントリー　グランバードグラス 1977年

文  献  資  料

（付記）
・本資料の掲載にあたって、世田谷区、長野市、東京国立近代美術館、世田谷美術館、神戸ゆかりの
美術館、神戸市立博物館、姫路市立美術館、呉市立美術館、広島県立美術館、中津市木村記念美術館、
芦別市立図書館、神戸市立王子動物園、日本福音ルーテルむさしの教会、広島市こども図書館より
画像および資料提供、図版掲載等のご協力を賜り、山本春江氏（山本常一妻）からは山本常一資料
をご提供いただき、ご遺族から作品図版掲載等のご高配を賜りました。記して感謝申し上げます。
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種　類 資　料　名 号　数 発　行　者 発行年月日 掲載図版等

新聞記事
（カット）

「北辺の動物たち」〈６〉犬飼哲夫「震
災とカラフトのネズミ」 掲載紙不明 1963年

10月5日 ネズミ

新聞記事
（カット）

「北辺の動物たち」〈７〉犬飼哲夫
「リスで全滅した開拓団」 掲載紙不明 1963年

10月6日 リス

新聞記事
（カット）

「北辺の動物たち」〈８〉犬飼哲夫
「侵略者―二ホンイタチ」 掲載紙不明 1963年

10月7日 ニホンイタチ

新聞記事
（カット）

「北辺の動物たち」〈９〉犬飼哲夫
「流氷とアザラシ」 掲載紙不明 1963年

10月8日 アザラシ

新聞記事
（カット）

「北辺の動物たち」〈10〉犬飼哲夫
「開発に適応するクマ」 掲載紙不明 1963年

10月9日 クマ

新聞記事
（カット） 読書　 読売新聞 1956年

6月24日（夕刊） う（鵜）

新聞記事
（カット） 読書　 朝日新聞 1957年

10月4日 トリ

新聞記事
（カット） 読書　 読売新聞 1957年

9月25日（夕刊） フクロウ

新聞記事
（カット） 読書　 読売新聞 1957年

9月4日（夕刊） フクロウ

新聞記事
（カット） 朝日新聞 1964年

6月11日 鵜

新聞記事
（カット） あすなろう 朝日新聞 1964年

6月15日 フクロウ

新聞記事
（カット）

文化　11月の詩　中村真一郎「古風
で散文的な詩」 掲載紙不明 バン

新聞記事
（カット） 文化 鵜

教科書 新図画工作 ５ 光村図書 1977年

教科書 美術学習指導書・資料編 ２ 開隆堂出版㈱ 1981年
2月1日 ふくろう（彫刻）

教科書 美術教科　指導書　資料集 2 開隆堂 1981年 ふくろう

教科書 新図画工作 ５ 光村図書出
版㈱

1982年
3月1日

ふくろう
（素描・彫刻）

教科書 美術 １ 日本文教出
版㈱

1987年
1月15日 ふくろう（彫刻）

教科書 新図画工作１－６・52年度用新版 光村図書出
版㈱

1987年
4月15日 ふくろう（彫刻）

教科書 美術　 ２・３上 開隆堂出版㈱ 1992年
2月29日

ふくろう
（素描・彫刻）

教科書 新図画工作 ５ 光村図書出
版㈱ 1992年 ふくろう

（素描・彫刻）

教科書 美術　２・３上（文部省検定教科書） 開隆堂 1992年 おんどり（烏骨鶏）
1983年

冊子 Soffi  ce　№４－５ 1983年４月
号・５月号

㈱モリイチ
企画開発室 1983年

山本常一
木彫りの鳥たち
ふるい話・独り言

パンフレット 日立金属㈱体育館 1951年
パンフレット 星藤太翁略伝 1956年
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種　類 資　料　名 号　数 発　行　者 発行年月日 掲載図版等

新聞記事
（取材）

希望訪問　鳥の彫刻家の第一人者
山本常一先生（インタビュー） 東京新聞 1964年

10月15日 アトリエ写真

新聞記事
（取材）

鳥に魅せられて20年　彫塑家の山
本さん 日本海新聞 1965年

1月11日 アトリエ写真

新聞記事
（取材）

鳥に魅せられて20年　鳥の持つ真
実性求める　彫塑家 山本常一さん 東奧日報 1965年

1月12日 アトリエ写真

新聞記事
（取材）

鳥に魅せられて20年　フクロウに
似てる？　彫塑家 山本常一氏 四国新聞 1965年

1月13日 アトリエ写真

新聞記事
（取材）

鳥に魅せられて20年　彫塑家 山本
常一さん 神奈川新聞 1965年

1月20日 アトリエ写真

新聞記事
（取材）

鳥に魅せられて20年　すばやい動
きを表現　彫塑家 山本常一さん 北日本新聞 1965年

1月26日 アトリエ写真

新聞記事
（取材） 文化往来　画家と彫刻家と鳥 日本経済新

聞
1966年
5月14日

新聞記事
（カット） 朝日新聞 1951年

10月24日 トリ

新聞記事
（カット） 朝日新聞 1951年

12月29日 フクロウ

新聞記事
（カット） 朝日新聞 1952年

6月6日 フクロウ

新聞記事
（カット） 読売新聞 1956年

12月1日 年賀状

新聞記事
（カット） 「学芸」 中国新聞 1959年

8月10日 鳩

新聞記事
（カット）

とっておきの話　由起しげ子「トラ
とクマ」 朝日新聞 1959年

8月30日 イヌ

新聞記事
（カット） 中国新聞 1960年

8月7日 鳩

新聞記事
（カット） 文化  大波小波  作家も足軽時代 掲載紙不明 1960年

11月7日 キジ

新聞記事
（カット） 文化  大波小波  一人の学者の限界 掲載紙不明 1960年

11月13日 シギ

新聞記事
（カット） 文化  大波小波  ノーベル賞受賞心得 掲載紙不明 1960年

11月18日 フクロウ

新聞記事
（カット） 文化  大波小波「ジュスチーヌ」賛 掲載紙不明 1960年

11月25日
コジュケイ
（カット）

新聞記事
（カット）

「北辺の動物たち」〈１〉犬飼哲夫「ウ
ミガラスと長官」 掲載紙不明 1963年

9月28日 ウミガラス

新聞記事
（カット）

「北辺の動物たち」〈２〉犬飼哲夫「た
んちょうヅルと近代文化」 掲載紙不明 1963年

9月29日 たんちょうヅル

新聞記事
（カット）

「北辺の動物たち」〈３〉犬飼哲夫「カ
ラフト犬とアイヌ犬」 掲載紙不明 1963年

10月1日
カラフト犬
アイヌ犬

新聞記事
（カット）

「北辺の動物たち」〈４〉犬飼哲夫「シ
カとエゾオオカミ」 掲載紙不明 1963年

10月2日
シカ
エゾオオカミ

新聞記事
（カット）

「北辺の動物たち」〈５〉犬飼哲夫「ト
ド退治」 掲載紙不明 1963年

10月4日 トド

文  献  資  料

－－ 53



種　類 資　料　名 号　数 発　行　者 発行年月日 掲載図版等

新聞記事
（自筆） 私の動物記⑪・フクロウ 朝日新聞 1954年

4月22日

新聞記事
（自筆） 私の動物記⑪・フクロウ 朝日新聞（東

京版）
1954年
4月22日

新聞記事
（自筆） 私のペット④彫刻家・山本常一氏 報知新聞 1957年

2月23日

新聞記事
（自筆） 秋色随想  奥山の鹿狩り  山本常一 東京新聞 1957年

10月19日（夕刊）

新聞記事
（自筆）

続・私の博物誌　妥協許さぬ正直
さ　鳥　山本常一 朝日新聞 1963年

4月3日

カット《日本キジ、
クジャクバト、カ
ンピ―（白カラス）、
ポッピー三代目（フ
クロウ）

新聞記事
（取材） 白いカラスを彫刻 掲載誌不明 1953年

4月5日

新聞記事
（取材） 市へ贈られた平和の鳥の像 中国新聞 1953年

6月18日

新聞記事
（自筆） 私の動物記【鳥】山本常一 毎日新聞 1954年

3月28日（夕刊）

新聞記事
（自筆） カラスの春　山本常一 山形新聞 1969年

3月10日 カラス（素描）

新聞記事
（自筆） 春三題㊦ ─カラスの春─ 大分合同新

聞社
1969年
3月8日 カラス（素描）

新聞記事
（自筆） 春三題 ─カラスの春─ 中国新聞 1969年

3月8日 カラス（素描）

新聞記事
（取材） 山本常一画信・フクロウ 朝日新聞 1955年

4月24日

新聞記事
（取材） 児童公園に平和の鳩 中国小学生

新聞
1955年
7月23日

新聞記事
（取材） 満十歳になるピカ子ちゃん 朝日新聞 1955年

8月5日

新聞記事
（取材） ニワトリの碑をつくる・山本常一 東京新聞 1956年

2月6日

新聞記事
（取材） 『録音室・山本常一』 中国新聞 1960年

8月2日

新聞記事
（取材） 「白いカラス」彫刻家　山本常一氏 日本経済新

聞
1960年
11月27日（夕刊）

新聞記事
（取材） よいこのくに新聞「愛鳥週間特集」 第２巻第３号 ㈱学習出版社 1961年

5月1日

新聞記事
（取材） 今少し美的フンイキを 掲載誌不明 1961年

11月14日

新聞記事
（取材） ペット自慢②  フクロウと山本常一 東京新聞 1963年

1月5日（夕刊） アトリエ写真

新聞記事
（取材）

仕事の中で　飛び立つ衝動がいい　
彫刻家　山本常一氏 中国新聞 1963年

1月19日 本人写真

新聞記事
（取材） マスコット貯金箱は花ざかり 中部日本新聞 1963年

11月26日
東海銀行マスコッ
ト貯金箱（ネコ）
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種　類 資　料　名 号　数 発　行　者 発行年月日 掲載図版等

新聞記事
（展覧会評） 山本常一 “鳥” 彫刻展 朝日新聞 1954年

6月29日

新聞記事
（展覧会評） トリ・とり・鳥　山本常一 東京新聞 1954年

7月1日

新聞記事
（展覧会評） 山本常一「トリ・とり・鳥」 東京新聞 1954年

7月10日

新聞記事
（展覧会評） 新制作彫刻審査風景 朝日新聞 1954年

8月18日

新聞記事
（展覧会評） 楽しい “鳥の彫刻展” 毎日新聞 1954年

6月28日（夕刊）

新聞記事
（展覧会評）

出色の「カラス」　山本常一 “鳥” 彫
刻展 朝日新聞 1954年

6月29日

新聞記事
（展覧会評） 山本常一作品展から 朝日新聞 1954年

6月29日（夕刊）

新聞記事
（展覧会評）

鳥への愛情を表現＝山本常一作品
展から＝ 朝日新聞 1954年

6月29日（夕刊）

新聞記事
（展覧会評） 鳥のデッサン展 朝日新聞 1957年

7月6日

新聞記事
（展覧会評） 画廊から・“鳥” のデッサン展 朝日新聞 1957年

7月6日

新聞記事
（展覧会評） 父と子の鳥デッサン展 東京新聞 1957年

7月7日

新聞記事
（展覧会評） 山本常一・鳥の姿による彫刻 東京新聞 1959年

4月21日（夕刊）

新聞記事
（展覧会評） 新制作展から・おんどり 掲載誌不明 おんどり

新聞記事
（展覧会評）） 新制作展・あすから 掲載誌不明

新聞記事
（展覧会評）

写真展から　第12回「日本肖像写真
作家協会展」飯沢匡 朝日新聞 1960年

2月28日
真鍋由幸「山本常一
氏」

新聞記事
（展覧会評）

「生き続ける鳥たち  山本常一個展
をみて」田中彦次 掲載誌不明 1960年

11月

新聞記事
（書評） 山本常一著「鳥・BIRDS」 中部日本新聞 1963年

3月10日 フクロウ

新聞記事
（書評）

愛情でつかむ鳥の生態　山本常一
著「鳥・BIRDS」 毎日新聞 1963年

4月10日 ゴイサギのヒナ

新聞記事
（書評）

那須良輔  山本常一著「鳥・BIRDS」
野鳥の声が聞える 週刊読書人 1963年

4月15日 フクロウ

新聞記事
（書評）

読書　さわやかで楽しい本　山本
常一著「鳥・BIRDS」 東京新聞 1963年

4月3日（夕刊） メンドリ

新聞記事
（自筆） 地方に美の個性を 大阪朝日新聞 1953年

2月24日

新聞記事
（自筆） 立体めがね 産経新聞 1953年

8月30日

新聞記事
（自筆） 私の動物記・鳥 毎日新聞 1954年

3月28日

文  献  資  料
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種　類 資　料　名 号　数 発　行　者 発行年月日 掲載図版等

雑誌 朝日ジャーナル 14巻22号
通巻690号 朝日新聞社 1972年

6月2日 カット４点

雑誌 朝日ジャーナル 14巻23号
通巻691号 朝日新聞社 1972年

6月9日 カット５点

雑誌 朝日ジャーナル 14巻24号
通巻692号 朝日新聞社 1972年

6月16日 カット４点

雑誌 朝日ジャーナル 14巻26号
通巻694号 朝日新聞社 1972年

6月30日 カット５点

雑誌 旬刊読売　 ５月１日号 読売新聞社 表紙絵
（こいのぼり・はと）

雑誌 週刊図書館  山本常一著「鳥・BIRDS」 S38.4.26号 週刊朝日 ヒヨコ
ヒナドリ

雑誌 『婦人の友』　山本常一「鳥を描く」

雑誌
（展覧会評）

『国民美術』
「造形彫刻家協会第三回展評」 第１巻第４号 国民社 1937年

7月5日

雑誌
（展覧会評）

『美術雑誌アトリエ』
「第４回造形彫刻家協会展）」 第15巻第10号 1938年 仔山羊の首

雑誌
（展覧会評）『みづゑ（1954年８月号）』 第588号 美術出版社 1954年

8月1日
大きなコトリ
（彫刻）

雑誌
（展覧会評）

『みずゑ』植村鷹千代
「美術展のテーマについて」 588号 美術出版社 1954年

大きな鳥
フクロ
アヒル
フクロ
サギ

雑誌
（展覧会評）

『美術時報　41年５月号』
「山本常一鳥陶塑展」 第621号 美術時報社 1966年

5月1日 双鳩（テラコッタ）

雑誌
（展覧会評）

藝術新潮（1966年６月号）
鳥の造形を集めた展覧会（個展評） 第198号 ㈱新潮社 1966年

6月1日

雑誌
（展覧会評） 藝術新潮（1972年１月号） 第265号 ㈱新潮社 1972年

1月1日 きつつき

新聞記事
（展覧会評）

美術の秋にさぐる　自由をまげる
“官展” 人民新聞 1947年

9月26日
にわとり
（新制作派協会展）

新聞記事
（展覧会評） 美術の秋・山本常一 日本夕刊 1950年

8月26日 本人写真

新聞記事
（展覧会評） 新制作派展評 週刊美術 1950年

10月4日

新聞記事
（展覧会評） 芸術のある風景 朝日新聞 1953年

4月22日

新聞記事
（展覧会評） 花あり芸術あり青春あり 読売新聞 1953年

4月23日

新聞記事
（展覧会評） 楽しい “鳥の彫刻展” 毎日新聞 1954年

6月28日

新聞記事
（展覧会評） 山本常一・“鳥” 彫刻展評 朝日新聞 1954年

6月29日

新聞記事
（展覧会評） 山本常一作品展から 朝日新聞 1954年

6月29日
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種　類 資　料　名 号　数 発　行　者 発行年月日 掲載図版等

展覧会図録 第９回区内在住作家による世田谷
美術展

世田谷区美
術展組織委
員会、世田
谷区

1986年 夜の因

展覧会図録 世田谷美術館所蔵作品展世田谷の
美術 世田谷美術館 1986年 夜の杜

展覧会図録 開館記念世田谷美術展 世田谷美術館 1987年 夜の杜
展覧会図録 世田谷美術展 ’87 世田谷美術館 1987年 梟（夜の刻）
展覧会図録 世田谷美術展 ’88 世田谷美術館 1989年 夜　朝が来る
展覧会図録 世田谷美術展 ’90 世田谷美術館 1990年 おさなずく

展覧会図録 世田谷美術展 ’91 世田谷美術館 1991年 夜　星のたよりの
音がする

展覧会図録 世田谷美術展 ’92 世田谷美術館 1991年 夜雫
展覧会図録 世田谷美術展 ’93 世田谷美術館 1992年 ふくろう
展覧会図録 世田谷美術展 ’95 世田谷美術館 1994年 夜　朝が来る
展覧会図録 開館10周年記念特別展世田谷の美術 世田谷美術館 1996年 夜の杜

展覧会図録 文化庁所蔵品でつづる日本現代美
術秀作展

高岡市立美
術館 1982年 夜の刻

展覧会図録 文化庁所蔵日本現代美術秀作展 長崎県立美
術博物館 1984年 夜の刻

展覧会図録 美術家会館建設展図録　第２集 日本美術家
連盟 1959年 野の鳥

展覧会図録 開館記念日本現代美術秀作展 八戸市美術館 1986年 夜の刻

展覧会図録
第５回ひだクリエイト協会展記念誌
序文「ひだクリエイト協会のこと」
（山本常一）

ひだクリエ
イト協会 1979年 本人写真・序文

展覧会図録 第10回ひだクリエイト協会展記念誌
序文「第10回展を迎えて」（山本常一）

ひだクリエ
イト協会 1976年 本人写真・序文

雑誌 アサヒグラフ 1952年
３月12日号 朝日新聞社 1952年 アトリエ写真

雑誌 美術手帖「訪問 二人の作家１  山本
常一」（文・舟越保武） №85 1954年

9月1日
アトリエ写真・本
人写真・作品写真
（14点）

雑誌
週刊朝日
「恐るべき意味─『鳥』ヒッチコック
映画が訴えるもの」　山本常一

1955年
7月12日

雑誌 婦人画報『かわいいペット集①私は
フクロウ）』 609号 婦人画報社 1955年

雑誌
週刊朝日（５月17日号）《鳥の世界
の彫刻家　新制作協会の山本常一
さん》

第2294号 朝日新聞社 1963年
5月17日 アトリエ写真

雑誌 婦人之友　山本常一『鳥を描く』 76巻９号 婦人の友社 1966年
（素描）  歩むホロホ
ロ鳥
飼っていたフクロウ

雑誌 週刊朝日「わたしの城　家来は鳥た
ち　山本常一

1971年
11－12月号 アトリエ写真

文  献  資  料
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種　類 資　料　名 号　数 発　行　者 発行年月日 掲載図版等
展覧会図録 第22回新制作協会展 新制作協会 1958年 ハッカン
展覧会図録 第23回新制作協会展 新制作協会 1959年 若い孔雀
展覧会図録 第24回新制作協会展 新制作協会 1960年 本人写真
展覧会図録 第25回新制作協会展 新制作協会 1961年 本人写真
展覧会図録 第26回新制作協会展 新制作協会 1962年 本人写真

展覧会図録 第27回新制作協会展 新制作協会 1963年 本人写真（フクロウ
のひなと私）

展覧会図録 第30回新制作協会展 新制作協会 1966年 鴫
展覧会図録 第31回新制作協会展 新制作協会 1967年 フサホロホロ
展覧会図録 第32回新制作協会展 新制作協会 1968年 九官鳥
展覧会図録 第33回新制作協会展 新制作協会 1969年 梟（深夜の座）
展覧会図録 第35回新制作協会展（彫刻部） 新制作協会 1971年 アトリエ写真
展覧会図録 第36回新制作協会展 新制作協会 1972年 夜の紋
展覧会図録 第36回新制作協会展 新制作協会 1972年 夜の紋
展覧会図録 第37回新制作協会展 新制作協会 1973年 軍鶏
展覧会図録 第39回新制作協会展 新制作協会 1975年 夜の詩
展覧会図録 第41回新制作協会展 新制作協会 1977年 夜の裂
展覧会図録 第44回新制作協会展 新制作協会 1980年 袋もつ鳥
展覧会図録 第48回新制作協会展 新制作協会 1984年 夜の因
展覧会図録 第49回新制作協会展 新制作協会 1985年 夜の杜
展覧会図録 第50回新制作協会展 新制作協会 1986年 夜　朝が来る
展覧会図録 第51回新制作協会展 新制作協会 1987年 夜の陣
展覧会図録 第52回新制作協会展 新制作協会 1988年 夜の至宝

展覧会図録 第53回新制作協会展 新制作協会 1992年 夜・星の便りの音が
する

展覧会図録 第54回新制作協会展 新制作協会 1990年 夜朧
展覧会図録 第56回新制作協会展 新制作協会 1992年 袋もつ鳥

展覧会図録 第58回新制作協会展
舟越保武「惜別の言葉」 新制作協会 1994年

遺作出品
まひる（ペリカン）
夜　朝が来る

展覧会図録 第３回彫刻日動展 日動画廊 1979年 夜の樹
展覧会図録 第５回彫刻日動展 日動画廊 1981年 あかつきの
展覧会図録 第８回彫刻日動展 日動画廊 1984年 鵜
展覧会図録 第９回彫刻日動展 日動画廊 1985年 おんんどりの朝
展覧会図録 第10回彫刻日動展 日動画廊 1986年 夜の因
展覧会図録 第11回彫刻日動展 日動画廊 1987年 夜　朝が来る
展覧会図録 第12回彫刻日動展 日動画廊 1988年 黒の梟
展覧会図録 第13回彫刻日動展 日動画廊 1989年 おさなずく
展覧会図録 第７回選抜秀作美術展図録 朝日新聞社 1956年 ひな　ごいさぎ
展覧会図録 区内在住作家による世田谷美術展 世田谷区 1978年 オンドリ

展覧会図録 第６回区内在住作家による世田谷
美術展

世田谷区美
術展組織委
員会、世田
谷区

1983年 夜の諺（梟）

展覧会図録 第８回区内在住作家による世田谷
美術展 世田谷美術館 1985年 黄連雀
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個展
パンフレット 鳥・山本常一作品展（銀座松屋） 1954年

個展
パンフレット 山本常一作品展目録（造形画廊） 1960年

個展
パンフレット 山本常一作品彫塑展  鳥（銀座松屋） 1966年

単行本
（自著） 鳥 美術出版社 1963年

3月10日

単行本
（自著） 楽しい造形　粘土でつくる 美術出版社 1968年

7月15日

単行本
（自著） こどものとも　わしとみそさざい 福音館書店 1979年

10月1日 全頁挿絵

単行本 おりがみつき　どうぶつえほん 第8巻第7号 秀文社 1956年
6月1日 表紙絵（きりん）

単行本 日本の彫刻　現代（角川写真文庫） ㈱角川書店 1956年
12月10日 

ひな（ゴイサギ）
（彫刻）

単行本 日本美術大系第十巻・現代美術 講談社 1960年
9月10日 梟　1962年

単行本 世界の巨匠シリーズ　BRAQUE　
「寄稿　鳥の写生帖」山本常一 美術出版社 1980年

2月25日
山本常一
死んだ梟（素描）

単行本 鳥をつくろう 小峰書店 1987年
4月15日

ふくろう・
ニワトリ（彫刻）・
アトリエ写真

単行本 Japanese Art 1963年 トリ

単行本 長野市の野外彫刻（作品集）
長野市
野外彫刻賞
運営委員会

1987年 夜の詩

単行本 大分県の近代美術
明治・大正・昭和（後藤龍二著） 海鳥社 1992年10月

単行本 幼児百科第３巻とり
「とりのおじさん」 学習研究社 1961年 アトリエ写真

単行本 大分県の美術 思文閣出版 1994年
2月26日

夜の証
夜の詩

展覧会図録 第３回現代日本美術展 毎日新聞社 1958年 おんどり
コメント（山本常一）

展覧会図録 第４回現代日本美術展 毎日新聞社 1960年 孔雀
コメント（山本常一）

展覧会図録 第６回現代日本美術展 毎日新聞社 1964年
展覧会図録 第11回現代美術選抜展 文化庁 1977年 夜の刻
展覧会図録 第５回日本国際美術展画集 毎日新聞社 1960年 鳥

展覧会図録 第２回現代彫刻20展 東京セント
ラル美術館 1974年 本人写真

若い鳥

展覧会図録 第16回新制作協会展 新制作協会 1952年 おんどり
展覧会図録 第17回新制作協会展 新制作協会 1953年 かけす
展覧会図録 第18回新制作協会展 新制作協会 1954年 アトリエ写真
展覧会図録 第20回新制作協会展 新制作協会 1956年 フクロウ
展覧会図録 第21回新制作協会展 新制作協会 1957年 ホロホロ鳥
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152 星藤太翁之像
 （栃木県日光市旧藤原町）
 1960年代

151 レストラン奈良館内装飾
 1968年頃

150 島野工業厚生会館
 外壁レリーフ
 1960年代

149 マイサーキット
 レストラングルマン内装
 1960年代

148 いきもののかたち
 新収蔵・山本常一の
 “鳥” 展覧会チラシ
 2012（平成24）
 神戸ゆかりの美術館

147 夜雫
 1992（平成4）ブロンズ
 40.0×23.0×15.0
 世田谷美術展 ’92
 大分県立美術館

146 夜の刻
 夜星の便りの音がする
 1991（平成3）ブロンズ
 世田谷区立総合運動場

145 夜・空のかなたから
 遠雷がする（エチュード）
 1991（平成3）
 第55回新制作展

144 夜朧
 1990（平成2）
 50.0×26.0×15.0
 第54回新制作展
 神戸市立博物館

143 夜　星のたよりの
 音がする
 1989（平成元）
 第53回新制作展
 世田谷美術展 ’91

142 おさなずく
 1988（昭和63）ブロンズ
 第13回彫刻日動展
 世田谷美術展 ’90
 世田谷区

141 夜の至宝
 1988（昭和63）ブロンズ
 H55.0 
 第52回新制作展

140 黒の梟
 1988（昭和63）  鉄
 23.5×15.0×24.0
 第12回彫刻日動展
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139 梟（夜の刻）
 1987（昭和62）ブロンズ
 H49.5
 世田谷美術展 ’87

138 夜の陣
 1988（昭和63）ブロンズ
 54.2×26.4×52.6
 第51回新制作展
 呉市立美術館

137 夜　朝が来る
 1986（昭和61）ブロンズ
 41.0×23.5×21.5
 第50回新制作展
 第11回彫刻日動展
 世田谷美術展 ’88
 神戸ゆかりの美術館

136 渡ってきた鳥（黄連雀）
 1985（昭和60）ブロンズ
 30.5×22.0×11.0
 第8回区内在住作家に
 よる世田谷美術展
 大分県立美術館

135 夜の杜
 1985（昭和60）ブロンズ
 46.8×22.0×33.0
 第49回新制作展
 開館記念世田谷美術展
 世田谷美術展 ’90
 世田谷美術館

134 夜の因
 1984（昭和59）ブロンズ
 45.0×20.0×33.0
 第48回新制作展
 第10回彫刻日動展
 第9回区内在住作家に
 よる世田谷美術展

133 オンドリの朝
 1983（昭和58）ブロンズ
 第47回新制作展
 第9回日動彫刻展

132 夜の諺（梟）
 1983（昭和58）ブロンズ
 42.3×25.6×18.5
 第6回区内在住作家に
 よる世田谷美術展
 笠間日動美術館

131 まひる
 1981（昭和56）ブロンズ
 41.0×20.0×21.0
 第45回新制作展
 第58回新制作展
 大分県立美術館

130 あかつきの
 1981（昭和56）ブロンズ
 第5回彫刻日動展

129 袋もつ鳥
 1980（昭和55）ブロンズ
 45.0×18.5×37.5
 第44回新制作展
 第56回新制作展
 姫路市立美術館

128 こどものとも年少版
 31号
 『わしとみそさざい』
 （挿絵）
 1979（昭和54） 
 福音館書店

127 夜の宴
 1979（昭和54）ブロンズ
 39.0×22.0×37.5
 第43回新制作協会展
 姫路市立美術館

126 夜の樹
 1979（昭和54）ブロンズ
 第3回彫刻日動展

125 鵜
 1978（昭和53）ブロンズ
 54.2×17.0×24.5
 第42回新制作展
 第8回日動彫刻展
 大分県立美術館
 神戸ゆかりの美術館

124 オンドリ
 1978（昭和53）ブロンズ

区内在住作家による世田
谷美術展

図　　版
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123 梟
 1981（昭和56）ブロンズ
 31.0×15.0×15.0
 芦別市立図書館

122 夜の裂
 1977（昭和52）ブロンズ
 第41回新制作展
 参議院議長公邸

121 五月の朝（雄鶏）
 1976（昭和51）ブロンズ
 H32.0×37.0

120 若い力（雄鶏）
 1976（昭和51）ブロンズ
 H31.5

119 日溜りに憩う（鴛鴦）
 1976（昭和51）ブロンズ
 16.0×18.0×10.5
 大分県立美術館

118 土匂う頃（フクロウ）
 1976（昭和51）ブロンズ
 26.0×24.0×16.0
 大分県立美術館

117 夜の寓話（フクロウ）
 1976（昭和51）ブロンズ
 H40.0

116 春を刻む（キツツキ）
 1976（昭和51）ブロンズ
 H27.5

115 薫風（オナガ） 
 1976（昭和51）ブロンズ
 24.0×29.5 
 世田谷区

114 夜の刻
 1976（昭和51）ブロンズ
 48.5×23.5×23.5
 東京国立近代美術館

113 夜の標
 1975（昭和50）ブロンズ
 43.0×20.8×21.4
 第39回新制作展
 広島県立美術館

112 夜の詩
 1975（昭和50）ブロンズ
 41.0×27.0×18.0
 第39回新制作展
 第5回長野市野外彫刻賞
 長野市

111 あび
 1974（昭和49）ブロンズ
 サントリー宮島

バードサンクチュアリー

第40回新制作展
昭和51年度文化庁優秀美術買上作品披露展
第11回現代美術選抜展
八戸市美術館開館記念 日本現代美術秀作展
─文化庁所蔵品による─
文化庁収蔵品で綴る ─日本現代美術秀作展
文化庁所蔵日本現代美術秀作展
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110 瀬戸内に来る鳥
 1974（昭和49）ブロンズ
 第38回新制作展

109 夜の証
 1974（昭和49）ブロンズ
 44.0×18.5×20.0
 第2回現代彫刻20展
 大分県立芸術会館開館記念
 「大分の美術千年展」
 大分県立美術館

108 軍鶏
 1973（昭和48）ブロンズ
 第37回新制作展

107 夜の紋
 1972（昭和47）ブロンズ
 第36回新制作展

106 冠鶉
 1971（昭和46）ブロンズ
 第35回新制作展

105 オオバン
 1971（昭和46）ブロンズ
 第35回新制作展

104 夜の譜
 1970（昭和45）ブロンズ
 42.0×19.0×20.0
 第34回新制作展
 大分県立美術館

103 鳥の四季（壁面レリーフ）
 1969（昭和44）
 アルミニウム
 三井銀行目黒支店

102 深夜の座
 1969（昭和44）ブロンズ
 38.5×16.5×22.0
 第33回新制作展
 大分県立芸術会館開館記念
 「大分の美術千年展」
 京王プラザホテル

101 たのしい造形
 『粘土で作る』
 1968（昭和43）
 美術出版社

100 九官鳥
 1968（昭和43）ブロンズ
 第32回新制作展

99 クジャクバト
 1967（昭和42） ブロンズ
 第31回新制作展

98 鴫
 1966（昭和41） ブロンズ
 第30回新制作展
 大分県立芸術会館開館記念
 「大分の美術千年展」
 京王プラザホテル

97 鳩・雄鶏（素焼　信楽）
 1966（昭和41）  陶
 14.0×15.1
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）

96 木菟・家鴨（本焼　信楽）
 1966（昭和41）  陶
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）

95 囀る小鳥（本焼 信楽）
 1966（昭和41）  陶
 23.0×14.5
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）
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94 巣ごもる鳩（素焼 信楽）
 1966（昭和41）  陶
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）

93 鳥紋の花瓶
 1966（昭和41）  陶
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）

92 飛鳥地紋の花瓶
 （本焼 信楽）
 1966（昭和41）  陶
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）

91 鳥型の壺（本焼 信楽）
 1966（昭和41）  陶
 34.0×32.0×19.0
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）
 大分県立美術館

90 白い鳥紋の壺（本焼 信楽）
 1966（昭和41）  陶
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）

89 ルリのおんどり
 （本焼 信楽）
 1966（昭和41）  陶
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）

88 六ツ輪むすび（本焼 信楽）
 1966（昭和41）  陶
 33.5×29.5×12.0
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）
 大分県立美術館

87 三ツ輪むすび（本焼 信楽）
 1966（昭和41）  陶
 34.0×11.0×10.0
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）
 大分県立美術館

86 黒い鳥（壺 本焼 益子）
 1966（昭和41）  陶
 19.0×29.0×15.0
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）
 大分県立美術館

85 赤い梟（壺 本焼 民窯）
 1966（昭和41）  陶
 23.0×17.0×24.0
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）
 大分県立美術館

84 こげ茶の梟（壺 本焼 益子）
 1966（昭和41）  陶
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）

83 若い梟（素焼　民窯）
 1966（昭和41）  陶
 22.0×14.0×17.5
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）
 大分県立美術館

82 立てる梟（素焼　民窯）
 1953（昭和28）  陶
 26.0×12.0×9.0
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）
 大分県立美術館

81 横向きの梟（本焼 民窯）
 1966（昭和41）  陶
 27.0×11.8×14.0
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）
 大分県立美術館

80 うずくまる梟（素焼 信楽）
 1966（昭和41）  陶
 21.5×25.0×18.0
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）
 大分県立美術館

79 茶肌の梟（本焼 信楽）
 1966（昭和41）  陶
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）
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77 黒い梟（黒陶 民窯）
 1966（昭和41）  陶
 23.0×14.5
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）

78 振り向く梟（本焼 信楽）
 1966（昭和41）  陶
 25.7×13.5×11.5
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）
 世田谷美術展 ’93
 神戸ゆかりの美術館

76 胸を張った梟（本焼 信楽）
 1966（昭和41）  陶
 29.7×18.8
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）

75 赤い梟（本焼 民窯）
 1966（昭和41）  陶
 28.0×18.0×15.8
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）
 大分県立美術館

74 茶黒の梟（本焼 信楽）
 1966（昭和41）  陶
 23.5×14.0×14.5
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）
 大分県立美術館

73 鳥の塔（本焼 信楽）
 1966（昭和41）  陶
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）

72 鳥と花（本焼 大皿 信楽）
 1966（昭和41）  陶
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）

71 梟（素焼 陶板）
 1966（昭和41）  陶
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）

70 双鳩（素焼 陶板）
 1966（昭和41）  陶
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）

69 梟の顔（本焼 陶板）
 1966（昭和41）  陶
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）

68 メンドリ（銀線・磁器）
 1966（昭和41）  磁器
 33.0×30.0
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）

67 メンドリ（白線・磁器）
 1966（昭和41）  磁器
 33.0×30.0
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）

66 メンドリ（渦巻・磁器）
 1966（昭和41）  磁器
 33.0×30.0
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）

65 鳥浮彫りの壺
 （本焼 大壺 民窯）
 1966（昭和41）  陶
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）

64 キツツキの壺
 （本焼 大壺 信楽）
 1966（昭和41）  陶
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）

63 鳥と花（本焼 大皿 信楽）
 1966（昭和41）  陶
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）
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62 梟（本焼 大皿 信楽）
 1966（昭和41）  陶
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）

61 黒い格子と鳥
（本焼 大皿 信楽）

 1966（昭和41）  陶
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）

60 翔ぶ鳥（本焼 大皿 信楽）
 1966（昭和41）  陶
 径46.7×9.2
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）
 大分県立美術館

59 古代鳥（本焼 大皿 信楽）
 1966（昭和41）  陶
 径42.0×6.0
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）
 大分県立美術館

58 雄鶏（本焼 大皿 信楽）
 1966（昭和41）  陶
 径45.0×9.0
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）
 大分県立美術館

57 飛ぶ鳥（本焼 大皿 信楽）
 1966（昭和41）  陶
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）

56 鴫二羽（本焼 大皿 信楽）
 1966（昭和41）  陶
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）

55 鳥とクローバー
 （本焼 大皿 信楽）
 1966（昭和41）  陶
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）

54 ホロホロ鳥（本焼 大皿 信楽）
 1966（昭和41）  陶
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）

53 鳩と花（本焼 大皿 信楽）
 1966（昭和41）  陶
 径49.7×7
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）
 大分県立美術館

52 飛鳥四羽（本焼 大皿 信楽）
 1966（昭和41）  陶
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）

51 渡り鳥（本焼 大皿 信楽）
 1966（昭和41）  陶
 山本常一作品彫塑展 鳥（個展）

50 山本常一作品彫塑展 鳥
 （個展）パンフレット
 1966（昭和41）

49 孔雀鳩
 1965（昭和40）白セメント
 第29回新制作展

48 鳥標
 1964（昭和39） 鉄
 H50
 第6回現代日本美術展

47 梟
 1963（昭和38） ブロンズ
 第27回新制作展
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38－238－1
 日立金属体育館外壁・内壁レリーフ
 1959（昭和34）  鉄
 日立金属株式会社

42 山本常一作品展（造形画廊）
 目録

46 作品集『鳥』
 1963（昭和38）
 美術出版社

45 とり
 1962（昭和37）  真鍮
 28.0×10.0×35.0
 第26回新制作展
 大分県立美術館

44 梟（フクロウ）
 1962（昭和37）  大理石
 63.0×41.0
 第5回現代日本美術展

43 白雉
 1961（昭和36） ブロンズ
 第25回新制作展

41 山本常一作品展（造形画廊）
 パンフレット

40 孔雀
 1960（昭和35）  鉄
 260.0×300.0
 第4回現代日本美術展

39 若い孔雀
 1959（昭和34） ブロンズ
 51.5×73.0
 第23回新制作展

37 鳥
 1959（昭和34）  石
 45.0×32.0
 第5回日本国際美術展

36 野の鳥
 1959（昭和34） ブロンズ
 美術家会館建設展

35 平和の鳩
 1958（昭和33）  石
 広島市こども図書館

34 ペリカン
 1958（昭和33）白セメント
 16.0×30.0×14.5
 第22回新制作展
 神戸ゆかりの美術館

33 ハツカン
 1958（昭和33） ブロンズ
 25.0×73.0
 第22回新制作展

32 オンドリ
 1958（昭和33） ブロンズ
 39.5×46.0×24.0
 第3回現代日本美術展
 山本常一作品展（個展）
 大分県立美術館
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31－231－1  壁面レリーフ
 1957（昭和32） ブロンズ
日本福音ルーテルむさしの教会（東京都杉並区下井草）

30 ホロホロ鳥
 1957（昭和32） ブロンズ
 36.4×32.0
 第21回新制作展

29 仁和登利の塔
 1956（昭和31） ブロンズ
 神戸市立王子動物園

28 ハゲコウ
 1956（昭和31） セメント
 48.0×48.5×23.5
 第20回新制作展
 第2回現代彫刻20展
 大分県立美術館

27 翔
 1956（昭和31）  木
 50.0×40.0×13.5
 第20回新制作展
 大分県立美術館

26 ひな（ゴイサギ）
 1955（昭和30） ブロンズ
 23.5×19.5×19.5
 第19回新制作展
 第７回選抜秀作美術展
 大分県立美術館

25 フクロ（鉄）
 1954（昭和29）  鉄
 32.0×20.0
 第18回新制作展

24 オオキイトリ
 1954（昭和29）  鉄
 47.4×27.0
 彫刻 鳥 山本常一作品展（個展）

23 フラミンゴ 
 1954（昭和29） ブロンズ
 彫刻 鳥 山本常一作品展（個展）

22 ウズラ 
 1954（昭和29） ブロンズ
 15.1×19.0
 彫刻 鳥 山本常一作品展（個展）

21 ダチョウ 
 1954（昭和29） ブロンズ
 彫刻 鳥 山本常一作品展（個展）

20 サギ 
 1952（昭和27） ブロンズ
 19.6×15.1
 彫刻 鳥 山本常一作品展（個展）

19 ニワトリ 
 1954（昭和29） ブロンズ
 彫刻 鳥 山本常一作品展（個展）

18 アヒル 
 1950（昭和25）  白銅
 57.6×15.6
 彫刻 鳥 山本常一作品展（個展）

17 ネムルアヒル
 1954（昭和29） ブロンズ
 彫刻 鳥 山本常一作品展（個展）
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６ おんどり
 1951（昭和26） ブロンズ
 57.0×26.0　セメント
 第15回新制作展

16 ザセルハゲコウ
 1954（昭和29） ブロンズ
 彫刻 鳥 山本常一作品展（個展）

15 タテルハゲコウ
 1954（昭和29） ブロンズ
 28.5×15.2
 彫刻 鳥 山本常一作品展（個展）

14 キンノハト
 1954（昭和29）  大理石
 22.7×39.4
 彫刻 鳥 山本常一作品展（個展）

13 アカイニワトリ
 1953（昭和28）
 テラコッタ
 33.0×30.0×17.5
 彫刻 鳥 山本常一作品展（個展）
 大分県立美術館

12 フクロ
 1952（昭和27）  陶
 25.5×14.0×15.0
 彫刻 鳥 山本常一作品展（個展）
 山本常一作品彫塑展 鳥 （個展）
 神戸ゆかりの美術館

11 フクロ（タテルフクロ）
 1954（昭和29）ブロンズ
 28.0×26.0×14.0
 彫刻 鳥 山本常一作品展（個展）
 第12回彫刻日動展
 大分県立美術館

10 彫刻 鳥 山本常一作品展
 （個展）パンフレット
 1954（昭和29）

９ かけす
 1953（昭和28）白セメント
 27.3×50.0
 第17回新制作展
 彫刻 鳥 山本常一作品展（個展）

８ オンドリ
 1954（昭和29）ブロンズ
 30.3×36.4
 第16回新制作展
 彫刻 鳥 山本常一作品展（個展）

７ ふくろ
 1952（昭和27）  石 
 30.1×15.0×19.0
 第16回新制作展
 彫刻 鳥 山本常一作品展（個展）
 大分県立美術館

５ 幼からす
 1951（昭和26） ブロンズ
 26.2×29.0×18.0
 第15回新制作展
 彫刻 鳥 山本常一作品展（個展）
 第2回現代彫刻20展
 大分県立美術館

４ ミズドリ 
 1951（昭和26）ブロンズ 
 46.0×13.5×11.5 
 日比谷公園野外創作彫刻展
 彫刻 鳥 山本常一作品展（個展）
 大分県立美術館

３ ヒヨコ 
 1948（昭和23） ブロンズ
 14.0×7.5×8.0 
 第12回新制作派展
 彫刻 鳥 山本常一作品展（個展）
 大分県立美術館（原型）

２ アヒル 
 1946（昭和21） ブロンズ
 16.5×8.5×12.0
 第10回新制作派展
 彫刻 鳥 山本常一作品展（個展）
 大分県立美術館

１ 仔山羊の首
 1938（昭和13）
 ブロンズ
 第4回造形彫刻家協会展

図　　版 （凡例） ・作品名／制作年／材質／サイズ（㎝）：高さ×幅×奥行、または高さ×幅／出品歴／所蔵を記載
 ・展覧会図録等で高さのみ判明した作品はH（高さ）を記載している。
 ・所蔵記載のない作品は展覧会図録、掲載雑誌の図版および山本常一撮影写真による
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1950～1960年代制作
モニュメント・レリーフ

石橋サービスセンター（鈴木大吉商店）
内信楽製特殊壁画（レリーフ）制作

マイサーキット  レストラングルマン内装 149
島野工業厚生会館外壁レリーフ制作 150
レストラン奈良館内装飾制作（1968年頃） 151
星藤太翁之像（栃木県日光市旧藤原町）制作 152
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年 歳 展　覧　会 作　品　名 図版
№

1988 昭和63 78
5/31－6/7 第12回彫刻日動展（日動画廊） 黒の梟 140
9/18－10/3 第52回新制作展（東京都美術館） 夜の至宝 141

1989 平成元 79
6/27－7/5 第13回彫刻日動展（日動画廊） おさなずく 142
9/19－10/3 第53回新制作展（東京都美術館） 夜・星の便りの音がする 143

1990 平成 2 80
1/10－2/4 世田谷美術展 ’90（世田谷美術館） おさなずく （世田谷区蔵）

夜の杜 （世田谷美術館蔵）
142
135

9/19－10/3 第54回新制作展（東京都美術館） 夜朧 （神戸市立博物館蔵） 144

1991 平成 3 81

1/27－2/17 世田谷美術展 ’91（世田谷美術館） 夜・星のたよりの音がする 143

9/19－10/3 第55回新制作展（東京都美術館） 夜・空のかなたから遠雷が
する（エチュード） 145

東京都世田谷区役所第一庁舎1階《おさ
なずく》設置 142

《夜の刻》《夜星の便りの音がする》世田
谷区立総合運動場設置 146

1992 平成 4 82
12/22－1/26 世田谷美術展 ’92（世田谷美術館） 夜雫 （大分県立美術館蔵） 147
9/18－10/3 第56回新制作協会展（東京都美術館） 袋もつ鳥 （姫路市美術館蔵） 129

1993 平成 5 83 12/9－1/24 世田谷美術展 ’93（世田谷美術館） ふくろう
 （神戸ゆかりの美術館蔵） 78

1994 平成 6 84

7月7日 心不全により逝去

9/18－10/3 第58回新制作展（東京都美術館）遺作出品
まひる（ペリカン）

（大分県立美術館蔵）
夜　朝が来る
（神戸ゆかりの美術館蔵）

131

137

12/3－1/8 世田谷美術展 ’95（世田谷美術館）遺作
出品

夜朝が来る
（神戸ゆかりの美術館蔵） 137

1995 平成 7

1996 平成 8 4/6－5/26 開館10周年記念特別展　世田谷の美術
（世田谷美術館） 夜の杜 （世田谷美術館蔵） 135

1997 平成 9
1998 平成10
1999 平成11
2000 平成12 1/15－1/18 「EARTH 展」（於神戸朝日クォーター59）
2001 平成13
2002 平成14
2003 平成15
2004 平成16
2005 平成17
2006 平成18
2008 平成20
2009 平成21

2012 平成24 4/7－7/8 いきもののかたち 新収蔵・山本常一の
“鳥”（神戸ゆかりの美術館）

鵜
夜　朝が来る
ペリカン
フクロウ
フクロウ
素描（スケッチブック）4点
版画2点

148
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年 歳 展　覧　会 作　品　名 図版
№

1978 昭和53 68
9/27－10/12 第42回新制作展（東京都美術館） 鵜 （大分県立美術館蔵） 125

10/12－10/17 区内在住作家による世田谷美術展（世
田谷区） オンドリ 124

1979 昭和54 69

2/17－2/27 第 3 回彫刻日動展（日動サロン） 夜の樹 126
9/27－10/12 第43回新制作協会展（東京都美術館） 夜の宴 （姫路市立美術館蔵） 127

こどものとも年少版31号『わしとみそさ
ざい』（福音館書店）を出版  挿絵を担当

こどものとも年少版
1979年10月号 128

1980 昭和55 70 9/26－10/12 第44回新制作展（東京都美術館） 袋もつ鳥
（姫路市立美術館蔵） 129

1981 昭和56 71
2/18－2/26 第 5 回彫刻日動展（日動サロン） あかつきの 130
9/20－10/6 第45回新制作展（東京都美術館） まひる （大分県立美術館蔵） 131

芦別市立図書館作品設置 梟 123

1982 昭和57 72

① 9/22－10/17
②10/22－11/10 

「文化庁収蔵品で綴る―日本現代美術
秀作展」（共同通信社主催 ①高岡市立
美術館、②だるま屋西武百貨店）

夜の刻
（東京国立近代美術館蔵） 114

9/21－10/6 第46回新制作展（東京都美術館） 冠毛のある牝鳥
（世田谷美術館）

1983 昭和58 73

9/20－9/23 大分県立中津南高創立90周年記念第31
回櫟映舎合同絵画展（中津市文化会館） フォーマーのマスク

10/6－10/11 第 6 回区内在住作家による世田谷美術展
（世田谷区美術展組織委員会、世田谷区）

夜の諺（梟）
（笠間日動美術館蔵）

132

9/21－10/6 第47回新制作展（東京都美術館） オンドリの朝 133
参議院議長公邸に作品設置 夜の裂 122

1984 昭和59 74

3/9－3/16 第 8 回日動彫刻展（日動サロン） 鵜 （神戸ゆかりの美術館） 125
9/27－10/13 第48回新制作展（東京都美術館） 夜の因 134

11/16－12/2 文化庁所蔵日本現代美術秀作展
（長崎県立美術博物館）

夜の刻
（東京国立近代美術館蔵） 114

1985 昭和60 75

3/19－3/26 第 9 回日動彫刻展（日動画廊） オンドリの朝 133
9/18－10/3 第49回新制作展（東京都美術館） 夜の杜 （世田谷美術館蔵） 135

10/3－10/8 第 8 回区内在住作家による世田谷美術
展（玉川高島屋ショッピングセンター）

渡ってきた鳥（黄連雀）
（大分県立美術館蔵） 136

1986 昭和61 76

3/19－3/28 第10回彫刻日動展（日動画廊） 夜の因 134

3/30－6/22 世田谷美術館所蔵作品展  世田谷の美術
（世田谷美術館） 夜の杜 （世田谷美術館蔵） 135

9/18－10/3 第50回新制作展（東京都美術館） 夜　朝が来る
（神戸ゆかりの美術館蔵） 137

10/9－10/14 第 9回区内在住作家による世田谷美術展
（玉川高島屋ショッピングセンター） 夜の因 134

11/20－12/10 開館記念 日本現代美術秀作展―文化
庁所蔵品による―（八戸市美術館）

夜の刻
（東京国立近代美術館蔵） 114

1987 昭和62 77

1/15－2/28 開館記念世田谷美術展（世田谷美術館） 夜の杜 （世田谷美術館蔵） 135

4/1－4/11 第11回彫刻日動展（日動サロン） 夜　朝が来る
（神戸ゆかりの美術館蔵） 137

7/21－8/9 文化庁収蔵品美術品による―日本現代
美術秀作展（網走市立美術館）

夜の刻
（東京国立近代美術館蔵） 114

9/18－10/3 第51回新制作展（東京都美術館） 夜の陣 （呉市立美術館蔵） 138
12/6－12/27 世田谷美術展 ’87（世田谷美術館） 梟（夜の刻） 139

1988 昭和63 78 1/14－2/5 世田谷美術展 ’88（世田谷美術館） 夜　朝が来る
（神戸ゆかりの美術館蔵） 137
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年 歳 展　覧　会 作　品　名 図版
№

1968 昭和43 58 7月15日 たのしい造形 『粘土で作る』（美術出版
社）を出版 101

1969 昭和44 59
9/22－10/10 第33回新制作展（東京都美術館）

幼い梟
深夜の座
ホロホロ鳥

102

12月 三井銀行目黒支店壁面レリーフ設置 鳥の四季 103
1970 昭和45 60 9/22－10/10 第34回新制作展（東京都美術館） 夜の譜 （大分県立美術館蔵） 104

1971 昭和46 61

9/22－10/10 第35回新制作展（東京都美術館） オオバン
冠鶉

105
106

東京  京王プラザホテルの美術・工芸品
グリルオブジェ設置
D・S・R・Aオブジェ
フクロウ（深夜の座）
シギ

102
98

京都　あじびる地階壁面レリーフ設置
1972 昭和47 62 9/21－10/10 第36回新制作展（東京都美術館） 夜の紋 107
1973 昭和48 63 9/22－10/10 第37回新制作展（東京都美術館） 軍鶏 108

1974 昭和49 64

9/3－9/15 第2回現代彫刻20展（セントラル美術館）
夜の証 （大分県立美術館蔵）
若い鳥 （大分県立美術館蔵）
ハゲコウ （大分県立美術館蔵）

109
5
28

9/22－10/10 第38回新制作展（東京都美術館） 瀬戸内に来る鳥 110
サントリー宮島バードサンクチュアリー
（サントリー宮島プラント）記念碑設置 あび 111

1975 昭和50 65 9/23－10/10 第39回新制作展（東京都美術館） 夜の詩 （長野市蔵）
夜の標 （広島県立美術館蔵）

112
113

1976 昭和51 66

9/21－10/8 第40回新制作展（東京都美術館） 夜の刻
（東京国立近代美術館蔵）

114

薫風（オナガ） （世田谷区蔵） 115
春を刻む（キツツキ） 116
夜の寓話（フクロウ） 117
土匂う頃（フクロウ）

（大分県立美術館蔵）
118

日溜りに憩う（鴛鴦）
（大分県立美術館蔵）

119

若い力（雄鶏） 120
五月の朝（雄鶏） 121

1977 昭和52 67

3/14－3/16 昭和51年度文化庁優秀美術買上作品披
露展（日本芸術院会館）

夜の刻
（東京国立近代美術館蔵） 114

11/19－2/17 第11回現代美術選抜展（文化庁） 夜の刻
（東京国立近代美術館蔵） 114

9/21－10/8 第41回新制作展（東京都美術館） 夜の裂 122

9/25－10/11 大分県立芸術会館開館記念「大分の美
術千年展」（大分県立芸術会館）

夜の証 （大分県立美術館蔵）
深夜の座
 （京王プラザホテル蔵）
シギ （京王プラザホテル蔵）

109
102

98

《夜の詩》（長野市蔵）で第5回長野市野
外彫刻賞受賞  長野市浅川霊園道路設置 112

サントリー株式会社 角瓶販売40周年
記念 謝恩デラックス（献杯）グランバー
ドグラス（全6種類）セット制作

1978 昭和53 68 6月11日 「テレビ美術館」（フジテレビ）出演
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－－ 73



年 歳 展　覧　会 作　品　名 図版
№

1966 昭和41 56 5/6－5/11 「山本常一作品彫塑展 鳥」（銀座松屋）

梟の顔（本焼　陶板） 69
双鳩（素焼　陶板） 70
梟（素焼  陶板） 71
鳥と花（本焼  大皿  信楽） 72
鳥の塔（本焼  信楽） 73

茶黒の梟（本焼  信楽）
（大分県立美術館蔵）

74

赤い梟（本焼  民窯）
（大分県立美術館蔵）

75

胸を張った梟（本焼  信楽） 76
黒い梟（黒陶  民窯） 77

白い梟（本焼  益子）
（神戸ゆかりの美術館蔵）

12

振り向く梟（本焼  信楽）
（神戸ゆかりの美術館蔵）

78

茶肌の梟（本焼　信楽） 79

うずくまる梟（素焼　信楽）
（大分県立美術館蔵）

80

横向きの梟（本焼　民窯）
（大分県立美術館蔵）

81

立てる梟（素焼　民窯）
（大分県立美術館蔵）

82

若い梟（素焼　民窯）
（大分県立美術館蔵）

83

こげ茶の梟（壺  本焼  益子） 84

赤い梟（壺  本焼  民窯）
（大分県立美術館蔵）

85

黒い鳥（壺  本焼  益子）
（大分県立美術館蔵）

86

鳥透し彫り皿（本焼  信楽）
三ツ輪むすび（本焼  信楽） 87
六ツ輪むすび（本焼  信楽） 88
ルリのおんどり（本焼  信楽） 89
白い鳥紋の壺（本焼  信楽） 90

鳥型の壺（本焼  信楽）
（大分県立美術館蔵）

91

飛鳥地紋の花瓶（本焼  信楽） 92
鳥紋の花瓶 93
巣ごもる鳩（素焼　信楽） 94
囀る小鳥（本焼　信楽） 95
木菟・家鴨（本焼　信楽） 96
鳩・雄鶏（素焼　信楽） 97

9/22－10/10 第30回新制作展（東京都美術館） 鴫
アフリカの鳥

98

1967 昭和42 57 9/22－10/10 第31回新制作展（東京都美術館） フサホロホロ
クジャクバト 99

1968 昭和43 58 9/22－10/10 第32回新制作展（東京都美術館） 九官鳥 100
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年 歳 展　覧　会 作　品　名 図版
№

1960 昭和35 50 11/1－11/12 「山本常一作品展」（造形画廊）

アヒル
フラミンゴ
ワカドリ
アヒル
ゴイサギ
ゴイサギ
アカハラ
クジャク
ハツカン
フクロウ
トリのデッサン25点

1961 昭和36 51 9/22－10/10 第25回新制作展（東京都美術館） 白雉
渚の鳥

43

1962 昭和37 52
5/9－5/22 第 5 回現代日本美術展（東京都美術館） 梟 44
9/22－10/10 第26回新制作展（東京都美術館） とり （大分県立美術館蔵） 45

1963 昭和38 53
3月10日 作品集『鳥』（美術出版社）を出版 46

9/22－10/10 第27回新制作展（東京都美術館） 梟
おんどり

47

1964 昭和39 54
5/9－5/30 第 6 回現代日本美術展 鳥標 48
9/22－10/10 第28回新制作展（東京都美術館） タロ

1965 昭和40 55 9/22－10/10 第29回新制作展（東京都美術館） 孔雀鳩 49

1966 昭和41 56 5/6－5/11 「山本常一作品彫塑展 鳥」（銀座松屋）

パンフレット 50
渡り鳥（本焼　大皿　信楽） 51
飛鳥四羽（本焼  大皿  信楽） 52
鳩と花（本焼  大皿  信楽） 53
ホロホロ鳥（本焼  大皿  信楽） 54
鳥とクローバー
（本焼  大皿  信楽）

55

鴫二羽（本焼  大皿  信楽） 56
飛ぶ鴫（本焼  大皿  信楽） 57
雄鶏（本焼  大皿  信楽） 58
古代鳥（本焼  大皿  信楽） 59
翔ぶ鴫（本焼  大皿  信楽） 60
黒い格子と鳥
（本焼  大皿  信楽） 61

梟（本焼  大皿  信楽） 62
鳥と花（本焼  大皿  信楽） 63
キツツキの壺
（本焼  大壺  信楽） 64

鳥浮彫りの壺
（本焼  大壺  民窯） 65

メンドリ（渦巻・磁器） 66
メンドリ（白線・磁器） 67
メンドリ（銀線・磁器） 68
飛雁の壺
メンドリ（藍点）
メンドリ（藍線）

山本常一略歴
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年 歳 展　覧　会 作　品　名 図版
№

1957 昭和32 47 日本福音ルーテルむさしの教会（東京
都杉並区下井草）作品設置

31－1
31－2

1958 昭和33 48

5/15－6/2 第 3 回現代日本美術展 オンドリ
（大分県立美術館蔵）

32

9/22－10/10 第22回新制作展（東京都美術館）
ハツカン 33

ペリカン
（神戸ゆかりの美術館蔵）

34

12月
広島市児童図書館（現広島市こども図
書館（広島市中区）に《平和の鳩》野外
設置

35

1959 昭和34 49

3/31－4/5 美術家会館建設展
（日本美術家連盟　日本橋高島屋八階） 野の鳥 36

5/9－6/2 第 5 回日本国際美術展
（毎日新聞社　東京都美術館） 鳥 37

5月24日 日立金属体育館外壁・内壁レリーフ制作
（北九州市戸畑区）落成

38－1
38－2

9/22－10/10 第23回新制作展（東京都美術館） 若い孔雀 39

1960 昭和35 50

5/9－5/22 第 4 回現代日本美術展 孔雀 40
9/22－10/10 第24回新制作展（東京都美術館） 日本きじ

11/1－11/12 「山本常一作品展」（造形画廊）

パンフレット 41
目録 42
オンドリ（大分県立美術館蔵） 32
ダチョウ
ヒヨコ
ハゲコウ
キツツキ
アヒル
アヒル
カラス
ヨシゴイ
バン
ハゲコウ
アヒル
ウズラ
ヒヨコ
ホシゴイ
ホロホロ
コジュケイ
オンドリ
ミズトリ
カラス
ホロホロ
オンドリ
オンドリ
メンドリ
メンドリ
オンドリ

－－ 76



年 歳 展　覧　会 作　品　名 図版
№

1954 昭和29 44
6/25－6/30 「彫刻 鳥 山本常一作品展」（銀座松屋）

ヤスムヒナ
（アヒル・ブロンズ）

アルクヒナ
（アヒル・ブロンズ）

アヒル（ブロンズ）
ネムルアヒル（ブロンズ） 17
アヒル（ブロンズ）

（大分県立美術館蔵）
アヒル（白銅） 18
ミズドリ
（ブロンズ  大分県立美術館蔵）

4

ニワトリ（ブロンズ） 19
サギ（ブロンズ） 20
ダチョウ（ブロンズ） 21
シチメンチョウヒナ
（ブロンズ）
モズノコ（ブロンズ）
コジュケイ（ブロンズ）
キツツキ ( ブロンズ）
ウズラ（ブロンズ） 22
アカイカラス（ブロンズ）
コガラス
（ブロンズ  大分県立美術館蔵） 5

カケス（セメント） 9
フラミンゴ（ブロンズ） 23
クロイトリ（陶器）
トリ（レリーフ・ガラス）
オオキイトリ（鉄） 24
トブトリ（壁画装飾・鉄線）
マルイトリ（壁画装飾・鉄線）
シカクノトリ（壁画装飾・鉄線）
フクロ（壁画装飾・鉄線）
コトリ（壁画装飾・鉄線）

9/21－10/7 第18回新制作展（東京都美術館）
フクロ
フクロ（鉄） 25

1955 昭和30 45 9/21－10/7 第19回新制作展（東京都美術館）
ひな（ゴイサギ）

（大分県立美術館蔵）
若いごいさぎ

26

1956 昭和31 46

1/10－1/22 第 7 回選抜秀作美術展
（朝日新聞社　日本橋・三越）

ひな（ゴイサギ）
（大分県立美術館蔵）

26

11/1－11/14 第20回新制作展（東京都美術館）

翔 （大分県立美術館蔵） 27
ハゲコウ

（大分県立美術館蔵）
フクロウ

28

記念碑《仁和登利の塔》（神戸市立王子
動物園）を設置 29

1957 昭和32 47 9/25－10/7 第21回新制作展（東京都美術館） ホロホロ鳥 30

山本常一略歴
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年 歳 展　覧　会 作　品　名 図版
№

1947 昭和22 37 9/19－10/4 第11回新制作派展（東京都美術館）
ニハトリ
ひなどり（雄）
めんどり

1948 昭和23 38 9/18－10/2 第12回新制作派展（東京都美術館）
めんどり
子山羊
ヒヨコ
（大分県立美術館・原型蔵）

3

1949 昭和24 39
9/21－10/10 第13回新制作派展（東京都美術館）

をんどり
めんどり
あひる

新制作派協会会員となる

1950 昭和25 40 9/22－10/8 第14回新制作派展（東京都美術館）
水鳥
雞
家鴨

1951 昭和26 41 9/21－10/7 新制作協会と改称した第15回新制作展
（東京都美術館）

幼からす
（大分県立美術館蔵）

おんどり

5

6

1952 昭和27 42 9/21－10/7 第16回新制作展（東京都美術館）
ふくろ （大分県立美術館蔵） 7
おんどり 8

1953 昭和28 43

4/20－5/10 野外創作彫刻展
（東京都主催　日比谷公園）

ミズドリ （大分県立美術館蔵）
雞
家鴨

4

11/3－11/15 第17回新制作展（東京都美術館）
鳩
かけす
アヒルのヒナ

9

1954 昭和29 44 6/25－6/30 「彫刻 鳥 山本常一作品展」（銀座松屋）

パンフレット 10
フクロ（石）

（大分県立美術館蔵）
7

フクロ（タテルフクロ）
（ブロンズ）

（大分県立美術館蔵）

11

フクロ（ブロンズ）
フクロ（陶器）
（神戸ゆかりの美術館蔵）

12

ヒヨコ（ブロンズ）
（大分県立美術館原型像）

3

ヒナドリ（ブロンズ）
ワカドリ（ブロンズ）
オンドリ（ブロンズ） 8
アオイニワトリ（陶器）
アカイニワトリ（テラコッタ）

（大分県立美術館蔵）
13

テツノニワトリ（鉄鋳物）
アオイハト（ブロンズ）
キンノハト（大理石） 14
ハト（白セメント）
タテルハゲコウ（ブロンズ） 15
ザセルハゲコウ（ブロンズ） 16
タテルヒナ

（アヒル・ブロンズ）
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年 歳 展　覧　会 作　品　名 図版
№

1910 明治43 0 4月9日 山本常吉ときぬの次男として、神戸市
に生まれる

1911 明治44 1
1912 大正元 2
1913 大正 2 3
1914 大正 3 4
1915 大正 4 5
1916 大正 5 6
1917 大正 6 7 4月 神戸市浜山尋常小学校に入学
1918 大正 7 8
1919 大正 8 9
1920 大正 9 10
1921 大正10 11
1922 大正11 12
1923 大正12 13 4月 神戸市兵庫高等小学校に入学

1924 大正13 14 3月 大分県中津市に転居、中津市小楠高等
小学校（現・中津市立小楠小学校）に転校

1925 大正14 15 4月
大分県立中津中学校（現・大分県立中
津南高等学校）に入学　美術部に所属。
版画家・武田由平の指導を受ける

1926 昭和元 16
1927 昭和 2 17
1928 昭和 3 18
1929 昭和 4 19

1930 昭和 5 20 4月
大分県立中津中学（現大分県立中津南
高等学校）を卒業
日本大学芸術学部に進学

1931 昭和 6 21
1932 昭和 7 22
1933 昭和 8 23
1934 昭和 9 24
1935 昭和10 25 11/30－12/13 第10回国画会展（東京府美術館）

1936 昭和11 26
造形彫刻家協会会員に推薦される

10月 立体寫眞像株式会社に入社
1937 昭和12 27
1938 昭和13 28 6/19－6/29 第 4 回造形彫刻家協会展（銀座・三越） 仔山羊の首 1
1939 昭和14 29 新制作派協会展に出品を始める
1940 昭和15 30 2月 立体寫眞像株式会社を退社

1941 昭和16 31 東宝映画東京撮影所（現東宝スタジオ）
で特殊撮影制作に携わる（終戦の頃まで）

1942 昭和17 32
1943 昭和18 33 9/23－10/4 第 8回新制作派展（東京府美術館）初入選 男の首
1944 昭和19 34
1945 昭和20 35

1946 昭和21 36
9/20－10/4 第10回新制作派展（東京都美術館）

女の首
アヒル （大分県立美術館蔵） 2

中村春江と結婚

山本常一略歴
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　山本常一作品・資料集成
  池田　隆代

山本常一（1910－1994）は、明治43（1910）年、兵庫県神戸市に生まれ、大正13（1924）年に大分県中津

市に転居した。旧制中津中学校にて版画家・武田由平の指導を受け、昭和5（1930）年に卒業後、上京。

日本大学芸術学部に学び、昭和10（1935）年に国画会展に初入選し、戦後まもなくして本格的に「鳥」

を主題とした彫刻作品を展開した。発足まもない頃から新制作派協会会員となり、新制作協会彫刻部

の一端を担いながら、日本国際美術展、現代日本美術展等へも選出されている。同時に、展覧会や個

展での作品発表にとどまらず、各種モニュメントや大規模な建築レリーフにも手腕を発揮し、「鳥の

彫刻家」として広く知られて評価を得た彫刻家である。

大分県立芸術会館は、昭和52年の開館以来、山本常一を大分県を代表する彫刻家の一人として位

置づけ、収蔵作品を平常展（コレクション展）、地域巡回展等で紹介してきた。その他関係する美術

館等でも所蔵作家の一人として紹介されてきたが、山本の60年あまりにわたる創作活動はその一部

が公表されるのみで、全貌は明らかでないのが現状である。

一方、山本が平成6（1994）年に逝去したのちアトリエや作品はご遺族によって管理されていたが、

ご厚意により平成18（2006）年度から平成24（2012）年度にかけて主要作品と各種資料が大分県立芸術

会館に寄贈された。そうした作品・資料は大分県立美術館に引き継がれ、現在、当館では彫刻42点、

陶器9点、素描・版画資料235件、レリーフ資料4点が所蔵されているが、その画像のインターネッ

トでの公開は行っていない。

本稿は、令和２（2020）年に山本常一が生誕110年を迎えるにあたり、これまで資料調査や情報公開

が不十分であった創作活動を、展覧会出品歴、作品発表歴、所蔵美術館情報、作品画像ならびに文献

や写真資料を整理し、山本の基礎資料として整理することを目的とするものである。

本作品および資料集成を通じて、山本常一の展覧会出品作品を中心とした作品内容の大部分を把握

し、その題材、作風変遷や素材の多様性を示すことができたと考えている。今後は、当館所蔵作品や

資料にこの内容を反映させ、他の所蔵館や美術関係者をはじめ、一般的に情報を共有するものである。

さらに、彫刻作品とともに収蔵している素描等について、本稿では言及することがかなわなかったが、

今後も素描等の調査を進め、その詳細を明らかにすることで、彫刻作品との関連性、山本の造形志向

の変遷、デザイン方面への影響を示すことが可能となると考えている。
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